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WOIZK^O 


このたびは、パナソニック製品をお買い上げいただき、 ♦づフストはすノシ3ンをホ着 

まことにありびとラございます。 した例です。 

■ 取扱説明書をよくお読みのラえ、正しくお使いください。 

■ ごほ用前に『取扱説明書（基本 編)』 の r まを上のごを意 J 
〜13ぺージ）を、化ずお読みください。 

■ この取扱説明書は大切に保管してください。 
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なお、本文中では TM 、 マークは一部明記しておりません。 
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はじめに 


インターネット通信と一販回線通信との機能の違い 


本機では一般回線通信 （G 3ファクス ） の他にインターネット FAX/E メールやインターネット通信びで 
きます。また 、 G 3 /G 4増設ユニットオプションを装着して最大3チヤンネルまでの拡張びできます。イ 
ンターネット通信と一般回線通信は一部異なります。下記機能一覧を参照ください 。 G 3 /G 4ファクス通 
信については基本的に同じです。一般回線通信の項目を参照ください。 

巧にインターネット通信時に使用できる機能と一般回線通信時に使用できる機能の一覧を示します。 

♦:インターネット通信のみの機能です。 

〇:インターネット通信と一般回線通信の操作び同じ機能です。 

A :インターネット通信と一般回線通信の操作び異なる機能です。本書内の項目を参照してください。 

▲:一般回線通信のみの機能です。 

DP -8032 P /802 已 P モデルのファクス機能は使用できません。 



機能名称 

インターネット 通信時 

一般回線通信時 

基 

原稿について 

0 

0 

本 

的 

原稿セツトのしかた 

0 

0 

な 

使 

送信のしかた 

A 

A 

い 

か 

受信のしかた 

A 

A 

た 

ダイヤルのしかた 

- 

▲ 


複数宛先送信 

0 

0 


プ□グラム通信 

A 

A 


ルーテイング 

- 

▲ 


通信管理レポート送信 

• 

- 


送達確認返送 

• 

- 


メモ1」一転送 

0 

0 


タイマー通信 

〇 

〇 


ファイル送信 

0 

0 

便 

F コード通信 

- 

▲ 

利 

fr 

マルチコピー通信 

- 

▲ 

使 

F 網通信 

- 

▲ 

い 

か 

パスワード通信 

- 

▲ 

た 

セレクト通信 

- 

▲ 


ワンタイムミ毎外通信 

- 

▲ 


定期便タイマー通信 

〇 

〇 


メモ1」一受信 

〇 

〇 


LAN 中継同報 

参 

- 


通信予約の確認-取り消し 

〇 

〇 


順次同報送信 

〇 

〇 


優先通信 

〇 

〇 


ポーリング通信 

- 

▲ 


メールアドレスの登録 

参 

- 

JZSc 

ダイヤル番号の登録 

- 

▲ 

蠢 

の 

中継同報の登録 

A 

A 

し 

か 

プ□グラムの登録 

A 

A 

た 

自局情報の登録 

〇 

〇 


システム登録 

〇 

〇 
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おないになる前に 


本文中で使巧しているアドレス帳画面、およびモード設定画面のイラス 
卜ではデフオルトと違ラ画面で説明しています。 


V 


ノ 







取扱上のお願い 


使用上のお願い 


■キャッチホンサービスをご契約になつている場合 


•ファクスの送信や受信中に、他の方から電話やファクスびかかってくると、ファクス受信画像に 
線び入ったり、通信び中断してしまラことびあります。 

• 上記の場合は、キャッチホンや機器の異常ではありませんのでご了承願います。 

•なお、キャッチホン n サービスをご利用になり、割り込み音の回数を「0」回に設定して頂くと、 
ファクス通信中にキャッチホンび入ってち異常なく通信できます。 


■各 サービス について 


発信を番号通知-ダイヤルインサービスはあらかじめ NTT との契約び必要です。本サービスの詳 
細につきましては NTT にお問い合わせください。 


■節電モード設定時のお願い 


節電モードで「シャットダウン」び選択されているときは、インターネット FAX / E メール 
ユニットの自動受信機能び動作しなくなります。節電モードを設定されている場合は、初期設定 
値（お買い上げ時）の「スリーフ」に戻してください。基本編取扱説明書（共通機能：キーオ 
ぺレーター専用の「ス U —プ/シャットダウン選択」を参照ください） 


操作時のお願い 


■誤送信を未然に防ざ、確実に巧手と通信するためには、巧の点に注意してご使用いただ 
くことをお勧めいたします。 


相手先のファクス番号、ワンタッチ/短縮ダイヤルの登録番号をご確認いただくととちに、取扱 
説明書をよくご確認のラえご使用ください。 

大切な情報を送る場合には、「手動送信」により相手を確認したうえで通信されることをお勧めし 
9 〇 


1. ろ^を巧して発信音（ツー音）を確認してか日、ファクス番号をダイヤルしてください。 


2.相手先か b ファクス応答信号（ピーヒヨ□□音）び聞こえた b 



を巧してください。 


その他 


本取扱説明書は、従来の一般加入回線等での G 3 通信および、 LAN システムを使用したインターネット通信 
び可能なインターネットファクス機能についての取扱説明書です。 

※ネットワークとの接続および使用に際しては、本製品 L ソがにソフトウエアおよび LAN 伝送路用品び必要です。 












各部の名前と働を 


(イラストはオプションを装着した例です） 


増設ユニット（オプション） 


外部電話機用モジュラージャック 

♦外部電話機を接続ずる。 


回線用モジュラージャック（が線1 ) 

•NTT などの電話回線を接続する。 
•お使いの電話回線に合わせて、 

システム登録の「006ダイヤル切替」 
の設定をする。 （ps'243 ぺージ） 


LAN 接続用ジャック 
(1 0巳 ASE - T /100 BASE - TX ) 

LAN ケーブル — - 

(1 0巳 ASE - T /1 00 BASE-TX ケープル) 


カチッと音びするまで差し込んでください 
(LAN ケーブルは付属されていません。） 
[EIA 568A CAT.5] に準拠したケーブルを 
ご準備願いまず。 



電源スイッチ（本機背面）、 

スタンバイスイッチ（本機を側面） 

•通常は「入（ I )」にしておいてください。 


LINK ランプ 

LAN に接続されていると点灯します。 

LAN ケーブルび断線していると点なしません。 
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左側面-背面図 


お使いになる前 























































る部のを前と働を 


コント□ールパネル 


通信中 

吸 

;ちイ呈う、ゾ/ 

♦通信回線を使用して 
いるとさ点滅 


ファクス / E メール 

参フアク 


ファクス/インターネット FAX 
として使用するとき 


原稿サイズ 

〇 


♦手動で原稿サイズ 
を選ぶとさ 


(例： DP -8032) 



タッチパネル 
ディスプレイ 


データ LED (緑） 

参プ U ントデータをパソコンより 
受けたとさに点灯します。 

アラーム LED (ホ） 

♦本機び異常なとさに点灯または 
点滅します。 

アクティブ LED (緑） 

♦本機び動作中のとさに点滅します。 
また、メモ I 」 一に 受信データび 
あるときに点灯します。 
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る部のを前と働を 


フアンクシヨン 

囲^ 


♦各種機能を 


リセット 

//〇 


クリァー 


>設定した機能を 


© 

♦入力した番号や文字を 
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アクティブ‘ 



巧タイでル,’ 
ポーズ 



お使いになる前 



























r 
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_ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- 

ごごごごごごご 


い. 

ごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご二 
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3a 3b 


ファクス/ 
E メール 
キーを 巧ず 


宛先を指定する直接ダイヤルスタート 
で指定するキーを押す 


(例： DP- 803吕) 



■原稿サイズと原稿のおさかた 



♦原稿面を下向きにして、原稿ガイドに正しく合わせる。 

♦ A 5 サイズよりルさい原稿は、 A 5 サイズの枠内にセツトする。 
• ADF / 両面 ADF では原稿面を上にしてセツトする。 
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(原柄台カフスのみ） 


■宛先入力のしかた 

テンキーで宛先のファクス番号をダイヤルする。 
番号を間違えたとさは■を巧して入力し直す。 

■登録してあるアドレス帳で宛先を指定する。 


ディスプレイに次の表示びでた日 


I tt o I ぃぃぇ r 


I 送信原稿びまだあるときは、 rwi を巧し 
て、原稿を交換し、スタートを巧す。 

I 送信原稿びないとさは、丘亞幻を巧す。 


〔お知らせ） 


基本送信手順 



■使いかた 


©00 魯 
回©©〇 

®o( 
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♦外線び「0発信」のとさは、電話番号の頭に「0」を付けてください。 














































































原稿について 


原稿の取扱い 


■原稿のおをかたと原稿の読取り 

(1 )ADF 


(2) 原稿台ガラス 



♦原稿を上向さにセットし、原稿ガイドを原稿 
サイズに合わせる。 

• 原稿は上か日送り出される。 

IADF では 



する。 


■原稿台ガラスでは 


原稿サイズ 
原稿枚数 
原稿の紙厚 
原稿の紙質 


A 5- A 3 

最大 50 枚まで (30 枚 / A 3, B 4) 
0.06-0.1 mm (50 〜1 05 g / m 2) 

上質紙相当 

(コーテイングのないちの） 


I 原稿サイズは A 5- A 3 (A 5よりルさい原稿 
( A 日など）は、原稿サイズボタンで A 5を指 
定してください） 

インクや修正液などは、完全に乾いてからセッ 
卜する。 

I 透明度の局し''原稿は、白紙を上セットする。 
原稿台カノ（一や ADF は、静かに上げ下ろしす 
る。 ， 



■ADF に適さない原稿 


♦ク I 」ップやステープルで綴じた原稿 
♦破れ、しわ、カール、折り目などのある原稿 
• はびさ用紙、画用紙などの厚手の原稿 
♦パラフィン紙、タイプライター用紙などの薄い原稿 
♦ OHP フィルム、第 2 原図などの透明な原稿 
♦感熱紙、カーボン紙、アート紙、和紙など 
♦貼り合わせた原稿や大さな巧のある原稿_ 


今 


これらの原稿は、 

原稿台ガラスにセツトする。 


■定型がの原稿について 



G お知らせ） 


有効読取り範囲について 

♦原稿の周囲 5 mm の幅は相手の用紙にプ U ントされないことびあり 
ます。斜線部分には文字などを記入しないでください。 

• r 発信元印字」び原稿内に設定されている場合は、先端及び後端か b 
10 mm まで文字を書かないでください。 


己 mm 
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原稿について 


読取りモードの指定 


モード設定 I を巧して、基本画面で指定できます。（《^19ページ) 


■濃度を選ぶ 



セットした原稿に合わせて、送信する濃さを選ぶことびでさます。 

タッチノ（ネルの ra ラず<1こく》1 対甲して濃度を調節します。 

セットした原稿に合わせて、原稿の種類を選ぶことびでさます。タッチパ 
ネルの文字 J 文字/写真 I 写真 I を巧して原稿の種類を選択します。 


■画質を選ぶ 



セットした原稿に合わせて、原稿の画質を選ぶことびできます。 

タッチパネルの r ふつラ I ルさい i 細密 i または fepodpii を巧して種 
類、細かさを選択します。 


み 

%稿の種類 " 

pwi 文字びを体の原稿。八ーフトー 
ンを使わずに早く送信でさます 
r ^ n 文字と写真び混在する原稿 

rwi 写真やイラストなどの原稿をさ 
れいに送信できます 

し J 


稿の細かさ ^ 

田 

普通の大ささの文字の 

みつろ 

面 

原稿 

新聞などのようし細かい 

小さい 

文郎厨高 
樹こ細かい文字の厨高 

細を， 

圆 

鮮賊酒 M を巧めるとき 

600 dpi 

L . . 

_ J 


^_ 、 

アドレス帳] を 

巧してアドレス帳 
画面に戻ります。 
(防]目ページ） 



fT 





♦送信済みの原稿には「済」スタンプび巧されます。 

♦済スタンプを巧さないよラにしたい場合は、システム登録の 

「004済スタンプ」、「028 メモ U - 済スタンプ」（¢*■243ページ）の設定を変更してください。 

♦原稿台ガラスで読み取った原稿には、済スタンプは巧されません。 

• 1回送信に限り、済スタンプの設定を変更でさます。モード設定画面の基本画面で変更でさます。(«-20 


V 


ぺージ） 


J 


C あ、知日が • よくお使いになる濃度、種類、細かさを登録しておけば、原稿をセットするたびに設定 

- ' を変える手間び省けます。"システム登録"（》^243ぺージ） 

• 原稿の細かさび「ふつラ」では「文字/写真」「写真」は選べません。 




































































































モ-ド設定 


モード設定のしかた 


基本メニュー、タイマー通信、ポーリング/特殊通信、セレクトモード、通信予約の確認と消去、リスト 
プリントの設定びでをます。 


ADF / 両面 ADF 



原す高を上向さ I しセット_ 



モー ド設定 キー クリ アーキー ストップ キー 


L L ― 

1 MS »かン I __ I ■■ •Ciih 'JC»h I 

I 的。 GSIEEinilB 。@ ゴ@ 因 0 

HI npi ^ 

^_P©o© A 

___ II ___—^ 


© 


2 3 4 


スタートキー 


ファクス/ 

E メール 

ボタンを f 甲ず 


モード設定 セットモード 



■モード設定画面への変更のしかた 


[アドレス帳画面] 


9月10日(火）15:00 0% 

通信ができます 
原稿がわ卜されています 


!もも巧 fAfftJ 

vmHtra 


お I がしさした I— な£_は 1 …ま J や J ろ/わ I わがみ_!ヴロだ 


0：野営業所 


广 E-m 。 り _ 

[^阪営業所 


—. E-mail 

1 间暗: 

X 
X 
X 


.工場 


—.r E-WAil 

i r 営業本部 

〕〔 


〕[ 



モー。ド設定 


モード設定画面へ変更するとさ巧 
します 


畐 

本 

編 


[モード設定麵] 


9月10日(火）15:00 0% 

通信ができます 
原稿がわ卜されています 


基本1タイマ-麵 巧茄|^セ レクトモ- ド I 覆島で | gfj ストプリント 

厦モード 


アドレス帳 


[ i 両面原搞!〔ムるスタン了| 




格了通巧^!^通信状況 


に E メール受信 f 〔ファイルタイプ^ 


I ? 



ァド於帳1 

アドレス帳の画面に戻るとさ巧し 
ます 


く;タページへつづく > 
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モード設定 




上部のタブを巧して各設定画面を表示します。 

① 基本画面 

② タイマー通信 

③ ポー U ング/特殊通信 

④ セレクトモード 

⑥通信予約の確認と消去 
⑥ I 」ストプ I 」ント 


9月10日(火）15:00 0% 

通信ができます 
原稿がセットされています 


基本。イマ-通信 1‘ち茲 g ' I セレクトモ - I 藤-で窗空 r " トプリン 


を信尸ド 

11 isnffliii [梦 ィレクトぉ言 I 

奇原稿^ Qk 済スタン:: 

か 


/T 


■通な^ I 通信が況 
ル受信） I ファイルタイプ!な^ 





さ本囲面 

①送信モードを選択する（メモ U —送信またはダイレクト送信） 

(>■27〜28ページ） 

⑤ 両面原稿 

(陽 ■37 ページ） 

③ 済スタンプ 
(¢*■18ページ） 

④ 終了通知 

ファクスやインターネットファクスの送信び完了したとき、登録先の PC 画面へ終 
了通知をするとさ設定します。基本編取扱説明書の「終了通知」を参照ください） 

⑥ 通信状況 

通信状況を確認でさます。 

⑥ E メール 受信 

(陪■己7〜78ページ） 

这）ファイルタイプ（ファイルフォーマット）（陽■已〇ページ） 

E メール送信時のファイルタイプを選択します。また、ファイル名を変更できます。 


达知らせ、 ♦アドレス帳の画面に戻るときは、 I アドレス帳 I を巧します。 
























































































モード設定 




タイマー通信 

①タイマー送信 
("^84ページ） 

③タイマーポー U ング受信 
("^86ページ） 

③タイマー特殊通信 
(^88 ページ） 



ポーリング/特殊通信 

① ポー U ング受信 
("^82ページ） 

② ポ ー U ング送信 
(^80 ページ） 

③ 特殊通信 

(■^90 〜] 03ぺージ） 


く次ページへつづく> 


















































モード設定 



かクトトト’ 

項目を選択してください 


虽本1，イマ - a 信]'宿這富7か。トモ-ド T 遣露體 [ J ， が 


①(: 


セレクト送信 


②I A •スワ-ド送信 


⑤ Iリンタイム;ち外通信 1@〔 
©f 定期便タイト通信 J @〔 
⑦I E トル A3 送信 3⑨ C! 


優先通信 


巧 IJ- 受信 


送達確認要ポ 



セレクトモード 

①セレクト送信 
K1 12ページ） 

③パスワード送信 

(ra -106 . 1 ] 〇ぺージ) 

③ ワンタイム海外通信 
(陪■130ページ） 

④ 優先通信 
(«-128ページ） 


⑥定期便タイマー通信 
K1 32ページ） 

⑥ メモ U —受信 
(№134ページ） 

⑦ E メール A3 送信 
(«¥ 己0ページ） 

⑧ 送達確認要巧 

(防■己2ページ） 


聽 i 臟繼ぃ 


ま本 J タイマ-溫言]を盈糾セレ。トモ-ド jfi 譯星トストプリント I 


①I 溫言予約の確 IS 5②I時間•宛先をま 


③I通信予約の;'肖ち；④！指定通眉予約レホ°-卜 


⑤ Iホ觀先再溫言 
⑦ ( ~~手動みイルおさ 


⑥I受信デ-夕の強制ち力 



通信予約の確認と消去 

①通信予約の確認 
(ra-136 ページ） 

③時間-宛先変更 
(ra-138 ページ） 

③ 通信予約の消去 
(«-140ページ） 

④ 指定通信予約レポート 
(«-141ページ） 

⑥ 未達宛先再通信 
(«-142ページ） 

⑧受信データの強制出力 
(«-143ページ） 

⑦ 手動ファイル転送 
(«-144ページ） 
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モード設定 



リストフ•リント 

補! 

項目を選巧してください 

:::: ■:：1 


曲なぶ 

63109〔アドレス傅 I 


ま本 J タイマ-巧信1 爲も y 权。トモゴ藍惑擅 ju ストプリント 


①I 通信管巧レホ’-卜 ] ◎〔 7ドレス帳 II スト 


③ I グル-/ゲイ中 M スト J ④ I 7’ ロゲラム II スト 
⑤I シスけ登録りスト J ⑥ ( 自局情報リスト 



U ストプ U ント 

① 通信管理レポート 
("^172 ページ） 

② アドレス帳 I 」スト 
("^176 ページ） 

③ グループダイヤル I 」スト 
(^176 ページ） 

④ プ□グラム I 」スト 
("^176 ページ） 

⑥システム登録 I 」スト 
("^178 ページ） 

⑥自局情報リスト 
(^179 ページ） 


冨 

本 

編 
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電話回線で送信ずる 


概要 


メモ U —またはダイレクト送信、手動送信のいずれかを選択でさます。 

じ(下の場合は、メモ U —送信してください。 

•原稿を複数の宛先に送信する 
•原稿をすぐに持ち帰る 
•マルチタスクで操作をする 

巧の場合は、ダイレクト送信してください。 

•メモ I 」一びいっぱい 

•原稿を巧の通信で割込んで送信する（複数の通信予約びされていて、すぐにメモ U —送信でさないとさ） 

巧の場合は、手動送信してください。 

•通話相手と話した後に原稿を送信する（外部電話機を使用して通話後、スタートを巧すことで送信する) 
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電話回線で送信する 


ファクスを送る 


■直接ダイヤルで送る （ メモリー送信） 


ファクス /E メール 


輸 ランプ点なげ態で 

消灯しているとさは、巧して点灯させる 


laA 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 




テンキーで電話番号をダイヤルずる（最大52巧） 

-メモ U —送信では宛先を複数指定でさます。複数の宛先を指定するとさは、宛先の電話番 
号を巧したあとに [0 Kj を巧すと、巧の宛先び選べます。 

-システム登録の「00已送信メモ U - 優先」を「なし」に設定している場合は、モード設定画面 
の基本メニューで|_ メモリー送信 I を巧してか日ダイがレ操作をしてくださし、 (PS-20 ページ） 



@を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 


C あ、知日が ♦手順 2 で入力した電話番号をアドレス帳へ登録できます。 I アドレス帳に追加] [編集]を 

- - 巧したあと、宛先名称、ボタン名称と検索名称を登録します。 

• 宛先を間違えたときは、を巧して訂正してください。 

♦送信を途中でやめるとさは、信^を巧したあと、パネルに表示される内容に従って操作 
をしてください。 

•直接ダイヤルでは、ダイヤルキー(0〜9、 * * 、が、ポーズ（一）/ I ン （/) び使えます。 

• メモリーには A 4 標準原稿 ( A 4 サイズ700字程度の原稿)で約180枚分び蓄積できます。 

枚数は文字サイズによって異なります。已8ページ） 

♦宛先は、直接ダイヤル20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定でさます。 







































電話回線で送信する 



^プシヨンの増設通信ユニットぞミ 
設置している場合 


本機ではオプションの G 3/ G 4 通信ユニットを増設すると、「回線り用の電話回線のほかに r 回線2」のよ 
ラに電話回線を接続することびできます。「回線2」に接続した電話回線を使ってダイヤルするときは、；欠 
のよラにしてください。 

ランプ点打状態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 



原稿をセツトずる 


9 宛先の電話番号をダイヤルし、 

ム S すを巧して「回線2」を表示させる 




を巧ず 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 


〔お知らせ J 


• オプションの G 3/ G 4 通信ユニットを増設して、最大 3 つの回線を選んでダイヤルする 
ことびできます。（最大増設時は「回線]」 「G 4」 「G 3 (1)」と表示します。） 
♦オプションの G 4 通信ユニットを増設している場合、回線選択ボタンで 「 G 4」 を選択 
しても、相手先のファクスび G 3 機のときは自動的に G 3 通信に切り替わります。 


V 
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電話回線で送信する 



■アドレス帳で送る（メモリー送信） 

あ日かじめアドレス帳に宛先を登録してください枯 207 ページ)。 


輪 ランプ点打状態で 

• 消巧しているとさは、巧して点打させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 


0 アドレス帳で宛先を指定ずる 

一 .アドレス帳に登録された宛先は、五十音順に分類されています。 

- W wr な1。ホ1 W W I ら/わ I の各キーをキ甲すと、それぞれ 
のページび表示されます。 

田田 を巧して、ページをめくります。 

-メモ U —送信で複数の宛先を選ぶと、選んだ宛先すべてに巧して順番に送信されま 
す（同報送信)。 

- 1 宛先指定の設定びでさます（防 <33 ページ） 




倒ぶ信 
TO 上野営業所 
0312345678 


しが1/こ J は！一ま X やわ 巧み が-乡 




這互 


— ^E-mail - 

〕惶業本部 


广 E ■"み ■ - 

〔太阪営業所 


X 


X 




を巧ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 


达知らせ） • 宛先を間違えたときは、を巧して訂正してください。 

♦送信を途中でやめるとさは、を巧したあと、パネルに表示される内容に従って操作 
をしてください。 

♦宛先は、直接ダイヤル20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定できます。 
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電話回線で送信する 



■ダイレクト送信をする 

原稿の枚数び多いなどでメモ U —びいっぱいの場合はダイレクト送信を行います。 
ダイレクト送信では、メモ U —を使わずに、読み込んだ原稿を送信します。 


ファクス /E メール 


ランプ点な状態で 

消巧しているとさは、巧して点打させる 




送る面を上向きに ADF にセツトずる 


2b 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 


D 宛先を指定ずる 

J •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 

-ダイレクト送信では複数宛先は指定でさません。 

-宛先を間違えたとさは、■を巧して訂正してください。 

























































































電話回線で送信する 




を巧ず 

• 宛先にダイヤルし、送信び開始されます。 


〔ぉを b せ ^ ♦送信を途中でやめるとさは、信^を巧したあと、パネルに表示される内容に従って操作 

をしてください。 

• ダイレクト送信のとさ、原稿台ガラスを使って送信する場合は、複数枚の原稿送信はで 
さません。 

• ダイレクト送信時に再ダイヤル待ちとなった場合は、ファクス受信などを除さ操作びで 
きなくなります。すぐに操作をしたい場合は再ダイヤルを取り消'してから操作をしてく 
ださい （《 s ^30 ページ） 












電話回線で送信する 



■再ダイヤルで送る 

最後にダイヤルした宛先に、ちラー度ダイヤルします。 

7^^ランプ点打状態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 


イ％ 再ダイヤル/ 

つ 5を巧ず 


-電話番号を確認し 

OK 1を巧す。 


スタート 

を巧ず 



• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 



相手び話し中などでつなび日なかった場合、約3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルします。 


■メモリー送信をしたとさ 

♦再ダイヤル待ちのとさ 

3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルします。 
再ダイヤルを取り消すには、タッチノ（ネルに 
r 再ダイヤル待ち」び表示されているとさに 

はい I をキ甲します。また、通信予約の消' 

去を使ってち取り消しでさます。 （ c ®' 140ペー 
二、;） 

♦再ダイヤル待ちのとさに、なの送信をしたいと 
さは、通常通り送信してください。 

参つなびらなかったとさは、エラーメッセージ 
r 通信エラーびありました」び表示されます。 


■ダイレクト送信をしたとさ 

♦再ダイヤル待ちのとさ 

3分間隔で2回まで自動的に再ダイヤルします。 
再ダイヤルを取り消すには、原稿びあることを 
確認し、タッチパネルに r 再ダイヤル待ち」び 

ストジブ 

表示されているとさに、 はい1 をキ甲しま 
す。 

♦再ダイヤル待ちのとさに次の送信をしたいと 
さは、上記の方法で再ダイヤルを取り消してか 
5送信してください。 

参つなびらなかったとさは、エラーメッセージ 
r 通信エラーびありました」び表示されます。 


V 


J 
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電話回線で送信する 



■宛先を検索して送る 

あらかじめアドレス帳に宛先を登録しておけば、名前を入力することにより目的の宛先を検索して送信す 
ることびでさます。 


ファクス /E メール 


搞 ランプ点な状態で 

消巧しているとさは、巧して点打させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



アドレス帳画面にて厘 ij を巧ず 



) 検索ずる文字を入力ずる（最大10文字） 

J •キーボードからカナ文字を入力して<ださい。 

-入力された文字と一致する登録されたアドレス帳の宛先び表示されます。 



く次ページへつづく> 
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電話回線で送信する 




宛先を選ぶ 




0 K I を巧し、^を巧ず 

• 原稿の読取び開始されます。 

• 読取び終了した原稿から送信び開始されます。 


r お知らせ） • 宛先を間違えたときは、■を巧して訂正してください。 

♦送信を途中でやめるとさは、 r 六を巧したあと、パネルに表示される内容に従って操作 
をしてください。 
































































































誤送信防止 


概要 


誤った宛先への送信を防止するため、本機には、複数宛先指定の禁止、宛先確認、直接ダイヤル制限、直 
接ダイヤル再入力の4つの機能びあります。 







本機では、テンキーでの電話番号入力やアドレス帳からの宛先指定で、同じ原稿を複数の宛先にファクス 
送信でさます。 



複数の宛先に巧信したくない場合は、 I 匿圍み垃 をキ甲すと、複数宛先の設定び絕除され、 
1宛先だけに送信するよラに設定されます。誤って複数の宛先へ送信する操作を防ざたい 
場合に便利です。（>■24已ページ） 


複数の巧先の選択はできません 


Tzr 3 ( t J & \ Iま J S 卜}らホIが 


r 上野営業所 


―、广 E -"," - 

]〔巧陪工場 


― . 广 E.ma" - 

] 〔営業本部 



♦複数宛先は、つァ 、ノ 々''パ、ノ訪巧の r フアクス /E メール機能設定 j 


04キーオペレーター専用] 


01 システムの登録 I 1117複数宛巧指定 J で初期値を変更できます。（陪 '24 已ぺージ） 

• ファンクシヨン設定で「機能なし」に設定されている場合は、複数宛先へ送信できません。 

• ファンクシヨン設定で「機能なし」に設定されている場合、グループダイヤルは使用できません。 

• ファンクシヨン設定で「機能なし」に設定されている場合ち、複数宛先を設定しているプ□グラムダイヤ 
ルは使用でさます。 

V J 


基 

本 
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誤送信防止 



宛先確認をしてからでないと送信を開始できないようにする場合は、システム登録の「125宛先確認」を 
「あり」に設定してください。 

この機能を設定していて、宛先を確認しないで「スタート」を巧すと、宛先確認の操作を促すメッセージ 
び表示されます。 

宛先確認を促すメッセージび表示された場合は、なの手順にしたびって操作してください。 

■指定した宛巧を確認する 



商慰 g 認1 ホ巧す 

• 宛先確認の画面び表示されます。 

- S 1 S ] を巧すと、指定した宛先び順番に表示されます。 

-宛先を削除したい場合は、削おする宛先を異巧し I 消'モ I を押し I はい I を押すと、 
表示されている宛先び消去でさます。 




0 K I ホ抽す 

• 宛先確認を終了します。 



V 


を巧ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信が開始されます。 


J 












































誤送信防止 





直接入力による電話番号の指定を、すべて禁止するよラに設定できます。 




'直接ダイヤル入力を禁止する場合は、システム登録の「136直接ダイヤル制限」を「あり」に設定してお 
きます。お買い上げ時は、「なし」に設定されています。（》^24己ページ） 

この機能を設定すると、外部電話機を使用するときち、本機からの直接ダイヤルは使用できません。また、 
[再ダイヤル]は使用でさません。ただし、再ダイヤル待ちび表示されている場合は、[再ダイヤル]を巧 
すと、再ダイヤルび開始されます。 

• 制限されている操作を行ラと次のメッセージび表示されます。 


この操作はできません 
直接グイヤル制限中 


JJ 


上野営業所 




fc いいいい f かわ f ぉ。子み I ' ジムーブ 

- . 广 E-M みI- . 广 E-ni4il — 

( 韵 SXlf I 陸業ホ部 


造巧厘互 口™ 

モ-ド i 对 

mm % I 

1 I 丰一本ート h 
. 夕 





直接入力で電話番号を入力するとさに、電話番号の再入力画面び表示され、]回目と2回目び一致した場 
合にだけ送信び開始されるよラに設定でさます。 

'直接ダイヤル再入力を有効にする場合は、システム登録の「137直接ダイヤル再入力」を「あり」に設定 
しておきます。お買い上げ時は、「なし」に設定されています。24巨ページ） 

'システム登録の「136直接ダイヤル制限」び「あり」に設定されている場合は、「137直接ダイヤル再入 
力」で「あり」を設定してち、直接ダイヤル制限機能び優先されます。（《^24己ページ） 

-1回目と2回目の宛先び一致しない場合は、 r 宛先び一致していません」と表示されます。 


直接入力で電話番号を入力し、 


0 K ] または 



を巧すと、自動的に再入力画面び表示されます。 




スタート 

oirn またはを押ず。 


再入力した番号び一致すると、送信び開始されます。 

再入力した番号び一致しない場合は、メッセージび表示されます。この場合は、]回目の電話番号入力か 
ら、再度操作を行います。_ ___^ 

































































































通信機能について 



本機では両面の原稿を一度に読取ることびできます。 （ メモ U —送信時のみ利用巧能です） 


ランプ点打げ態で 

-消灯しているとさは、巧して点灯させる 




最初に送る面を上向きに ADF にセツトずる 





モ-ド設定 I ホ*甲ホ 


9月10日伙 ）15:00 脱 
通信ができます 
原括がセブ!■されています 


I き本レィマ-’ 結;證 f セレクトト i 黯で觀 T リ ストブリント: 

を^モ^_ 

ダイレク haffj 


Ijs 面原括] lii ： ■巧スタンプ j 


巧了适巧 g 〔 JS 信が;兄 


〔 E ゾール受信^ I ファイルタイプ J 



i 両面原稿 I を巧し、原稿のとじ位置を選択し、を巧ず 



宛先を指定して0を巧ず 

-原稿読み込み後、送信び開始されます。 

-送信終了後、両面送信の設定は「オフ」に戻ります。 


/ ち知にけ、 • r 両面送信 I は、メモ U - 送信のときのみ利用できます。ダイレクト送信では利用でき 

^-- —^ません。 

♦両面送信では、済スタンプは利用できません。 

• メモ U - びいっぱいになると両面送信は利用できません。 

• 機種により両面送信機能びない場合は 、 r 両面送肩1 は利用でさません。 

V J 


36 





































































通信機能について 



































































































































通信機能について 



メモ U —送信時にメモ U —びいっぱいになった場合、お買い上げ時の設定（クイックメモ U —送信244 
ページ）び「あり」）では蓄積したところまでを送信し、残りの原稿び送信できなかったことを知日せる 
メッセージび表示されます。 


また、クイックメモ U —送信を「なし」に設定してメモ U —送信をしている場合、ページの途中でメモリー 
びいっぱいになると、メモ U —容量びないことと、蓄積されたページを送信するかの確認メッセージび表 
示されますので、次のどち b かの操作をしてください。 

♦ I はい J を巧して、蓄積されたページまでを送信します。蓄積でさなかった残りのページを送信し直し 
てください。 

♦ I しルけ 1対甲して、送信予約を中止し、メモ U —に読み込んだページの消去を行ないます。 


♦ 1ページ目でメモ U - びいっぱいになったときは、送信することはできません。 

L のスしし J ダイレクト送信をしてください。 

♦取り消しの選択画面び表示されてから、約1分間何ち操作しないと、お買い上げ時の 
設定では自動的にメモ U - の内容び宛先に送信されます。システム登録の「10已メ 
モ U —フル時動作」にて設定を変更でさます（"*■24已ページ）。 

♦クイックメモ U —送信び「なし」に設定されていて]宛先指定の場合、読み込む原稿 
のページ間でメモ U —容量びかないと本機び判断した場合、ダイレクト送信に自動的 
に切り替えます。 



ADF か b 複数枚の原稿を]宛先でメモ I 」一送信した場合、]枚目を読み込んだ時点で送信を開始する機能 
です。メモ U —に読み込みなびら送信しますので、お急ぎの場合に便利です。この機能はお買い上げ時の 
設定では「あり」になっています。システム登録の「082クイックメモ U - 送信」244ページ）を「な 
し」に設定すると、メモ U —に全ての原稿を読み込んでか b 宛先へ送信を開始します。 

f す、勺!に ^ • 複数宛先指定、原稿台ガラスか日のメモ U 一送信の場合は、クイックメモ U —送信さ 
^- J れません。 

♦クイックメモ U —送信の場合は、発信元情報 K 39 ページ）のち端に印字される送信 
総枚数は印字されません。 
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通信機能について 







送信などをしたとき、宛先や通信結まをレポートにしてプ U ントできます。 

♦システム登録の「012通信結果レポート」243ページ）を設定すれば、レポートのプ U ント方法を 
選択でさます。 

♦お買い上げ時には、未通信のとさだけレポートをプ U ントします。 




J 


fT 



発信元情報について 





発信元情報の登録 （" S ' ] 98ページ）を行ラと、送信したとさに会社名や部署名などを通信時刻と一緒に 
相手の用紙の先端にプ U ントでさます。 


また、システム登録の「145 FROM 選択機能」び「あり」のときは、通常の送信手順で [スター トに 巧 

した後、 FROM 選択画面になります 。 FROM (発信元）選択後 I スター F 1 を巧して送信してください。通 
常のお買い上げ時は、「なし」に設定されています。 （" S '247 ページ） 

発信元情報のプリント例 


化却明15日(用12邮〇せ宛あ本社 


を信 ： Panasonic 




:邮1 


P . 01/01 


J 







システム登録の「134宛先名敬称付加」で、発信元印字の宛先 （ TO ) に、「様」を印字するかどラかを設 
定できます。お買い上げ時は、「あり」に設定されています。（》^24己ページ） 

発信元巧字例 



曰時 


宛先 


本機の発信元 


送信枚数 
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電話回線で受信ずる 



■自動受信のしかた 

お買い上げ時の設定では、相手びファクスを送ってくると、自動的に受信を始めます。 


/ 相手びファクスを送ってくると、呼出音は鳴5ないで 
1 つながる 


0 自動的に受信び始まる 


■相手と話してから受信する（手動受信） 

本機に外部電話機を接続し、システム登録の「017受信モード」（《*'243ぺージ）を「手動」にしてお使 
いになっている場合、接続した電話機で話をしたあとファクスの受信びでさます。 

7 呼出音び鳴った5受話器を上げる 


2 


相手と話をずる 

-受話器を上げたときに何も聞こえなし儒合、手順3の操作をして受信に切り替えて 
ください。 


. スタート 

原柄をセツトしないでを押ず 




受話器を戻ず 

スタート 

- W を巧すまえに受話器を戻すと、電話び切れます。 
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電話回線でま信する 







用紙びなくなったなどでプ U ントでさなくなってち、受信した内容はメモ U — に記録されます。メモリー 
に記録された内容は、用紙を補給するとプ U ントされます。 

( す、勺!にが • メモ U 一には制限びあります。用紙は早めに補充してください。基本編取扱説日月書「用 
紙を補給」） 

♦システム登録の「066代行出力」0^244ページ）の設定び「あり」になっていると 
きは、適正サイズの用紙び無くなると、他のカセットにセットされている用紙に記録 
します。 

♦ メモ U - には A4 標準原稿 (A4 サイズ700字程度の原稿)で約180枚分び蓄積できます。 


V - ' } 



本機は相手び送ってさた原稿に合わせて、受信した原稿を最適なサイズの用紙でプ U ントします。代行出 
力の設定をしておけば、プ U ントの途中で用紙びなくなってち他のカセツトにセツトされている用紙を 
使って、受信した原稿をプ U ントでさます。 



A 4 サイズで出力 


f K 知* • 他の用紙にプ U ントしたくないときは、システム登録の「066代行出力」（"*■244ぺ一 
ジ)備齡「なし」にしてください。 J 


r 


^2イン1受信 Jr 




相手び A 5 サイズの原稿を2枚または、 B 5 サイズの原稿を2枚送ってきたとき、 A 4 または B 4 サイズの用 
紙1枚にまとめてプ U ントします。 



(お知らせ） 

V 


• システム登録の「067受信2イン]/両面機能」244ページ）の設定び「なし」 
になっているときは、2イン]受信はできません。 













































































































電話回線でま信する 
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電話回線でま信する 



システム登録の「047 U モート受信」知244ページ）の設定を「あり」にすると、外部電話機で話をし 
た後、外部電話機からの操作で受信に切り替えることびできます。 


7 呼出音び鳴った5外部電話機の受話器を上 

J ばる 

-相をと話をします。 

つファクスの受信に切り替える 

L -外部電話機にプッシュホン式電話をお使いの場合： 

「*」「*」 （2 秒 LU 内に巧す） 

-外部電話機にダイヤル式電話をお使いの場合： 

「9」「9」 （5 秒じ(内にダイヤルする） 

) 受話器を戻ず 

J •外部電話機か日電話をかけたとさは、 U モート受信できま 

せん。 

-手順]でファクス送信音「ポー...ポー…」び聞こえた場 
合、相手は自動送信のファクスです。手順2の操作をして 
ください。 

V J 



音量の設定のしかた 


■音量の設定 



〇"を巧したとさに聞ぇるスピーカーの音量を調整します。も^を巧してモニター音量を聞さなび 5、 お好 


みの大きさに調整します。終了するとさは r OK j を巧し、もう一度 tgr を巧してください。 

システム登録の「087モニター音量」 （^*■244 ページ）の設定でち調節でさます。 

V J 
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迭惑フアクス防止 


概要 


受信したくない相手か b 着信した場合に、受信を拒否する機能です。ダイレクトメール系のファクスや、迷 
惑ファクスなどを受信したくない場合に設定しておくと便利です。 

受信を拒否した場合、通信エラーレポートの状況欄には、 r 受信拒否」び記載されます。 

迷惑ファクス防止には、なの3つの機能びあります。 

徽き ID とは、ファクスの電話番号のことで、通常は自局情報の一部としてファクスに登録しておきます。） 
• 数字 I □拒否： 

受信したくない相手の数字のを登録しておさ、その数字 ID をちつ相手から着信した場合は、受信を拒 
ムし丈 ！ J 〇 

-受信を拒否する数字 ID は、30件まで登録でさます。 

-この機能は、システム登録の「135迷惑ファクス防止」の「00数字 ID 拒否」び「する」に設定され、 
「03 ID 番号登録（01-30)」に、受信を拒否する相手の数字 ID び登録されている場合に使用でさます。 
(«-246ページ） 

♦ ID なし時受信： 

数字 ID を送出しない相手から着信した場合に、受信するかどラかを設定でさます。 

「01 ID なし時受信」び「する」の場合 ........ 相手機から ID び送出されない場合ち受信でさます。 

「01 ID なし時受信」び「しない」の場合….巧手機か日 I □び送出されない場合は、受信を拒否します。 

-この機能は、システム登録の「135迷惑ファクス防止」の「01 ID なし時受信」び「する」に設定さ 
れる場合に使用できます。（》^24己ページ） 

• ID 受信時刻印字： 

相手機の数字 ID を受信時刻と共に受信文書に記載します。 

-数字 I □び送信されなかった場合は、受信時刻だけび記載されます。 

-この機能は、システム登録の「135迷惑ファクス防止」の「02 ID 受信時刻印き」び「する」に設定 
されている場合に使用でさます。（《'24己ページ） 


受信側（本機） 


数字の拒否 

No . 

数字 ID (電話番号） 

N 0.01 

876己4321 

N 0.02 

吕87臣曰432 


「02 I □受信時刻印字」 
が「する」のとさ 



「01 I □なし時受信」 
が r しない」のとさ 


数字 I □と受信時刻 
を記載 

《 roo 数字の拒否」 
び「ずる」のとを 




「00数字の拒否」が「する」のとき 




送信側 C (数字の;未設定） 

《「00数字 IDJ 巨否」び「ずる」のとき 
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迭惑フアクス防止 


数字 ID 拒否 


受信したくない相手の数字のを登録しておさ、その数字 ID の巧手か日着信した場合は、受信を拒否する 
よラに設定でさます。 

•この機能を有効にする場合は、システムの登録の 「135迷惑ファクス防止」 の 「00数字 ID 拒否」 を 「す 
る」 に設定し、 「03 ID 番号登録 (01 -30)」 に受信を拒否する相手の数字 ID を登録しておきます。 

(政246ページ） 

お買い上げ時は、 「しない」 に設定されています。 

■「03 ID 番号登録 （01-30)」 には、受信を拒否する数字 ID を 30 件まで登録でさます。 




を押ず、 


ファクス / E メール機能設定 I 

04 キーオペレーター専用 


巧ず 


機能項目を選択してください 



[ 共通機能誠 }[ コピ-機能設定 } 
し乃蜘機能設定 j [ ~プ W 機能設定~ } 
[ ~脈機能言疑 t 




キーオペレーター 
パスワードの入力後 
5 R j を巧ず 


'か-!''を指定して〈ださい 



r X 巧 11 故すパ巧! Gu 由 1 法巧！ 


Q 

W 

E 

R 

T 

Y 

U 

I 

〇 

P 

1 

ASIDFGHJK 

L 

@ 

Z 

X 

C 

V 

B 

N 

M 

[ 


r—; 


[ 0 K j トヤンセ/レ] 





01システムの登録 ] を巧ず 


機能誠トド 

ファク V 口-纖 g 

I 頁目を攫がしてください 


100自局睛民の登録 


I 01システムの登録 


I 02中継情報の登録 




困 

芋 


I キャン七 J j 


护 



田田を27回巧し、 

135迷惑ファクス防 uy を巧ず、 

またはテンキーで「135」 
を入力して g ) を巧ず 


システムの難！ 

I 頁目を疆只してください 

11 1 135迷惑乃クス防止 

i 



1 . 


TO 



|| 「136直接)'佈陆順 

なし ）1 


f 0 K ) 

1 1 



麵 C 137直接夕•俏@入力 

おり i 1 

麥 
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国 



1 1 



1 fl 38 1 


「キャンセル! 

I 




1 L 哩 —————— — —— 
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迭惑フアクス防止 




00数字 ID 拒否 I を巧ず 


I 頁目を遇}尺してください 


I 00数字 ID 拒否- 


しなし、 


01 ID なし時受信 


する 


I 02 ID 受信時刻印字 


する 


103 ID 番号登録脚- 30) 


不 

歹 

i 


矿 


悼ヤンセル I 



す玄を撰択し 、 r OK I を巧ず 


-「する」 

「03 ID 番号登録（01-30)」に登録され 
た数字 ID の巧手か日着信した場合は、 
受信を拒否する 

. んない」 

特定の数字 ID か日の受信を拒否しない 


システムの登録 

〇恃■を押してください 
数字 ID 拒否 



















































































迭惑フアクス防止 


ID なし時受イ 


「00数字の拒否」び「する」の設定時のみ「01 I □なし時受信」の設定び巧能です。 

数字のを送出しない相手から着信した場合に、受信するかどラかを設定でさます。 

「01 ID なし時受信」び「する」の場合：相手機か日 ID び送出されない場合も受信します。 

「01 ID なし時受信」び「しない」の場合：相手機か日 ID び送出されない場合は、受信を拒否します。 



を巧ず、 


ファクス / E メール機能設定 j 

04キーオペレーター専用1ホ 

巧ず 


キーオペレーターパス 
ワードの入力後 
5 R 1を押ず 


01システムの登録 ] を巧ず 


機能項目を選択してください 


[ 

共通機能獻 

J 

1 

北。-機能設定 

」 


L 

ファク細機能設定 

1 

1 

プ的機能設定 

1 


ス斬-機能設定 


/、’スト巧指定してください 


スタ宇 J G 数字/記号 j 


岛田四 


機能誠トド 
乃ク; 1/ EH 腦能 

項目を强尺してください 


100自局簡民の登録 


101システムの識; 


I 02中継情あの登録 


护 


Q 

W 

E 

R 

T 

Y 

U 

I 

〇 

P 

1 

asJdfghjkl 


@ 

之 

X 

C 

V 

B 

N 

M 

•J 

こ 



I 0 K I I 年ヤンセル ) 


闲 


01 

围 


I キャン七 J j 


田田を27回巧し、 

135迷惑ファクス防止!を巧ず、 

またはテンキーで「135」 
を入力してを押ず 


システムの談を 

項目を選巧してください 


135迷惑乃クス防止 


(136 菌勤’イヤル制限 


137直接グ俏店入力 


( 139 


なし 


あり 


王 

麥 

J6 


I キャンセル） 
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迭惑フアクス防止 




01 ID なし時受信 I を押ず 


項目を謡尺してください 


I 00数字 ID 拒否- 


しない 


101 ID なし時受信 


ずる 


I 02 ID 到言時刻印字 


する 


103 ID 番号登録脚-孤 


a 

す 


矿 


I キャンセ jg 



す玄を撰択し 、 r OK I を巧ず 


設定変更後 

0がを}甲してください 
数字 ID 拒否 

tssam 1 

田 

o > 



( 1 ( 1 


: [ OK j 

( 1 ( 1 



ぶ 

苗 

(. 1 (. i 


i [キャンセル) 

J _ Li_L 




ID 時刻 E 口字 


00数字 ID 拒否 i び「する」の設定時のみ、相手機の数字 ID と受信時刻を受信文書に記載する設定び 
でさます。 

•数字のが送信されなかった場合は、受信時刻だけび記載されます。 



「■ ID なし時受信」の手順1〜4を巧う 



02 ID 受信時刻印を 1を巧ず 


巧目を强 R してください 


I 00数字 ID 賴 


しない 


101 ID なし時受信~ 


する 


I 02 ID 受信時刻印字 


する 


103 ID 香号を録の 1-30) 


田 

埋 


矿 


I キャンセル j 



す玄1/に雨^1を撰択し、 r OK I を巧ず 


システムの登録 

OK 卜を巧してください 
のなし時受信 

1 する 1 

田 


( 11 j 

U OK j 

( 11 1 

0ふ 
01 


( j 1 j 

丑 

；：片ャンセル! 

( 11 1 












































































































































ID 番号登録 


迭惑フアクス防止 


03 ID ま号登録(〇 1 -孤） j でお巧した-い鄭字のを登録します。30件まで登録できます。 
• 1件につき20巧まで入力できます。 



「■ ID なし時受信」の手順1〜4を行う 



03 1D 番号登録 （01-30) ] を巧ず 


項目を遣択してください 

1 foo 数字 ID 拒否 

しない 1 



1 


丑 

〇> 

01 

道 


1 f 01 ID なし時受信 

する 3 

M 0 K 1 

1 1 


1 f 02 ID 受信時刻印字 

する 11 


1 


1广のの番号登録の1-现 1 

片ャンセル1 

1 



醒 （04 

J 





新規に登録したい番号ボタンを押ず 
または、変更したい番号ボタンを巧ず 


I 頁目を選択してく? i さい 


INo . 01: 


INo . 02:12345678901234567890 ? 
INo . 03:+81286606883 ] 


I No . 04: 


困 

06 

团 


INo . 05: 


〔キャンセル) 



登録ずる番号を入力懐動し 」 OK I を巧ず 


-テンキーで数字（最大20析）を入力します。 

-間違えたときは？^■で消去して再度入力します。 


「+」を入力するとさは乂い!ン）を巧して 
ください。 


-スペースを入力するとさはろ■を巧してください。 


ID 香号を入力し 
OK 卜を押してください 
N0.01 _ 


C QK ……… ] 


〔キャンセル) 





















































































LAN を使って送信ずる 


概要 


LAN 経由で1宛先または複数宛先の E メールアドレスに原稿を送信することびでをます。 

次の方法で E メールアドレスび指定でをます。 

-直接 E メールアドレス指定 
-アドレス帳指定 

LAN 経由の送信ではメモ U —送信となります。また、ダイレクト送信は使えません。 

原稿はメモ U — に保をされ、メールメッセージを送信します。 

LAN 経由での送信ファイルは フォー マットを選択できます。お買い上げ時の設定では 、 「T I F FJ 
フォー マットの設定となっており、インターネット FAX へ 送信する場合にはこの 「 TIFF 」 フォー 
マットで送信します 。 PC へ 送信する場合は、ファイル フォー マットを 「 PDF 」 フォー マット K 20 
ページ）へ変更して送信できます。また、システム登録の「] 7 7送信ファイルタイプ」で通常お使い 
になるファイル フォー マットを設定でさます。248ページ） 

( PDF フォーマットでの送信は、インターネット FAX か日 PC への送信時のみご利用になれます。） 


インターネットに接続するためには 


インターネット機能をご利用になるには、本機をネットワークへ正しく設定する必要びあります。登録編 
のインターネットに接続するための事前準備を行ってください。（《^182ページ） 






LAN を巧って送信する 


LAN を使って送信する 


IE メールアドレスを直接入力して送る 


ファクス /E メール 


ランプ点打げ態で 

消灯しているとさは、巧して点灯させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 



本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 


アドレス帳画面にて キ-ボ-ド 巧 巧し、 E メールアドレスを入 
力ずる（最大 60 巧） 


-宛先は複数指定でさます。複数の宛先を指定するとさは、宛先の E メールアドレス 
を入力したあとに|_ OK 1を巧すと、巧の宛先び選べます。 




OK I @ を巧ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 



く次ページへつづく> 


















































































































































LAN を巧って送信する 



(あ、知日が ♦手順 2 で入力したアドレスをアドレス帳へ登録できます。 I アドレス帳に追加 I I 編集 I を 

- - 巧した後、宛先名称、ボタン名称と検索名称を登録します。 

• 宛先を間違えたときは、 g ) ■を巧して訂正してください。 

♦送信を途中でやめるとさは、を巧したあと、パネルに表示される内容に従って操作 
をしてください。 

♦ メモ U - には A 4 標準原稿 （ A 4 サイズ700字程度の原稿)、画動ホ「文字：ふつう」で 
約180枚分び蓄積できます。枚数は文字サイズによって異なります。已8ページ) 
• 宛先は、直接アドレス入力20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定できます。 
♦正常に送信でさなかった場合は、 メールサーバー か日 エラーメールび 返信されます。 
(防■巨3ページ） 












LAN を巧って送信する 



■アドレス帳で送る 

あ日かじめアドレス帳に宛先を登録してください枯202ページ)。 


輪 ランプ点な状態で 

• 消巧しているとさは、巧して点打させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



宛先を選択ずる 

-インターネットの E メールアドレスび登録されているキーには、 「E-mail」 と表示さ 
れています。 

-アドレス帳に登録された宛先は、五十音順に分類されています。 
fii W r さ 1 r た1 r な1 r は i r ま i r ゃ is / ね i のちキーを巧す户、それぞれ 
のページび表示されます。 

田田 を巧して、ページをめくります。 

-複数の宛先を選ぶことびでさます。複数の宛先を選ぶと、選んだ宛先すべてに巧し 
て一斉に送信されます。 

-宛先を検索して送信でさます。31ページ） 



くなページへつづく> 
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LAN を巧って送信する 



• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 



达知らサ^ ♦宛先を間違えたときは、を巧して訂正してください。 

♦送信を途中でやめるとさは、を巧したあと、パネルに表示される内容に従って操作 
をしてください。 

• 宛先は、直接アドレス入力20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定できます。 
♦正常に送信でさなかった場合は、メールサーバーか日エラーメールび返信されます。 
( er 己3ページ） 
































LAN を巧って送信する 


メールアドレスを組み合わせて送る 


セレクトドメインとして登録したドメイン名を組み合わせてお使いになることびできます。 
• あ日かじめセレクトドメイン用のドメイン名を登録してください。 （《■] 99ページ） 


例：登録されている r @ panasonic . com 」 と、直接入力する E メールアドレス fmatsushitaj を組み 
合わせてお使いになる場合。 


フアクス / E メール 


愈苗ランプ点な状態で 

’消灯しているとさは、巧して点灯させる 


laA 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 


アドレス帳画巧にて キ-ボ-ド I を巧し、 E メールアドレスを入 
力ずる 

例 ： matsushita 


驚蕴觀て獲瓣 


ドメィンリスト K 

[ ©Panasonic. com ) 

I 

[ 御 ngcs .co.jp ] 

同 

f 留 rdmg.irgcs.co.〕p j 

[@aix:-net .5^^. com ] 
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[( スぺ-ス : 


( OK 1 ( 年 ヤン セル 1 


組み合わせるドメインを押ず 

例： r @ panasonic . com 」 


宛先入力 CTO) 巧先数：000 
宛先を指定してください 

matsushita@panasonic.com 


ドメインリニ 


r@iriCTCS.co.ip 


[©rdmg.n 


r@abc-net. xyz. cam 
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n スえす 1(s 好/記ちミ 间 w ( 活 ii) 
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( OK 1 ( 丰 V ン セル 1 
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LAN を巧って送信する 



• 原稿読取りび開始されます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 


〔33知!5"&^ ♦ 送信を途中でやめるときは、を巧したあと、パネルに表おされる内容に従って操作 

^- をしてください。 










誤送信防止 (E メール) 


概要 


誤った宛先への送信を防止するため、本機には、複数宛先指定の禁止、宛先確認、直接ダイヤル制限、直 
接ダイヤル再入力の4つの機能びあります。 





% 


本機では、テンキーでの電話番号入力やアドレス帳からの宛先指定で、同じ原稿を複数の宛先に E メール 
送信でさます。 



複数の宛先に巧信したくない場合は、 I 匿圍み垃 をキ甲すと、複数宛先の設をび絕除され、 
1宛先だけに送信するよラに設定されます。誤って複数の宛先へ送信する操作を防ざたい 
場合に便利です。（>■24已ページ） 


複数の巧先の選択はできません 


ifc I 打 、1 3 H た(な I W I ま J やらホ ( 6 Of A 1 巧た与 


r 上野営業所 


―、广 E-"," - 

]〔巧陪工場 


― . 广 E.ma" - 

] 〔営業本部 



♦複数宛先は、つァ 、ノ 々''パ、ノ訪巧の r フアクス / E メール機能設定 j 


04キーオペレーター専用] 


01 システムの登録 11117複数宛巧指定 J で初期値を変更できます。（陪 '24 已ぺージ） 

• ファンクシヨン設定で「機能なし」に設定されている場合は、複数宛先へ送信できません。 

• ファンクシヨン設定で「機能なし」に設定されている場合、グループダイヤルは使用できません。 

• ファンクシヨン設定で「機能なし」に設定されている場合ち、複数宛先を設定しているプ□グラムダイヤ 
ルは使用でさます。 

V J 


基 

本 
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誤送信防止 （E メール) 



常に宛先確認をしてか日、送信を開始するよラに設定でさます。 

宛先確認び設定されている場合、宛先を確認しないで「スタート」を巧すと、宛先確認の操作を促すメッ 
セージび 表示されます。 

'宛先確認をする場合は、システム登録の「125宛先確認」を「あり」に設定しておきます。 （®'24 已 ページ) 
宛先確認を促すメッセージび表示された場合は、巧の手順にしたびって操作してください。 

■指定した宛巧を確認する 

アドレス帳のキーボードで直接アドレス入力、またはアドレス帳で複数の宛先を指定した場合、これ日 
を確認/削除することびでさます。 



アドレス帳で複数の宛先 
を指定ずる 

-キーボードで直接アドレス入力、 
またはアドレス帳で複数の宛先 
を指定します。 

- G 3 ファクスと E メールのミ畳在し 
た複数の宛先ち指定でさます。 




固缉 llj を巧ず 

• 宛先確認の画面び表示されます。 

- siaj を巧すと、指定した宛先び順番に表示されます。 

-宛先を削除したい場合は、削除する宛先を黑巧し r 消ち I を巧し r はい I を巧すと、 
表示されている宛先び消去でさます。 



• E メールヘッダーの宛先確認をするときは、手順]で rE メ ー ;レ V ッタ j を巧します 。 r TO I 、 
CC ] (Carbon Copy )、 BCC ] (Blind Carbon Copy)、FROM J または題名の目的のボタ 
ンを巧したあと I 宛先確認 を巧すことで、各宛先指定の確認びでさます。 



0 K I を押ず 

• 宛先確認を終了します。 





@を巧ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 
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誤送信防止 （E メール) 


r 



直接ダイヤル制限 





直接入力によるメールアドレスの指定を、すべて禁止するよラに設定できます。 

'直接メールアドレス入力を禁止する場合は、システム登録の「136直接ダイヤル制限」を「あり」に設 
定しておきます。お買い上げ時は、「なし」に設定されています。 

• 制限されている操作を行ラと次のメッセージび表示されます。 


この操作はできません 
を接グイヤル制限中 


上野営業所 


V 


いいいいいい f かわ f ぉ。子み I ' ジムーブ 

广 E-M みI- . 广 E-ni4il — 

「宇都宮工場 ！「営業摘 P 


造巧厘互 口™ 

モ-ド i 其ち S 

mm % I 

1 I 丰一本ート h 
. 夕 


J 


t 





直接入力でメールアドレスを入力するときに、メールアドレスの再入力画面び表示され、]回目と2回 
目び一致した場合にだけ送信び開始されるよラに設定できます。 

'直接メールアドレス再入力を有効にする場合は、システム登録の「137直接ダイヤル再入力」を「あり」 
に設定しておきます。お買い上げ時は、「しない」に設定されています。 

•システム登録の「136直接ダイヤル制限」び「あり」に設定されている場合は、「137直接ダイヤル再入 
力」で「あり」を設定してち、直接ダイヤル制限機能び優先されます。 

■ 1回目と2回目の宛先び一致しない場合は、「宛先び一致していません」と表示されます。 


直接入力でメールアドレスを入力し、 
ます。 


0 K I または 


スタ—卜 
© 


を巧すと、自動的に再入力画面び表示され 


再度入力してください 


ドメィソ J スト B 

[©Panasonic. con ] 

1 

f @mgcs -co.jp ] 

闻 1 

女 1 

01 画 

[©rdmg.irgcs .co.jp | 

[@abc-net. xyz. ccm \ 


^ f ホ文字! ^賴宇/記号 i 
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I 

\ OK 

If 丰ャンじル） 


メールアドレスをもう一度入力しまず。 


0 K 


スタート 

] またはを巧ず。 


再入力したメールアドレスび一致すると、送信び開始されます。 

再入力したメールアドレスび一致しない場合は、メッセージび表示されます。この場合は、]回目のメー 
。ルアドレス入力か 5、 再度操作を行います。 1, 

V J 
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通信機能について （E メール) 


送信原稿のサイズ 


■E メール A3 送信 

LAN で A 3 原稿、 B 4 原稿を送る場合、あ日かじめ巧手側の受信サイズを確認して、送信原稿のサイズを決 
めておく必要びあります。 

7§5^ランプ点な状態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 


la ^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J セレクトモード ] を押ず 




E メール A 3 送信 1 [オン II 0 K I を巧ず 


9月10日伙 )15:00 脱 
通信ができます 
原稿々％卜されています 


お L が1さ _ L た崖な Jj よしま i や I ら/わ J 一 わ巧み j 


任野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


— , 广 E-iwail 

〕〔韩陪工場 


X 


—. 广 E-MAil 

〕〔営業本部 


〕〔 


X 


〕[ 
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通信機能について （E メール) 




宛先を指定ずる 

-キーボードで直接アドレス入力、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-複数の宛先び指定でさます。 




@を巧ず 

-1回の通信に限り IFAX A 3 送信び開始されます。 

E メール A 3 送信、システム登録「141: LAN 縮ル送信」の設定の組み合わせによつ 
て、下表のサイズで送信します。 


E メール A 3 送信オン時：読み取った原稿を等倍で送信します。 

オフ時： A 3 原稿は B 4 じ(下に縮ルして送信します。 

また、システム登録「141: LAN 縮ル送信」の設定に従って縮ルして送信 


します。 


原稿サイズ 

送信原稿サイズ 

E メール A 3 送信オン時 

E メール A 3 送信オフ時 

システム登録 
r 141: LAN 縮ル送信」 
「なし」設定時 

システム登録 
r 141: LAN 縮ル送信」 
r あり」設定時 

A 3 

A 3 

巨4 

A 4 

巨4 

巨4 

巨4 

A 4 

A 4 

A 4 

A 4 

A 4 


r あ、知が） •アドレス帳による複数宛先指定で、選択した宛先に1宛先でち r 送信時 A 3 一 B 4 に縮 

- ' ルする」び登録されていた場合は 、 E メール A 3 送信オフ時と同様に動作します。 

♦システム登録「141: LAN 縮ル送信」の初期設定は「なし」です。 
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通信機能について （E メール) 


送達確認要求 （ MDN ) 


送達確認要巧 （ MDN ) により受信側に受信確認のメールを要巧することびでさます。受信側び送達確認機 
能を備えている場合、送信元に受信確認メールを自動的に送信することびできます。 

受信確認メールび戻ってさた場合、お使いのファクスの通信管理レポートには 「0 K 」 び表示されます。 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



r モード設定 jr セレクトモード1 ホ 

巧ず 





送達確認要巧 ir オン I 

[を巧ず 



次の方法を組み合わせてダイヤルずる 

• キーボードで直接アドレス入力、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
• 複数の宛先び指定でさます。 


5をを押ず 

-原稿の読取りび開始されます。 

-読取り終了したページか日送信び開始されます。 


C あ、知日が ♦送達確認機能をお使いになる場合は、 CC / BCC 宛先を指示しないでください。 

- - CC / BCC 宛先を指定すると送達確認機能はオフになります。 

• 複数宛先指定で送信する場合は、各宛先に巧して送達確認要巧を行ないます。 

♦送達確認要巧のデフオルト設定を変更するには、システム登録の「173送達確認要巧」 
を変更します。（"*■248ページ） 
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通信機能について （E メール) 


FROM 選択機能の登録 


システム登録「145 FROM 選択機能」を「あり」にすると、ファクス 、 E メール（インターネット FAX ) 
送信時に、発信元やメールの From 欄の内容を選ぶことびできます。お買い上げ時の設定は r なし」に 
なつています。（防 '247 ページ） 

24個（ N 0.01〜 N 0.24)の名称とアドレスを登録できます。システム登録の「173送達確認要巧」び「あ 
り」になっている場合、 FROM 選択機能に登録されたアドレスに送達確認メールび送られてさます。 
("^248 ページ） 




を巧ず 


機能項目を攫}尺してください 


( 共通機能記を f 

( 

北'-機能設定 f 


( 乃ク； VB - 慮能言魄 \ 

r 

プリぺ機能設定 \ 


脈機能誠 



ファクス /E メール 機能設定] [ 04 キー オペ レーター 専用 ] を巧ず 


加-巧指定して〈ださい 


r ホス T 1 





キーオペレーターパスワードの入力お n OK I を巧ず 


爹 


I キャンセ 


機能-醜トト.' 

ファの/ EH 麟能 
項目を選択してください 


100自局情報のを録- 


I 01がムの曾 i 


102中継す請が)登録 


104 





























































































































































































通信機能について （E メール) 




01 システムの登録 _!の田を巧して、 L 145 FROM 還択機能 I を表示させ 
n 145 FROM 選雨福 n を巧ず、もしくは番号を入力して@を 
押ず 




ぁり] [ OK j を巧ホ 


FROM 强尺觀 


〔00 PANASOMC 


虹 

应 

应 


) 运 



目 F ヤンセル) 


应 



FROM 登録キー ( No . 01〜 24) を選択し、押ず 

- N 0.00 へは自局情報の発信元情報び登録されるため、選択できません。 


N0.01 

織名称入力 



r 巧語 i 障を記号}「の-ドミ 山山 [ttm I 


Q 

W 

E 

r|t 

丫 

U 

I 

O 

P 


A 

S 

D F 

G 

H 

J 

K 

L 

@ 

Z 

X 


B 

N 

M 

U 

r\ 


〔を‘効巧 ) C ま^*巧 } G スぺ—ス i I OK I 〔キャン t ル1 



く次ぺージへつづく> 
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通信機能に ついて （E メール) 




宛先を祝を登録し、 0K 1 を巧ず 

-最大20文字まで登録でさます。 

•名称を入れます。（《^249ページ） 



アドレスを登録し、 OK I を巧す 

-最大60おまで登録でさます。 



続けて登録びできまず 

•続けて FROM 登録びできます。手順7か日の操作を繰り返します。 


10 


FROM 選択機能の登録を完了ずる場合は、@を巧ず 

• 待機状態に戻ります。 
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LAN を ffi つて受信ずる 


概要 


LAN 内の PC およびインターネットファクスか日の受信については、自動的にプ U ントされて受信トレイに 
排出されます。受信するための設定はありません。ただし、 POP サーバーに接続してインターネットファ 
クスをご利用の場合は、 LAN 関連の設定び必要になります。069、 ] 82ぺージ） 

インターネットファクスは原稿じ(外に電子メールち受信できます。 

電子メールを PC で見る場合の操作については、お使いのメールソフトやビューアーソフトの取扱説明書 
をご覧ください。 


基 

本 


巧に電子メールを PC で見る場合の一例を示します。 

〈インターネツトフアクスからの電モメールを PC び Microsoft ®, Windows ® operating system 日本語版で動 
作する電モメールプ□グラム 「 Outlook ®」 で受信した場合の画面〉 


m 

qin 



インターネットフアクスか日の電子メールは件名び [IMAGE from Internet FAXj となっています。 
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LAN を巧って受信する 



〈インターネツトフアクスから受信したメールを表示した場合の画面〉 


IMAGE from Internet FAX - 


フ 7 イル(己庶集ち） を示 W 祥入のき巧を）ツ-ルの巧拟四）ヘルつ化） 

!_!於風言(をがを貢へ過言が VC おさ地）昌巧 X ♦，♦，煩 
かセー/1オフろ3ン1 

差化 人： fax@tngcs.co.jp 掛言日時： 08/07/04 獲）午な 7:22 

夕 E ホ： user@mgcs.co.Jp 

CC ： 

件を(ぶ： IMAGE from Internet FAX 


TIFF-F お式の函がデータび潇巧されています。 

TIFF-F イメージピュアは L ソ下のヴイトから入手できます。 


つ 


http://panasonic.co.jp/pcc/ 


〇 

image.tiff 


日本語のホームぺージ 


、クリックして、受信された画像データを 


表示させます 


画面表示は、 Microsoft ® Windows ® Operating system 日本語版で動作する電モメールプ□グラム 「 Outlook ®」 
で受信した画面です。 




ソフトウェアの 
ダウン□ードについて 




フ U - ソフトの TIFF ビューアー、 TIFF コンバーターびじ(下のホームページか日ダウン□ー ドできます。 

-日本語のホーム'シ http :// panasonic . co . jp / pcc / 

-英語のホームへーン http :// panasonic . co . jp / pcc / en / 

♦ダウン□ードしたソフトウエアのインストール作業並びにインス I -ール後の動作に関しましては、お客 
様の責任の元お取り扱いいたださますよラお願いいたします。当社では、このソフトウエアについての 
動作保証、インス!-ール後の二な的損書に関しては一切その責任を負いかねますのであらかじめご了を 
ください。 
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LAN を巧って受信する 


POP サーバーに接続してご利用されている場合には、じ(下の方法で受信でさます。 

(お使いの機器び POP サーバーに接続されているかどラかは、システム管理ちの方におたずねください） 

■ POP による受信の設定 

• システム登録の、「146 POP 取得間隔」、「147 POP 自動受信」、「148 POP 受信後削除」、「149 POP エ 
ラー時削除」を設定します。 

「146 POP 取得間隔」 


「147 POP 自動受信」 


「148 POP 受信後削除」: 
「149 POP エラー時削除」： 


POP サーバーに受信メールの問い合わせを行う間隔 （0 〜60分）を設定 
します。 （0 分の時は自動で問い合わせは行いません。） 

POP サーバー自動問い合わせで受信メールび有る場合、メールを受信し、 
プ I 」ントします。 

「なし」場合は、ディスプレイに受信メールの件数のみを表おします。 
メール受信後、サーバーからメールを削除のあり•なしを設定します。 

プ U ントでさない添付ファイルを受信した場合、サーバーか日メールを削 
除のあり-なしを設定します。 


困0 


'を巧ず 


機能 I 頁目を還がしてください 


共通機能設定 


ファク麟能設定 


嘴能言焼 


ファクス / E メール機能設定 r 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 


コピ-機能誠 


プ的機能設定 



くなぺージへつづく> 
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LAN を巧って受信する 




キーオペレーターパスワードの入力を n 0 K I を巧ず 


曼 


I キャンセ 


機能-醜扑 
フ奶 / BH 麟能 
項目を選がしてください 


100自局情報の登録- 


101システムの登！ 


I 02中継！■幫 E の登録 


104 



01 システムの登録 PH を巧して 」 "6 POP 取得間隔 I を表示させ 

て巧ず、もしくは番号を入力して@を巧ず 



(0 〜已 0 ) 


システムの MU 

0がを押してください 
POP 取得間隔 


………… O—KJ 


车ヤンたル 



人力 I 



を巧して取得間隔 (0 〜60分）を入力し、 ^ ^ trn を 

巧ず 


• テンキーで〇〜60の数字を入力します。 

ク U ァー 

• 間違えたとさは^で消去して再度入力します。 



続けてシステム登録の [ 147 POP 自動受信 j 

い48 POP 受信を削除 II 149 POP エラー時 削除 I の設をを行ないまず。 



^を押ず 

-待機状態に戻ります。 
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LAN を巧って受信する 



化、知日が ♦設定を途中でやめるとさは、（ I )を巧してください。 

- ' ♦設定項目の一覧は、 243 〜 248 ぺージを参照してください。 

♦プ U ントできない添付ファイルを受信した場合、エラーメッセージをプ U ントし、プ U 
ントでさなかったことを知 b せます。 

「149 POP エフー時削除」を「なし」に設定しておけば、エフーになったメールをサー 
バーか日削除しないため、あとか日 PC で受信することびでさます。 

• 「148 POP 受信後削除」、「149 POP エラー時削除」を「なし」に設定した場合は、サー 
バーび保をできるメール数に限りびあるため、 定期的にサーバーか 日メー ルを削除する 
必要びあります。 

PC で受信するか、「148 POP 受信後削除」、「149 POP エラー時削除」を「あり」に設定 
し POP 受信を行い、サーバーか日メールを削除してください。 

• 「148 POP 受信後削除」、「149 POP エラー時削除」を r なし」か日「あり」に変更し 
POP 受信を行ラと、サーバーに残っているメールをすべて受信するため、じ(前にプ U 
ントしたメールび再度プ U ントされる場合びあります。 







LAN を巧って受信する 



■POP による自動受信 

システム登録の「146 POP 取得間隔」び「0分」 L ソ外で、「147 POP 自動受信」び、「あり」の場合柄朗 
ページ)、「146 POP 取得間隔」で指定された時間間隔で POP サーバーに受信メールの有り無しを問い合 
わせ、有る場合は自動受信し、プ U ントします。 

• 「146 POP 取得間隔」び0分の場合は自動で POP サーパ'-に受信メールの有り無しを問い合わせにいか 
ないため自動受信はしません。この場合は、手動で POP 受信を行ってください。 

• 「147 POP 自動受信」び「なし」の場合、「146 POP 取得間隔」で指定された時間間隔で POP サーパー 
に受信メールの有り無しを問い合わせ、 有る場合は件数をディスプレイ上に表おします。 

■POP による受信 

システム登録の「147 POP 自動受信」を「なし」に設定した場合扣巨 9 ぺージ）は、手動で POP サー 
パーから 受信でさます。 


ランプ点な状態で 

•消'巧しているとさは、巧して点巧させる 



モード設定 I 巧 J 甲ず 


9月10日(火）15:00 0% 

通信ができます 
原稿がセットされています 


基本レイト通信 f 織 f セ レクトモ-ド riijiii リスロリント, 


I 両面原稿 j I 里;ちスタンプ圍 


/T 


I 格了通知! I 通信が況^ 


I E メール受信 f 〔ファイルタイプ音 






E メール受信 I を押ず 


受信件数:1件 


基本 \ タイマ-通 信 I セレクトモ-ド I ii で リストプリント 

_ ち倍モー_ド 



I 理両面原稿^ み済スタンプ i 




按了通な^ 通信げ況 


I E メ ー J レ受信 I 177イルタイプ I 
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LAN を巧って受信する 



サーバーに受信メールびない場合は下のよラに表示しまず。 


P 0 慢信 

受信；りレはありません 


ぉ I W ( 3(た 


上野営業所 


广 E-m。" _ 

神営業所 


な(は电ま(ゃ I 女/ゎ f — ぉぉみ f プ真ミ■三■妻 

— 广 E-ma" - . 广 E-ma" — 

1 尚陪工場 _1 「営業本部 

]( . 

]( . 

3( . 



//サーバーに受信メールび有る場合は、件数を表示した後メー 
4 ルを受信し、プリントしまず。 



▼ 


了リントしてしはす 


あ、か f さ I た，い [は]ま1> [らホ]おおみ1勺た今 


上野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


— . 广 E-" みI- 

〕〔韩陪工場 

11 

11 

11 


— . 广 E-" みI- 

i r 営業本部 

]C 



r あ、知日が ♦プ□グラムダイヤルの「05 POP 手動受信登録」にユーヴー名、パスワードを登録す 

- ' ることで、自局設定じ(外のユーヴー名で POP 受信することびできます。（•*■74、77 

ぺージ） 

• 1度の操作で受信でさるメールは20件までです。 

20件じ(上のメールび POP サーノ（一にある場合、ディスプレイ上に表示されるメールの 
件数は20件となります。 

• ディスプレイに表おされるメールの件数び20件の場合は、手順4の受信終了後、ちラ 

-度 E メール受信」 を巧して受信メールびないことを確認してください。 

♦シャツトダウンモードをご利用になりますと POP による自動受信びできなくなりま 
す。シャツトダウンモードへの切り替えをしないようにしてください。 
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LAN を巧って受信する 



■ POP 手動受信の登録 

アドレス帳に POP サーバーのユーヴー名、パスワードを登録して POP サーバーか日メールを受信するこ 
とびでさます。 



フアン クシ ヨン 

囲〇 を巧す 



機能ち目を遇巧してください 


广 共通機能言妨 

[ フ禱韻能設^ 

[ ~~脈機能設定 



北。-機能設^ 
プが機能設定 




ファクス / E メール機能設定 JI 02プ□グラムダイヤルの登録 J る Pj 甲す 


ア□ダラが州[の登！ 

項目を選巧してください 

|00プがラムリスト印刷 1 

若 

a 



「01ゲバタ•イヤルの登録 1 


1 OK j 

「のフ。□ダラが佈1の登録 1 



「03ゲけ夕•伽のを要 1 


[キャンセルが 

[04 了がう了の消去 1 





♦ j 区5 POP 手動受信登録 j を巧ず 


POP 手動勃言談ま 
ユザ-名入力 



I ス义ぞ I [ js す/記号 i 


凶因 I .辟.取. 



Q 

W 

E 

R 

下 

Y U 

I 

O 

p 



A 

s | 

D 

F 

G 

H 





@ 

Z 

X 

C 

V 

B 

N 

M 

□ 

ri 


1 

スぺ- 

ス 

1 




( 

OK 

1 (キャンセル） 

























































































































































































LAN を巧って受信する 


POP ユーザー名称 （ 最大40文字）を入れ、 OK I を巧ず 

-英数字-記号を入力してください。 


縣 1入受質磯 


熟語 


I お恐を i [ Q 


Q W 

巾— 

T Y 

U I C 

) P 

A S 

D F 

G H 

J K 

L 

@ Z 

X C 

V B 

N M L— ; 

I □ 


1 〔丰ャ 


POP ボタン名称（最大10文字）を入れ、 OK I を巧ず 

-ボタン名称はタッチパネルディスプレイに表示する名称となります。 


1 POP 手動勃識 

: 

i ，、■の-ド入力 

1 . 



I X が I 階お記号 ) 


Gu LtJ いま i 


Q 

W 

E 

R 

T 

丫 

U 

I 

〇 

P 

1 

asIdfghjk 

L 

@ 

之 

X 

C 

V 

B 

N 

M 

[ 


!! 


〔 OK gI 丰ャンセル^ 


POP パスワード（最大 30 文字）を入れ、 ^ 5frn を巧ず 

-英数字-記号を入力して<ださい。 


手動 POP 受信 
0かを押してください 
P 0 慢筒をのメ-ル削除 





く;タページへつづく > 
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LAN を巧って受信する 



7 


POP 受信後メールを削除ずるかを指定し、 0K Iを巧ず 



ストップ 

d) を押ず 


(あ、知日が ♦登録を途中でやめるとさはを巧してください。 

- ' ♦セキユ U ティの関係上必要なときには、手順6で POP パスワードを入力しないで 

0K I を巧します。手動 POP 受信時パスワードを入力するよラ設定できます。 
(防■フフページ） 

• 登録した POP 手動受信の内容を変更する場合は、 

フ品ンョンファクス / E メール機能設定, 02プ□グラムダイヤルの登録 j 

04プ□グラム/グループの消ち I で昔緑をミ肖井 が後' 再度登録してくださし、。 


76 





















LAN を巧って受信する 



■アドレス帳による POP 受信 

アドレス帳に POP サーバーのユーヴー名、パスワードを登録して POP サーバーか5 メールを受信するこ 
とびでさます。 

• あ日かじめアドレス帳に POP 手動受信の登録をしておいてください。74ページ） 


/ アドレス帳の 巧□グラム/グル-プ I を押して、 POP 丰動受信を替錄してあるプ 
i □グラムキーを押ず 

-表示したユーヴー名と異なるユーヴー名で POP 受信をする場合は、ユーヴー名を入 
力し直します。 

英数字を入力してください。最大40文字まで入力でさます。 


9月10巧（火）巧:00脱 
通信ができます 


>わ j が 13 [わ1な!は)ま I や (かわ! お巧み J 夕だ乡 / 




POP 手動受信登録 
ユザ-名入力 
P0P1 





六 ; St 字 Ji な宇 / 記号 3 I [ m is I 



スぺース , f OK I I 丰ヤンセル; 



0を巧ず 

-パスワードび登録されている時は手順3へ進みます。 

-パスワードび登録されていない時は下のよラになります。 

英数字.記号を入力して r 0 K 1 をキ甲して < ださい。最大30文字まで入力でさ 
ふ;^ 〇 



くなぺージへつづく> 




























































































































































































































































































































LAN を巧って受信する 




サーバーに受信メールびない場合は次のメッセージを表示し 
まず。 



// サーバーに受信メールびある場合は件数を表示した後にメー 
4 ルを受信し、プリントしまず。 


阮呈を位!^ 


ぁ 1 かい 1 た丄な I は J ま L サ I かわ J わがみ 1 巧た乡/ 


广 E-mail _ 

〔大阪営業所 


上野営業所 


— . 广 E-" み I- 

1 r 巧陪工場 

111 ^^ 

11 


3C 


. 广 E-" み I- 

jr 営業本部 


X 



▼ 


蕭品、ます 


阮呈を位!^ 


ぉい1 3 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


上野営業所 


た f な f は f ま f サ[かゎ! お日子み I "ヴ.んニゴ- 

- . 广 E-(W み I - . ■— E-M み I 

I 封陪工場 偃業本部 


3C 

-JL 

JC 


X 



が知が、 • 1度の操作で受信できるメールは20件までです。 

• 20 件 L ソ上のメールび POP サーノ（一にある場合、ディスプレイ上に表おされるメールの 
件数は20件となります。 

♦ディスプレイに表示されるメールの件数び20件の場合は、手順4の受信終了後、ちラ 
一度 Le メール受信 I を巧して受信メールびないことを確認してください。 
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応用編 




































































































ポーリング通信 

ポー U ング通信とは、送信側にセツトした原稿を、受信側の操作により取り出すことびでさる機能です。通 
信料はポー I 」ング受信側の負担となります。 

送信備ホ、必要に応じてパスワード（暗証番号）を設定することびできます。 

♦ポ ー U ング通信は機種び限定されます。詳しくは、サービス実施会社へご相談ください。 


ポーリング送 f 


ポーリング送信用の原稿をメモ U —に読み込みます。 


ランプ点なげ態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 


la/^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 




モード設定[ポーリング/特殊通信 ] を押ず 


ポーリング送信 I 巧 J 甲ず 





ポーリング通信用のパスワード（暗話番号4衍）を入力ずる 
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ポーリング通信 




0K I を巧ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、相手からのポー U ング受信の操作で原稿び送信されます。 

• 送信び終わると、メモ U —の内容は消去されます。 

. ピピピッと拒否音び鳴る場合は、同じパスワード（パスワードなしち含む）でポー 
U ング送信び登録されています。通信予約レポート36ページ）にて確認して、 
別なパスワードを指定して<ださい。 





システム登録の「027ポ ーU ング送信保を」（防■243 ぺ一 
ジ）の設定を「あり」にしておけば、ポ ーU ング送信をし 
てちメモ U — に読み込んだ原稿は消'去されません。同じ原 
稿を複数の相手にポー U ング送信（掲示板送信）したいと 
さに利用でさます。 

また、ポーI」ングパスワードを設定することでパスワード 
を知っている相手にポー U ング送信（掲示板送信）でさま 
す。ポ ーU ング送信したし順手へパスワードを連絡してく 
ださい。 

メモ U —に読み込んだ原稿を消去するとさは、「通信予約 
の消去」（¢*■140ページ）を行ってください。 











相手を限定しないで 
ポーリング送信をする 




パスワードを入力しないでセツトすれば、当社機じ(外のファクスやパスワードを使わない相手にちポー U 
ング送信でさます。 


V 


J 


(あ'知日が • ポ -U ング送信の指定を途中でやめるときは、を巧してください。 

• ポーリング送信は、他の通信予約を含めて最大30件まで指定でさます。 

♦ポーI」ング送信を解除するときは、「通信予約の消去」 （》s^l40 ページ）を行ってくだ 
さい。 

♦原稿読取中にメモ U —びいっぱいになったとさは、ポー U ング送信の登録はでさません。 
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ポーリング通信 


ポーリング受信 


ポー U ング送信用の原稿びセツトされたファクスか日、原稿を受信します。 

7^^ランプ点な状態で 

•消打しているとさは、巧して点巧させる 



モード設定 I ポーリング/特殊通信]を巧ず 




ポーリング受信 I を J 甲す ■ 



J ポーリング通信用のパスワード（暗話番号4巧）を入力ずる 

J •パスワードを設定していなし順手か日受信する場合は、パスワードを入力する必要 
はありません。 



宛先を指定ずる 

-直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-宛先は複数指定でさます。 

































































































































ポーリング通信 



スタート 

6 織:; レしポ-1」ング受删議ます。 


(ぁ、知日が • ポー U ング受信の指定を途中でやめるときは、^を巧してください。 

♦宛先は、直接ダイヤル20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定できます。 


83 








タイマー通信 

タイマー通信とは、あらかじめ指定した時刻に、自動的に送信/受信動作を行ラ機能です。 


タイマー送イ1 


あらかじめ指定した時刻に自動的に原稿を送信します。 

7^^ランプ点な状態で 

•消打しているとさは、巧して点打させる 


la/^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 



本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 I タイマー通信 ] を巧ず 




//送信時刻を入力ずる 

^ - 24時間制で原稿を送信する時刻を入力します。 


な< i を巧ず 
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タイマ—通信 



/:宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-宛先は複数指定でさます。 



を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 

-原稿読み込み後、指定した時刻に自動的に原稿を送信します。 
• 送信び終わると、メモ U —の内容は消去されます。 


(あ、知日が • タイマー送信の指定を途中でやめるときは、@を巧してください。 

- ♦タイマー送信は、他の通信予約を含めて最大50件まで指定できます。 

♦タイマー送信を解除するとさは、 r 通信予約の消去」 ] 40ページ）を行ってくださ 
い。 

• 1枚目の原稿読取中にメモ U —びいっぱいになったときは、タイマー送信の登録はでき 
ません。 

♦宛先は、直接ダイヤル20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定でさます。 
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タイマ—通信 


タイマーポーリング受信 


あ日かじめ指定した時刻に自動的にポー U ング受信を行います。 

7^^ランプ点な状態で 

•消打しているとさは、巧して点巧させる 



モード設定 I タイマー通信 ] を巧ず 



タイマーポーリング受信 I 巧}甲ず 


時刻を指定してください 


胡化時刻 



0 K 


キャン七ル 


ポーリング受信ずる時刻を押ず 

• 24時間制で原稿をポ ー U ング受信する時刻を入力します。 


で K i を押ず 


パスワ-ドを指定してください 
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パスワード（暗証番号4巧）を入力ずる 

-パスワードを設定していなし佩手か日受信する場合は、パスワードを入力する必要 
はありません。 





























































































タイマ—通信 




な< [ を巧ず 




區基囲 ( AA \ 史ごゴご主ミ I 


わい、い I fc 1な1は J * ) ゃ I 和ね f 6麻（巧,垣 


を野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


〕〔韩陪工場 


〕〔営業本部 


X 


X 


X 


〕[ 



7宛先を指定ずる 

/ •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-宛先は複数指定でさます。 



を押ず 

-あらかじめ指定した時刻に宛先にダイヤルし、自動的にポー U ング受信を行います。 


(あ、知日が • タイマーポー U ング受信の指定を途中でやめるとさは、 © を巧してください。 

• タイマーポー U ング受信は、他の通信予約を含めて最大50件まで指定でさます。 
♦タイマーポー U ング受信を解除するとさは、 r 通信予約の消去」（•*■140ページ）を 
行ってください。 

♦宛先は、直接ダイヤル20件+アドレス帳200件の、最大220件まで指定でさます。 
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タイマ—通信 


タイマー特殊通 f 


本機で利用でさるさまざまな通信を、通信時刻を指定して使用でさます。 


ファクス / E メール 


^ランプ点な状態で 

消打しているとさは、巧して点巧させる 



モード設定 I タイマー通信 ] を巧ず 




J タイマー通信をずる時刻を入力ずる 

J -24 時間制でタイマー通信をする時刻を入力します。 



0 K I を押ず 


項目を還択してください 
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タイマ—通信 



C タイマー特殊通信の種類を指定ずる 

J -お知らせの特殊通信一覧表の通信を指定でさます。各設定はそれぞれの通信の設定 

ページを参照し、設定してください。 


(あ'知日が • タイマ-特殊通信の指定を途中でやめるときは、^を巧してください。 

• すでに50件のタイマー通信を含む通信予約び予約されていると、タイマー特殊通信を 
セットすることはでさません。現在予約されているタイマー通信または他の通信予約を 
消去（•*140ページ）するか、通信び終わってからセットし直してください。 

• 特殊通信一覧表 



特殊通信の種類 

参照ページ 

01 

中継同報指示 

91 

02 

ファイル送信 

9己 

03 

F コード通信 

98 

04 

マルチコピー通信 

100 

0己 

F 網通信 

102 

06 

LAN 中継同報指示 

161 
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中継通信 


中継通信について 


メモリー機能を持つ中継局を使って、じ(下のよラな中継通信を指定することびでさます。 
• 中継通信をする場合は、本機を含むネットワークを構成する必要びあります。 

• 中継ネットワークを構成する場合は、サービス実施会社へご相談ください。 



遠距離にある複数の宛先へファクスを送りたいとさ、中継局に送信すれば中継局は指定された宛先へ順な 
送信します。 


例：ま京から、大阪の中継局を経由して京都、神戸、奈良へ送信しまず。 



ランプ点打状態で 

-消巧しているとさは、巧して点打させる 

7 東京か5大阪①中継局に中継指示ずる 

A • 原稿は、大阪の中継局のメモリーにいったん蓄積されます。 

9 大阪の中継局は、東京か5指示された京都、神戸、奈良へ 
ム 順次送信ずる 

-東京か日それぞれの宛先へ送信する手間び省け、 I -ータルの通信料金ち削減でさます。 


V J 
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中継通信 


中継同報指示 


メモ U —機能を持った中継局を中むに中継ネットワークを組んで、遠方にある複数の宛先へ一度にファク 
スを送信できます。 


継同報送信をずる前に ^ 

♦登録モードの「中継情報の登録」に中継情報を登録する。已ページ） 

♦システム登録の「104アドレス帳ダイヤル情報」（《'24已ぺージ）の設定を「あり」にして、アドレス 
帳に中継情報を登録でさるよラにする。 

♦中継局の電話番号と中継情報を、アドレス帳に登録する。207ページ） 

♦中継同報送信をする相手の電話番号と中継情報を、アドレス帳に登録する。 （"=^207 ページ） 

♦中継ネットワークを構成する場合は、サービス実施会社へご相談ください。 


ファクス / E メール 


ランプ点な状態で 

消巧しているとさは、巧して点打させる 


laA 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J I ポーリング/特殊通信 ] を巧ず 




特巧通信 J [中継同報指示 ] を押ず 


s 藍。だ數数 :( 


わ I わ、 I 3 ! fc 161 I よ1 S J や f 早/わ f わ。? A (プみミ号今 


を野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


] 〔韩陪工場 


X 


—. 戸 E’lw か I 

] r 営業本部 

X 


X 

X 


X 



くなページへつづく> 
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中継通信 



// 宛先を指定ずる 

4 ■ァドレス帳で宛先を指定します。 

-宛先は複数指定でさます。 


C を押ず 

J •宛先（中継局）にダイヤルし、中継送信び開始されます。 


(あ'知日が • 中継同報指示を途中でやめるときは、 （ J ) を巧してください。 

• プ□グラムダイヤルに中継同報指示の操作と宛先を登録しておけば、プ□グラムダイヤ 
ルを巧すだけで通信を指定でさます。 （ PS ' SSS ページ） 






ファイル送信 

会社までの地図など、頻繁に送る原稿を本機のメモ U —に蓄積して何度でち送ることびでさます。 
ファイル送信をお使いになれば、いちいち送信原稿をセットする手間び省けます。 


ファイル蓄積 


ファイル送信する原稿を本機のメモ U - に蓄積します。メモ U - に蓄積できるファイルは、1ファイルのみ 
です。 


フアクス / E メール 


顧苗ランプ点なげ態で 

消灯しているとさは、巧して点灯させる 


laA 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J I ポーリング/特殊通信 ] を巧ず 




特巧通信 じつ7イル送信 ] を巧ず 


umt n 

項目を選択してください ji 

1 i 

{ フ7備積 1 


{ 乃イ J 處信 1 

f OK ) 

f ファイル消去 ) 


{ 77イがリント 1 


f.J 



く次ページへつづく> 
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ファイル送信 




ファイル蓄積 I を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 


r あ、知日が • ファイル蓄積を途中でやめるときは、信^を巧してくださし、。 

-^ ♦メモリーには A 4 標準原稿 ( A 4 サイズ 700 き程度の原稿)で約 1如 枚分び蓄積できます。 

枚数は文字サイズによって異なります。 （" S ' S 已8ページ） 

• すでに蓄積されているファイルびあるときは、ファイル蓄積をすることはできません。 

「ファイル消去」 （" S ' S 己ページ）を行って、手順1か b の操作をしてください。 
♦原稿読取中にメモ U —びいっぱいになったとさは、ファイルの蓄積はでさません。 
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ファイル送信 


ファイル蓄積した内容を送信します。 


ファクス /E メール 


ランプ点な状態で 

消巧しているとさは、巧して点打させる 


モ-ド設定 j L ポ ー U ング/特殊通信」を巧ず 


項目を選択してください 


を本 f ごイマ-猫言 j \-5 森誓、^レクトモ-卜 J 韶誌哥リストブリント 


が-リン r 受イ i 


ホ。-リンク*迸 i 


特殊通信 



特殊通信 


ファイル送信 j L ファイル送信]巧 J 甲ず 


織をし織严 


医基巧 Ca ぶおご 


わ{内 、I 3 I fc 1な1は J * ) や I ら/わ f 6麻(プを污 


を野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


— , ' E-mail 

〕〔韩陪工場 


X 


X 


宛先を指定ずる 

-直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-宛先は複数指定でさます。 

7^^を押ず 

-宛先にダイヤルし、ファイル送信び開始されます。 


X 営業本部 


〕〔 

X 


〕[ 



(ぁ、知日が • ファイル送信の指定を途中でやめるときは、瓜を巧してください。 

• ファイル送信をしてち、メモ U —に蓄積されている内容は消去されません。 
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ファイル送信 


ィル消去 


ファイル蓄積した内容を消去します。 


ファクス疋メール 


^ランプ点な状態で 

消打しているとさは、巧して点巧させる 


モード設定 I ポーリング/特殊通信巧}甲ず 


ま本 J タイマ—通言 J mm t レクトモ-卜 J 認!置 J リストプ' 


が-リン厂受イ言 


が-リン广迸 i 


特殊る信 



特殊通信 


ファイル送信 I ファイル消ち I を巧ず 


ファイルび削除されます。 


〔 ぉを b せ ^ ♦ ファイル消去の指定を途中でやめるときは、@を巧してください。 













































ファイル送信 


ファイルプリン 


ファイル蓄積した内容をプ U ントして確認できます。 


ファクス / E メール 


ランプ点な状態で 

消巧しているとさは、巧して点打させる 


モ-ド設定 j L ポ ー U ング/特殊通信」を巧ず 


項目を選択してください 


を本 J タイマ-通言 J 竊茲 " V 。トト ド J 灌記鶴トスト プリント 


が-リン r 受信 


ホ。-リンク-送 i 


特巧通信 



特巧通信 


ファイルびプリントされます。 


ファイル送信」 I ファイルプ U ント1を}甲ず 


C あ、知日が • ファイルプ U ントの指定を途中でやめるときは、信^を巧してください。 

^- ♦ファイルプ U ントしてち、メモ U - に蓄積されている内容は消去されません。 
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F コード通信 

当社機じ(外のファクスをお使いの巧手とち、サブアドレスやパスワードを使って機密事項を保持した通信 
を行えます。 

♦ F コード通信は、 ITU - T の T 30 ( SUB 、 SEP 、 PWD ) 機能を持っているファクスであれば、巧手機種を 
限定しないで F コード通信びでさます。 

♦ F コード通信をするには、メモ U - 機能を持つ F コードセンター機び必要になります。 


F コード送信 


F コード送信は、 F コードセンター機に開設されているボックスの番号をヴブアドレス番号で指定し、機密 
保持のためノ（スワードを使ってボックスに文書を送ります。 


ファクス / E メール 


^ランプ点打げ態で 

消灯しているとさは、巧して点灯させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 I ボーリング/特殊通信]を巧ず 



特殊通信 || F コード通信^ ] を押ず 
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F コード通信 




サブアドレス（最大20柄）を入力ずる 



な< i を巧ず 



パスワード（最大20巧）を入力ずる 




0宛先を指定ずる 

0 •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 

-宛先は複数指定でさます。 



0 を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 


达知らせ） ♦ F 〕ー ド送信の指定を途中でやめるときは、@を巧してください。 



































































































7 ルチコピー通信 



宛先に送信するとさは、受信側でプ U ントする部数を指定することびでさます。 

• マルチコピー通信は、相手機種び限定されます。詳しくはサービス実施会社へご相談ください。 
• マルチコピー通信を指定でさるのは、マルチコピー通信機能を持つ相手に限ります。 


ランプ点な状態で 

•消'巧しているとさは、巧して点打させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定][ポーリング / 特殊通信 ] を巧ず 




特巧通信 J [マルチコピー通信 ] を押ず 




受信側でプリントずる部数 （2 巧）を入力ずる 
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マルチコピー通信 




な< [ を巧ず 


黯してく織 :( 


I を囲屋ぶ]とこ!!こご^ 

巧 ■ 

わ r 。、 f 3 I fc 蓮な1は1ま ] や）6/がモ jWA 巧た 


〔上野営業所 


广 E-m。" _ 

を阪営業所 


—. 广 E-wail 

〕厨を 


X 


工場 


X 



/:宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-宛先は複数指定でさます。 



を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 


(あ'知日が • マルチコピー通信の指定を途中でやめるときは、倫を巧してください。 

- ♦マルチコピー通信部数は、アドレス帳に登録することちできます。 2] 已ページ) 
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NTT コミュニケーシヨンズのファクシミ U 通信網を利用して通信することびできます。 F 網通信をお使いに 
なるときは、 NTT コミュニケーシヨンズとの利用契約び必要です。お近くの NTT コミュニケーシヨンズ窓 
口にお問い合わせください。 


ランプ点なげ態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 




送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 



本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定[ポーリング/特殊通信 ] を押ず 




特巧通信 II F 網通信]ホ±甲ホ 


まして 


わ[内、 I 3 I fc 1 ゎ 1 。 ] ま）ゃド/わ IT お？! fA (プ耳ミ号 


を野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


1飾宮工場 


〕〔 


— .r E-CHAil 

i r 営業本部 
〕〔 


X 

X 


X 



// 宛先を指定ずる 

^ •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
•最大10件まで指定でさます。 
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F 網通信 



を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信び開始されます。 



(ぁ'知日が ♦ F 網通信の指定を途中でやめるときは、@を巧してください。 

♦ファクシミ U 通信網ヴービスの内容については、 NTT コミュニケーシヨンズ窓口にお 
問い合わせください。 
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パスワード通信 


パスワード通信について 


通信するときに、送信側と受信側に登録されているパスワードを照合します。パスワードを照合し、一致 
する相手とだけ通信するので、機密性の高い通信び確保できます。また、送信と受信を個別に制限できる 
ので、相手に合わせた設定びでさます。 

♦あ日かじめ「パスワード送信の設定」 （ PS ' IO 己ページ）と「パスワード受信の設定」 08 ページ) 
び必要です。 


システム登録について 



設定状況 


パスワード送信 

送信パスワードの登録なし 

-パスワード通信しません。 

送信用パスワードを登録し設 
定を「なし」にする 

-通常のダイヤル操作ではパスワード送信しません。 

-パスワード操作するとさは、送信前の操作びが要です。 

106 ページ） 

-巧手びパスワード送信をしてくると、送信側と受信側に登録されて 
いる送信パスワードを照合し、一致すると通信でをます。 

送信用バスワードを登録し設 
定を「あり」にする 

-通常のダイヤル操作でパスワード送信び指定でさます。 

. パスワード送信をしないとをは、送信前の操作び必要です。 
("*110 ぺージ） 

-巧手びパスワード送信をしてくると、送信側と受信側に登録されて 
いる送信パスワードを照合し、一致すると通信でをます。 

パスワード受信 

受信パスワードの登録なし 

-パスワード通信しません。 

受信用パスワードを登録し設 
定を「なし」にする 

-巧手びパスワード受信を設定しているとをは、受信側と送信側に登 
録されている受信パスワードを照合し、一致すると通信できます。 
•そのほかは、通常の通信と同じです。 

受信巧パスワードを登録し設 
定を「あり」にする 

-常にパスワード受信の状態になっています。 

-パスワード受信を設定してし)る巧手と受信パスワードを照合し、一 
致すると通信でさます。 
















パスワード通信 


t 




〇：送信できます 
X:送信でさません 


A :パスワード送信の設定 
送信パスワード=1234 
設定 =あ0 



巨：設定なし 


C :パスワード送信の設定 
送信パスワード=1234 
設定=「あり」または「なし」 




D :バスワード送信の設定 
送信バスワード=1111 
設定=「あり」まには「なし」 


パスワード送信は、送信側の設定び「あり」の場合、受信側に設定されている「送信パスワード」を送信 
側でチェックし、一致した場合に送信します。 

•送信側のパスワード送信の設定び「なし」の場合は、通常の送信と変わりありません。 


% 


-パスワード送信の設定「あり」または r なし」は、送信時のみに機能します。 


J 




《 パスヮ- 


巨.旨 文 もなし 


仁：パスワード受信の設定 
受信パスワード=已日78 
設定=「あり」または「なし」 


D :パスワード受信の設定 
受信パスワード= 9目目9 
設定=「あり」または「なし」 



K 受信 



〇:受信でさます 
X:受信でさません 





A :パスワード受信の設定 
受信パスワード=己678 


ミ;1■み 
政疋 


あ0 




パスワード受信は、受信側の設定び「あり」の場合、送信側に設定されている「受信パスワード」を受信 
側でチェックし、一致した場合に受信します。 

•受信側のパスワード受信の設定び「なし」の場合は、通常の受信と変わりありません。 

■パスワード受信の設定「あり」または「なし」は、受信時のみに機能します。 

Vz - 
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パスワード通信 


パスワード送信の設定/変更 



フアンクシヨン t •fm^- 

囲0 を J 甲す 


機能項目を還尺してください 



〔 


共通機能號ミ 

州 Wi 聰能説） 

脈機能設定 \ 


〔〕ピ-機能設定 i 

[ ~~プが機能誠 } 




ファクス /E メール機能設定]^ 04 キーオペレーター専用 ] を巧ず 


機能設定モイ 


柯トトそ指定して〈ださい 



( 大 x す J (なすパ己ち ミ [_ij Ltj I * iE i 



巨 

I 区 

侶 

JLl 

I 巳 

]丘 

I 区 

1[ 

〇 

P 


[ 

3 

3 

K 

司〔 

习〔 

3[ 

3 

K L 


居 

I 巨 

広 

]巳 

I 巳 

広 

広 

I 臣 

回山 

( スぺース I f 0 K I f 丰ヤンセル I 


キーオペレーターパスワードの入力お r OK i を t 申ず 


機能-醜トト'. 

リク V 口韻目 
I 頁目を選がしてくださし、 


100自局欄の登録 


101システムの識 


I 02中継情報の登録 




04 


田 

み 


I キャンセル j 
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パスワード通信 




01 システムの登録 ] 田田を押して、 [ 043 パスワ-ド送信 I を 表のさ 


せ、 043 バスワ-ド送信 I を巧ず、または番号を入力してを 
押ず 




送信パスワード（暗話番号 4 做を巧し、 OK 1 を巧す 

-パスワードを変更するとさは、@を巧して設定されているパスワードを消して、 
入力し直します。 


娜の m n 

0かを押してください n 

/ W 送信 n 

脚■■圏【ぁり I 



(.J (. 1 

T 


f OK 1 

(.J (. 1 

少 

01 



(. 1 (. 1 

务 


f キャンセル J 

(. 1 (. 1 




/:機能を選択ずる 

リ •パスワード送信を選択するとき r あり」にします。 

-パスワード送信を解除するとき「なし」にします。 



OK 1 0 を巧ず 

• 待機画面に戻ります。 


r あ、知日が ♦パスワード送信の設定を「あり」にすると、タッチパネルに「パスワード送信設定中で 

-^ す」び点滅します。 

♦タッチパネルに「パスワード送信設定中です」び表示されているとさは、通常の送信び 
でさなくなります。パスワード送信をしたくないとさは「パスワード送信設定の一時変 
要」ページ）を参照して操作してください。 

♦パスワード送信の設定および変更を途中でやめるとさは、@を巧します。 
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パスワード通信 


パスワード受信の設定/変更 



フアンクシヨン t •fm^- 

囲0 を J 甲す 


機能項目を還尺してください 



〔 


共通機能號ミ 

州 Wi 聰能説） 

脈機能設定 \ 


〔〕ピ-機能設定 i 

[ ~~プが機能誠 } 




ファクス /E メール 機能設定]^ 04 キー オペ レーター 専用 ] を巧ず 


機能設定モイ 


柯トトそ指定して〈ださい 



( 大 x す J (なすパ己ち ミ [_ij Ltj I * iE i 



巨 

I 区 

侶 

JLl 

I 巳 

]丘 

I 区 

1[ 

〇 

P 


[ 

3 

3 

K 

司〔 

习〔 

3[ 

3 

K L 


居 

I 巨 

広 

]巳 

I 巳 

広 

広 

I 臣 

回山 

( スぺース I f 0 K I f 丰ヤンセル I 


キーオペレーターパスワードの入力お r OK i を t 申ず 


機能-醜トト'. 

リク V 口韻目 
I 頁目を選がしてくださし、 


100自局欄の登録 


101システムの識 


I 02中継情報の登録 




04 


田 

み 


I キャンセル j 
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パスワード通信 




01 システムの登録 ] 田田を巧して、 [ 044 バスワード受信 ] を表示さ 


せ、 044 バスワ-ド受信1 を巧ず、または番号を入力して （ J ) を 
押ず 




受信パスワード（暗話番号 4 做を巧し、 OK 1 を巧す 


パスワードを変更するとさは、を巧して設定されているパスワードを消して、 
入力し直します。 


システムの登録 

0かを押してください 
/、。ストド受信 


r あり 


t 




0 K 


キャンセル j 


/ C 機能を選択ずる 

U •パスワード受信を設定するとき r あり」にします。 

-パスワード受信を解除するとき「なし」にします。 



OK | @を巧ず 

• 待機画面に戻ります。 


f 33知！51^^ 参パスワード受信の設定を「あり」にすると、タッチパネルに「パスワード受信設定中で 

^-^ す」び点滅します。 

♦タッチパネルに「パスワード受信設定中です」び表示されているとさは、通常の受信び 
でさなくなります。 


♦パスワード受信の設定および変更を途中でやめるとさは、@を巧してください。 
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パ スワード 通信 


パスワード送信設定の一時変更 


パスワード送信の一時解除、一時設定を行いたい場合、次の手順で1回の送信に限り、設定を変更できます。 

7^^ランプ点なげ態で 

•消巧しているとさは、巧して点巧させる 


la^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 



本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J セレクトモード ] を巧ず 


セレクトド 

項目を選択してください 


き本たイマ-通言[端豁トレ。トモ-ド T 靈慰越 G ストプリント 


L 

かクト送信 11 

ハ•スワ-ド送信 

] 


[ 

ワンタイム;毎外 a 信 f 1 

1 優先通信 

] 


〔 

定期便》け-通信 i 1 

[ 巧卜受信 

] 


L 

E トル A 3 送信 f 1 

[ 送達確認要ボ 





バスワード送信 ] を押ず 



//八じ三!を押ず 

1回の通信に限りパスワード送信の設定を「オフ」にできます。 

因召を巧ず 

1回の通信に限りパスワード送信の設定を「オン」にできます。 
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パスワード通信 




な广 n を巧ず 


9月10日(火）15:00 0% 

通信ができます 
原稿がセットされています 


基本 f タイマ-通 信 f f セ レクトモ-ドで i ぶ f リストプリント. 


!両面原稿 j I 里るスタンプ圍 


按了通扣^!^通信巧況 


I E メール受信 f をアイルタイプ g 



/：宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-宛先は複数指定でさます。 



0を押ず 

-1回の送信に限りパスワード送信の設定を「オフ」または「オン」にして通信を開 
始します。 


















































七レクト通信 

アドレス帳に登録されているダイヤル番号の下 4 巧と、相手から送日れてきた の 番号の下 4 巧を照合し、 
一致したとさだけ送信または受信します。 

♦あ日かじめ、セレクト送信/受信する宛先を登録しておいてください。207ページ） 

• 相手の の 番号には、電話番号を登録してち日ってください。 


セレクト送 f 


ランプ点な状態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 


la/^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 




本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J セレクトモード ] を押ず 


セレクトド 

項目を選択してください 


き本 J タイマ _巧情す 寫接 (ク言マたレ外モ-ド. 1 覆監智 lij スト プリント- 


セレクト送信 


ハ‘スつ-ド送信 


ワンタイムミ毎外通信 


優先通信 


I ま:期便タイト通信 I I タモト受信 


E トル A 3 送信 


I 送達確認要求 




セレクト送信 j を巧ず 


項目を選択してください 

J ; 



f . ォ ..ン . J 

f 0 K ………… I 




[ 车^^ンセ J レ! 
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七レクト通信 




互过を押ず 


で K I を巧ず 


セレクト送信びセツトされます。 


9月10日伙 )15:00 燃 
通信がでさます 

がむ卜されています 



/：宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 

-複数の宛先び指定でさます。 



@を押ず 

-1回の通信に限りセレクト送信び開始されます。 

• 相手ののと、本機に登録されているダイヤル番号を照合し、一致したとさだけ送信 
します。 


C あ、知日が • システム登録の「045セレクト送信」を「あり」にしておけば、タッチパネルに「セレ 

- ' クト送信設定中です」び点滅し、常にセレクト送信の巧態になります。 

セレクト送信を解除して送信するときは、手順4で r オフ j をキ甲します。 

♦本機に相手のダイヤル番号を登録していないとさは、セレクト送信でさません。 
♦相手びの番号を送ってこない場合 （ ID 番号を登録していない、登録でさないなど）は、 
送信でさません。 

♦手動送信をしたとさは、相手をセレクトしないで送信します。 
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七レクト通信 


セレクト受 f 


• あ日かじめセレクト受信する宛先をアドレス帳へ登録しておいてください。207ページ) 
• ネ目手の I □番号には、電話番号を登録してちらってください。 



フアンクシヨン^ J . rT ]- H - 

图〇を种す 


機能項目を還が:してください 



[ 共通機能設定 

ミ 

( 

が-機能誠 f 


[ 乃ク; VMi 能言姑 


r 

プが機能詰ま f 


〔 脈機能誠 } 




ファクス /E メール機能設定] [ 04キーオペレーター専用 ] を押ず 


纖離品て〈微、 



〔ス文宇 J 拽宇/記号 


LiJ 山 r ほぶ 



スぺース ] 


I 0 K I I 丰ヤンセル j 


キーオペレーターパスワードの入力お r QK 1を巧す 


機能-醜トド 
フ佩/口-繼能 
項目を選択してください 


100自局情報の登録 


I 01がムの蟲ま 


102中継! ' M の登録 


04 


围 

01 

す 


I キャンた/日 
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七レクト通信 




01 システムの登録 ] 田田を巧して、 [ 046 セレクト受信 ] を表示させ、 
046 セレクト受信 I を巧ず、もしくは番号を入力してを 
押ず 


システムの難ま 

0かを押してください 
セ如受信 


pI7~" 

■I ( ぁリ I 



( 

I f I 

3 

f ………' 0 K ………'1 

I 

I ( I 

0 ふ 
01 


( 

1 f 1 

每 

:;[キャンセルが 

( 

_n 1 





ぁり I QK [ 皆を巧ず 

-ディスプレイに「セレクト受信設定中です」を点滅表示します。 
-セレクト受信びセツトされます。 


( 33 知！ ) 参セレクト受信の設定を途中でやめるときは、 I 。を巧します。 

♦セレクト受信を解除するときは、辛順5で I なし I を巧しまず。 

♦本機に相手のダイヤル番号を登録していないとさは、セレクト受信でさません。 
♦相手びの番号を送ってこない場合 （ ID 番号を登録していない、登録できないなど）は、 
受信でさません。 
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IP 電話ヴービスを使って送信ずる 


ご利用上の留意点 


• プ□バイダが提供する IP 電話ヴービスのご契約がぶ、要です。 

ご利用になるプ□バイダび、 「IP 電話対応機器」に対応した IP 電話サービスを提供しているかどラか、事 
前にご確認ください。 

• IP 電話ヴービスのヴービス内容は各プ□バイダごとに異なります。 

- IP 電話サービスのサービス内容-料金-提供条件-お申し込み方法などは、プ□バイダにより異なりま 
すので、各プ□バイダにご確認ください。 

- IP 電話サービスか日発信でさる番号ち各プ□バイダにより異なります。 

- 「IP 電話対応機器」をご利用のお客さまどラしでち、ご契約された IP 電話サービスび異なる場合は、 IP 
電話サービスとして通話することびでさない場合びありますのでごミ主意ください。 

• 一般加入電話回線を接続しない場合は、110まなどについてはつながりません。 

-110番や118番、119番の電話番号へは、自動的に加入電話回線か日発信されるため、加入電話回線び 
正しく接続されていないとつなびりませんのでごミ主意ください。 

. ご契約された IP 電話サービスび携帯電話やフ U —ダイヤルなどへの通話をサービス対象外としている場 
合は、加入電話回線か日発信してください。 

• IP 電話ヴービスか日発信する際は、 UTF の表をよくご確認ください。 


凳信先の電話番号 

発信に利用ずるサービス 

一般の電話番号 

例： 03-1234-5678 

06-1234-5678 

IP 電話サービスか5発信でさます。 

050番号 （ IP 電請 

例： 050- XXXX-XXXX 

IP 電話サービスから発信でをます。 

0 X 0 (050 LU 外） 

例：携帯番号 （090 ) 、 PHS (070) 、 
国際電話（010)など 

ご契約された IP 電話サービスのサービス内容に 
よります。詳しくは各社の IP 電話サービスの 
ヴービス内容をご確認ください。 

【ダイヤルした番号び IP 電話サービス対象の 
場合】 

IP 電話サービスから発信します。 

【ダイヤルした番号び IP 電話サービス対象外の 
場合】 

一般加入電話回線から発信して<ださい。 

0 XY 0 

例： 036などで始まるダイヤル 

0 XY 0 (巿外局番しソ外） 

例： 0120、0570などで始まるダイヤル 

その他のダイヤル 
(110、118、1191；(外） 

- 

110、118、119 

110、118、119の緊急通話 

自動的に一般加入電話回線から発信します。 


:「184+電話番哥および「186+電話番哥を含みます。 


(お知らけ） ♦IP 電話サービスについては、お使いの IP 電話対応機器の取扱説明書をあわせてご覧く 
- ださい。 
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IP 電話ヴービスを巧つて送信する 



• IP 電話ヴービスか5発信できない/発信したくないときは 

-一般加入電話回線から発信してください。 

. ネットワーク障害など何日かのトラブルにより、 IP 電話サービスびご利用いただけなし觸合は、一般加 
入電話回線か日発信してください。 

• 発信ちま号通知についてご確認ください。 

- IP 電話サービスどうしの通話の場合は、 IP 電話サービスの電話番号び通知されます。（「184+電話番号」 
をダイヤルすることで非通知にすることちでさます。） 

-加入電話など、 IP 電話サービスじ(外に発信する際の発信を番号通知については、ご契約された各プ□パ' 
イダにご確認ください。 


C あ'知日が ♦じ(下のよラな場合には、 IP 電話の通話品質び劣化したり、ファクス通信び困難な場合 

びあります。 

. ADSL 回線の接続状況によって十分な帯域び確保でさない場合 
-インターネットで十分な帯域び確保でさない場合 

- IP 電話対応機器に接続されているパソコンで、ファイル転送やスト U - ミングサー 
ビスのよラな大さな帯域を必要とするサービスを使用中の場合 
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IP 電話ヴービスを使って送信する 


電話 サービスの 利用 


rip 電話対応機器」を設置し、 IP 電話サービスび利用できる場合は、特別な操作をしなくてち IP 電話回線 
( IP 網）を利用してファクスを送ることびできます。 

また、インターネット網の不調などで IP 電話回線び通信不能になった場合でち、 U ルート機能とプレフイ 
クス機能により自動的に一般加入電話回線に切り替えて通信でさるよラに設定することびでさます。 



<送信の流れ> 

1. IP 電話か日 IP 電話への送信方法①でフアクスを送ります。 


2. 通信エラーにより送信方法①で送ることびできなかった場合は、自動的に送信方法②でファクスを送り 
直します。 

3. 通信エラーにより送信方法②でち送ることびできなかった場合は、自動的に送信方法③でファクスを送 
り直します。 


(あ'知日が ♦ファクスびどの回線を使って送信されたかを通信管理レポート （" S ' lSO ページ）で確 

- 認できます。 
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IP 電話ヴービスを巧つて送信する 



[リルート機能] 

システム登録の「123 U ルート機能」び「あり」に設定されてるとき、①〜③のいずれかの送信方法で自 
動的に通信回線を切替えてダイヤルをし直し、ファクスを送信します。ファクス送信は①の方法で送信を 
開始し、送信できなかったときは、③、③と順次送信方法を切替えてファクスを送信します。 

[プレフィックス機自 g ] 

システム登録の「124プレフィクス機能」で、電話番号を入力し、設定を「あり」にしているときご利用 
になれます。〇〜9、#、*、ポーズ記号を組み合わせて、最大20巧まで登録できます。（「あり」のとき 
は信号の流れは③となります） 

(付与でさる番号例） 

0000 : 「 IP 電話対応機器」を使用しているとさ、続けてダイヤルすると相手先電話番号へ一般加入電話回 
線から発信します。 

(「0000」は例です。一般加入電話回線への切替番号は、各ご契約電話会社へご確認ください） 





IP 電話ヴービスを使って送信する 


リルート機能の設定/プレフィクス番号の登録 


■リルート機能を設定する 

7 7品 W を押ず 




ファクス / E メール 機能設定]^ 04キー オペ レーター 専用 ] を巧ず 


A ストト’を指定してくださし、 


( ス文す J (S 巧 Vi 巧ミ I ィ!1 H I * 巧 1 


巨 

[ 

W 

3[ 

巨 

3[ 

広 

3[ 

1巳 

3[ 

] 巳 
习〔 

] 区 
互 

1亡 

3 

] 巨 

3 

P 

L 

1 @ 

之 

巨 

1巨 

1巳 

]巨 

] 巴 

1臣 

位 


f スぺース 1 [ 0 KIf キャンセル1 


キーオペレーターパスワードの入力後 I OK を巧ず 


機能觀トド 
フ 7 ク VEH 腦能 
項目を還尺してください 


I 00 自局情報のき録 


I 01 システムの談录 I 


I 02 中継情報の ^ 


{W 


田 

01 

の 


04 


I キャンセル j 
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IP 電話 ヴービスを巧つて送信する 




01 システムの登録 ] 田田を押して 」 123 リル-卜機能 I を表示さ 

せ、 I 123 IJ ル-捕 m を巧ず、または番号を入力してを 
押ず 


システムの登 
0がを押してください 
リル-卜機能 


〔あり 


會 

咬 


i 


ヤンセ J レ I 



ぁり j [ OK ] ホ巧ず 

- U ルート機能に設定びセットされます。 



® を巧ず 


〔ぉ知り巧 • U ルート巧能の設定を途中でやめるときは、 r ^^を巧します。 

♦ U ルート機能の設定を「なし」にしたいときは、手順5で^ kJ を巧します。 
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IP 電話 ヴービスを使って送信する 



拐館目男目を遅がしてください 


[ 

共通機能醜 i 

L 

コピ-機能設定 

」 


L 

乃績-織能設定 I 

I 

プ的機能設定 

I 


ス批機能設定 



ファクス / E メール機能設定]^ 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 


A ストト’を指定してください 




なす ) r なな記ち 1 Gsj 由 I ««I 


Q 

W 

E 

R 

T 

Y U I 

O 

P 


a|| s| 

D 

F 

G H J 

K 

L 

@ 

z 

X 

C 

V 

巨 N M 

U 



が-又 ) I 0 K i [丰ヤンセル j 



キーオペレーターパスワードの入力後 I OK を巧ず 


機能觀トド 
フ 7 ク VEH 腦能 
項目を還尺してください 


I 00自局情報のき録 


I 01システムの談录 I 


I 02中継情報の^ 


{W 


田 

01 

の 


04 


I キャンセル j 
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IP 電話ヴービスを巧つて送信する 




01 システムの登録 を押して 」124プレフィクス機 I をミ!示さ 

せ、 124プレフィ タ^ を巧ず、または番号を入力してを 
押ず 


システムの惑ま 

0かを押してください 
フ’レフィクス機能_ 


r OK I 


ヤンセル I 




プレフィクス番号（最大20巧まで）を入力 OK 1 を巧ず 


娜の m n 

0かを押してください 

フ‘レフィクス機能 n 

猫 H ■■[ぁり I 



[. 1 [. 1 

IN 


f 0 K ;| 

[. J 1 . 1 

0 ふ 
01 



f . 11 . 1 

各 


[キャンセル！ 

(. 11 . J 





r ぁり 1 [ OK ] を巧ず 

-プレフィクス機能の設定びセツトされます。 


] g を押ず 


C お知-りお • プレフイクス機能の設定を途中でやめるときは、を巧します。 
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IP 電話ヴービスを使って送信する 


話番号/ IP 電話番号の登録 


■電話番号/ IP 電話番号を登録する 

システム登録の「123 U ルート機能」を「あり」に設定すると、アドレス帳に一般電話の電話番号と IP 電 
話番号をそれぞれ登録でさます。 



フアンクシヨン^ + m -^ 

囲0 を种す 


機能項目を還 R してください 



( 共通機能誠 I I 

北。-機能設定 





( 乃ク;能設定! ( 

増機能設定 

ミ 

( 脈機能設定 \ 








r ファクス / E メール機能設定 iroo アドレス帳登録 iroi アドレス帳登録(電話） i ホ 

巧ず 


M 鬻だか 


r OK I 


0 F ヤン七ル j 




宛先の電話番号を入れる 

-間違えた場合は LlJLd を巧して訂正したい数字のち側までカーソルを移動し、 
を巧して入れ直します。 

-電話番号は最大52析まで登録できます。 
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IP 電話 ヴービスを巧つて送信する 




0 K I を押ず 




C . ... QK .......... 1 


0 F ■ヤンセル) 




宛先の IP 電話番号を入れる 

•間違えた場合は LlJ Ld を巧して訂正したい数字のち側まで力ーソルを移動し、 
护を巧して入れ直します。 

-電話番号は最大52巧まで登録でさます。 



0 K I を巧ず 


(電話) 



( み語 1 己ち M E コ-ド' ミ l ^ K ^ l ( モ-ド 1 


Q 

W 

E 

R 

T 

Y 

U 

I 

° 





A 

S 

D 

F 

G 

H 

J 

K L 



@ 

Z 

父 

C 

V 

B 

N 

M 

U 

□ 


( お更巧1(巧巧ミ ( スぺ—ス 1 ( 0K j [キャンたル1 




宛先名を入れる 

-宛先の名前を入れます。("^249ページ) 
-名前は最大20文字まで登録でさます。 



OK I を押す 


アドレス帳登録（霸舌) 
ボタぶ称入力 
営業 



(を語 M 解 V 記号 M 区]-ド! 1イ ( 巧迅モ-ド1 


Q 

W 

A 

E 

S 

R 

D 

T 

F 

丫 

G 

U 

H 

1 

J 

〇 

K 

P 

L 


@ 

之 

父 

C 

V 

B 

N 

M 

U 

口 

( 無刺な 1( 巧巧ミ ( スぺース 1 (OK n 丰ャンじル 1 



く;タページへつづく > 
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IP 電話 ヴービスを使って送信する 



0 ボタンを称を入れ、 0K I を巧ず 

y - ボタン名称には、手順7で指定した宛先名び表示さます。変更び必要な場合には、 
入れ直します。 

-ボタン名称は最大10文字まで登録できます。 

-ボタン名称はタッチパネルディスプレイに表示する名称となります。 


アドレス帳 m ま（電話) 
綠文き入力 

卫 



10 


検索文字（最大10文字）を入れ、^_ OK I を巧ず 

-タッチパネル上で、ボタン名称を分類表示するためのフ U ガナを入れます。 

-宛先名の最初の文字び50音順 j ツ外の文字を登録している場合は検索文字を入力しま 


す。 


點騷離か 



11 


お好みへの登録を選択ずる 




続けて特殊通信機能の登録びできまず （^212 ページ） 

-特殊巧信機能の脊緑をしない場合は r OK 1 を巧してくだサい。続けてアドレ 
ス帳の登録びでさます。手順3からの操作をしてください。 
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IP 電話ヴービスを巧つて送信する 



登録を完了ずる場合は 0 K を巧ず 

-待機状態に戻ります。 



〔ぉ知りが ♦アドレス帳の登録を途中でやめるときは、@を巧します。 

♦ダイヤル回線の場合は乂バ I ン）を巧すとプッシュホン信号に切り替ります。表 
示は「/」として登録されます。 

• 国際ダイヤル通信をご利用の場合は、サービス実施会社へご相談ください。 

♦ NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 回線のアクセス番号のあとに、 g を2回巧して 

約7秒たってか日、残りのダイヤル番号を入れて<ださい。 

♦検索文字を W 音じ(外で登録したときは、「あ」行に登録されます。 

• 一般電話の電話番号を誤って登録すると、自動再ダイヤルにより相手の方を何度ち呼び 
出し、大変ご迷惑をおかけすることになりますのでごミ主意ください。 
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優先通信 



♦複数の通信予約をしているとさに、至急に送りたい原稿を、現在行っている通信の次に割り込んで予約で 
さます。 

7^^ランプ点な状態で 

•消打しているとさは、巧して点打させる 


la/^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 



本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 




モード設定 J セレクトモード ] を巧ず 


優先通信 ] を押ず 


セレクたド 

項目を强尺してください 


■ま本 I 。イマ-溫言|\-ぶ益/ ト レ 外モ- 叫靈旣飄リストプリント 


〔 

セレクトを信 J I 

’ がストドを信 1 


[ 

ワン》イム;毎外通信 i 

( 優先通信 i 


r 

を期便タイ7-通信 [ 

( 巧卜受信 i 


L 

E トル A 3 送信 i 

[ 送達確認要ホ \ 



mMs 

項目を還択してください 




オン甲ち ■ 
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優巧通信 




0K I を巧ず 

• 優先通信びセツトされます。 


9月10日伙 )15:00 燃 
通信がでさます 
厨!がセリトされています 


I 


ts 1 (i I* It- I かわわ Sf み ■"ヴ Pj だ 


0： 野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


—.' E-tWAil 

1神宮工場 


〕〔 


— .r E-CHAil 

i r 営業本部 
〕〔 


X 

X 


X 



/ C 宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 
-複数の宛先び指定でさます。 



@を巧ず 

• 原稿が読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信が開始されます。 


〔お知りみ • 優先予約の指定を途中でやめるときは、@を押してください。 
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ワンタイム巧か通信 



ミ毎外の相手と通信していて、通信 エラー や画面異常になるとさに指定します。 


#命ランプ点な状態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 



送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 


1 =^ 


本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J セレクトモード甲ホ 


セレがド 

項目を選択してください 


ま本 1 タイマ-巧情 rfe な； r も レ外 モ- け 靈旣驢 r なト プリン 
I セレク惟信 \ 


ワンタイム;毎外通信 


1 、.ストド送信 
擾先通信 


I 定期便タイ7-通信 } G 巧卜受信 


E トル A 3 送信 


I を達確認ま巧 } 




ワンタイムミ毎が通信 ] を巧ず 


項目を選択してください 



f . ホ....^ . 1 

f ox 1 




[ ンセ J レ j 





r オン 1 を巧ず 
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ワンタイム巧か通信 




0K I を巧ず 

-ワンタイム海外通信びセットされます。 


9月10日化)巧が0% 
通信がでさます 
原稿がセ’：/卜されています 



/：宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 

-複数の宛先び指定でさます。 



Q を巧ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 原稿読み込み後、送信が開始されます。 


G お知らせ） 


• ワンタイム海外通信の指定を途中でやめるとさは、を巧してください。 





























































定期便タイマー通信 



あ日かじめ定期便タイマーの指定時刻（最大 5 つ）を登録しておけば、セットした時刻から最ち近い時刻 
になると自動的に送信び始まります。 

• 定期便タイマー通信は、他の通信予約を含めて最大 50 件まで指定でさます。 

♦自局情報の「定期便タイマーの登録」 （ K ' lg 己ページ）をしておいてください。 

7^^ランプ点なげ態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 


la ^ 


送る面を上向きに ADF にセツトずる 


lb 



本または原稿を裏向きに原稿台ガラスにセツトずる 



モード設定 J セレクトモード ] を押ず 


セレク hH .' 

項目を選択してください 


S 本たイマ-通言[を-ぶ益/トレ外モ-ド T 靈惑超りストプリ 


(_ セレクトを信 \ 

(_ 7ン》イム;毎か®信~ } 

(_ を期便》け-通信 ~\ 

〔 E トル A 3 を信 I 


〔/、•の-ド送信 } 

C 優巧通信 } 

[ 巧卜受信 } 

( を達確認要巧~ [ 




定期便タイマー通信 ] を巧ず 


»|? 1 ください 


オン 


r OK I 


f キ " ir ンセ A I 
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定期便タイマー通信 



/:宛先を指定ずる 

U •直接ダイヤル、またはアドレス帳で宛先を指定します。 

-複数の宛先び指定でさます。 



Q を押ず 

• 原稿び読み込まれます。 

• 一番近い時刻になると、自動的に定期便タイマー通信を開始します。 


(あ'知が） • 定期便タイマー通信の指定を途中でやめるときは、信^を巧してください。 

♦指定した定期便タイマー通信を消去するとさは、「通信予約の消去」140ページ）を 
行ってください。 

• 指定した定期便タイマー通信の内容を確認するとさは、 r 通信予約の確認」36ペー 
ジ）を行ってください。 
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メモ IJ — 受信 

この機能は、受信したすべての原稿をメモ U —に蓄積して保をするちのです。休日や夜間に受信した原稿 
を、あとでまとめてプ I 」ントすることびでさます。 


メモリー受信の設定 


ランプ点な状態で 

•消打しているとさは、巧して点打させる 



モード設定 I 

セレクトモード I 

メモリー受信 I ホ t 旧す 

/ 



I & してください 



f . オン .) 

f ……….… 〇… K ………….I 





{ 印刷 I 

f 丰 f ンむレ！ 





r オン I 0 K 1 ホ抽す 

• メモ U —受信の設定びされます。 


( 33知！ 、 * メモ U — 受信の設定を途中でやめるときは、（ V )を巧します。 

♦ メモ U —受信の設定をしているとさは、タッチパネルに「メモ U —受信設定中です」び 
点滅します。 

♦ メモ U —受信の解除をするときは、手順2で^^に設定します。メモ U —に受信し 
た原稿び蓄積されているときは、メモ U - の内容をプ U ントしてか日メモ U - 受信を解 
除します。 
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メモリーま信 


メモリー受信のプリン 


メモ U —受信した原稿びあるとき、「受信データび残っています」び点滅します。 



ファクス / E メール 


ランプ点な状態で 

消巧しているとさは、巧して点打させる 


モード設定 j [セレクトモード] [ メモリー受信 ] を巧ず 


^ &してくだか 

1 



f 0 K ) 

[. ォフ . 1 


[ 印刷 1 

f 车■^ンむレ！ 





印刷 I 0 K j を巧ず 

-メモ U —受信した原稿をプリントします。 

-プ U ントび終るとメモ U —の内容は消去され、メモ U —受信設定中の画面に戻りま 
す。 


(ぁ、知日が •メモ U 一受信の解除およびプ U ントの設定を途中でやめるときは、^^'^を巧してくださ 

し' 

♦ メモ U - 受信のプリントで、プ U ントびな台まってから@を巧してち、プ U ントは止ま 
りません。 
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通信モ約の確認と消去 


通信予約の確認 


タイマー通信などの通信予約を確認/消去でさます。 

通信予約の内容をディスプレイに表示させて確認できます。また、通信予約をレポートにしてプ U ントす 
ることちでさます。 

7^^ランプ点なげ態で 

•消巧しているとさは、巧して点打させる 



モード設定[通信予約の確認と消去 ] を押ず 


龍溫薇、 


き本トイマ-巧情]顧遍^ 


鑛应 


トプリント 


通信予約の確認 \ 〔時間•宛み変更 


谢言予約の消'去 


}|:^巧信予約レホ。-卜 j 


未岸宛先再通信ミ 1受信デ—夕の強制出力 


手お!フ7イル転送 




通信予約の確認 を押ず 


通信予約が-卜 
設定を確認し 
0がを押してください 


SI * じ誠^ 


ボ-リンダ受信 

勃槪=004 

005頁 

再逊 r 待ち 

兢枕 



t 





。ストプリント j 



キャンセル麵 



g を巧ず 

• 通信予約の確認を終了します。 


(あ'知日が • 通信予約の確認を途中でやめるときは、@を巧します。 

♦手順2で「ピピピ」と鳴り、 r 予約ファイルびありません」と表示されたときは、通信 
予約されている内容びありません。 

♦通信予約レポートのプ U ントの設定を途中でやめるとさは、@を巧してください。 

• I リストプリント1 をキ甲すと、通信予約レポートをプ U ントでさます。 
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通信モ約のお認と消去 



通信の種類び表示されます。 


メモリー送信 受付 N 0.010 


時刻] 

f 旨を中 ま另 

ミ本社； 

スい」 No . り、衣 y 」\ じ'!'飞去ず。 






通1口を J 日化し / L 宛先り、表汀^さ 
れます。 


通信の状況び表示されます。- 

-通信中 -再通信待ち-時刻指定中 

• 定期便指定中-予約中 
• 再ダイヤル待ち 


V 




33 知！ 5 が ♦通信の種類には、送信などの通信名のほか、巧の内容び表示されます。 

- ' ’ タイマー通信予約中（時刻指定中、定期便指定中） 

• FAX 中（発呼待、通信中） 

-ダイヤル待ち（再ダイヤル待ち、予約中） 
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通信モ約の確認と消去 


時間-宛先変更 


タイマー送信やタイマーポー U ング受信で予約した宛先や時刻を変更でさます。 


ファクス / E メール 


^ランプ点な状態で 

消打しているとさは、巧して点巧させる 


モード設定 j L 通信予約の確認と消ま I を押ず 


繼ぃ 


き本.イマ-逊言蒼]たレ外モ- 逵!誌 I 望 。ストプリ. 


〔 

巧信予約の確認 


( 時間.宛先'茲 i 


[ 

谢言予約の消去 

I 

( }誌通信モ;'勺14。-卜 S 


L 

未先再通信 

I 

( 受信デ-烟強制出力1 


手動 フ7イル 転送 




時間-宛先変更 


時間猶変更 
設定を確認し 
0K 卜を巧してくださし、 


烟端 

勃寸№.=003 

005頁 1 

時刻指定中 

12:00営業 

1 


ボ-リンダ受{言 

^^1 Slo .=004 

0051 1 

南!信待ち 

兢视 

1 



fij ；^ トプ IJ ント j 



[/ ip ヤンセル i 
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通信モ約のお認と消去 



変更ずる時刻を指定し、 0 K I を押す 



田田を巧してぺージをめくり、宛先の削除または追加を行 
なラ 



0 K I を押ず 

-時間-宛先変更を終了します。 
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通信モ約の確認と消去 


通信予約の消去 


予約した通信の内容を消去でさます。 


ファクス / E メール 


^ランプ点な状態で 

消打しているとさは、巧して点巧させる 



モード設定 I 通信予約の確認と消ま I を押ず 




通信予約のおモ J 巧^甲ず 


通信端の消去 
設定を確認し 
0かを押してください 


[ 州ぶ信 

受イ抓=003 

005頁 

I 賦リ指定中 

12:00営業 




ポ-リンダ受信 

對寸№.=004 

005頁 


巧通信待ち 

庶拙 



1 


I 全フアイ J レ 


I キャンセル） 



消去ずる通信予約を指定し、 0 K I を巧す 




はい I を巧ず 

• 指定した通信予約を消去します。 


(^3 知5せ) •全ファイルを消まするには、手順 3 で L をファイル I を巧します。 
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通信モ約の巧認と消去 


指定通信予約レボートのプリン 


受付 No . を指定して通信予約レポートをプ U ントでさます。レポートには、通信を指定した原稿び付加さ 
れます。 


觀 ランプ点打げ態で 

• 消灯しているとさは、巧して点灯させる 



モード設定 J 巳通信予約の確認と消ち ] を巧ず 


薇、 


ま本知マ-適言 rsti じレ外卜巧 護 ストプリ. 


L 

ぶ信予約の 5 较 S 

S 

f 時間-宛先延 S 


L 

逊言予約の消ち 


( 撤通信予約レホ。-卜 f 


L 

未赫先再逊言 

I 

( 受信テ''-夕①弓飾 I 此力 I 


手動フバル転送 




指定通信予約レポート ] を押ず 


肪頁 


田 

01 

团 


OK 


I キャンセル j 


指定通信吊卜 
誠を艦召し 
OKh を押してください 


時刻指を中 じの営業 


再る輸ち 


を謀で'"^ 


:? プリントずる通信予約を指定し、 OK I を巧ず 

J -指定した受付 No . の通信予約レポートをプ U ントします。 


01頁 


指定通信予約レポート 

DP - 8032 

ミち太ネ+ 

Ver 001 . 0000 

受付香号 

受付日時 通信種別 

08年10月10日17時24か 

処理が況 指定時刻 パスワード 

002 

10-1017:15 送信 

巧先 （001 力 巧） 

直接：（外線 )147 

再ダイヤル待ちなし 

1234 






anafax 


OF COMMUNICATION- 














































































通信モ約の確認と消去 


未達宛先再通信の指定 


未通信となった、最新10通信までをメモ U —に保持し、ちラー度通信することびでさます。 

• システム登録の「031未通信ファイル保を」 ("^243 ページ）び「あり」になっていないと、未通信の 
内容はメモ I 」一に保をされません。 


■未達宛先再通信の個別指定 

未通信になった通信から、受付 No . を指定して再通信します。 


ファクス疋メール 


^ランプ点な状態で 

消打しているとさは、巧して点打させる 




モード設定 I 通信予約の確認と消ま I を巧ず 


未達宛先再通信 


11 識熙觀、 


一通 言 [Is も た レクト モ - ド fi 記 iit スト プリ : 


〔 

通信予約の巧15 i 

( 時間.宛先'独 i 


[ 

通信モ f 々の;'肖ち1 

( }誌通信モ;'勺14。-卜 S 


L 

ホ): M 先再巧信 i 

( 受信デ-如強制出力1 


手おファイル転送 



再通信 
設定を確認し 
0が•を巧してください 


真ち 


営 f 寸國 


005長 


闻 

〇少 

01 

图 


I 全ファイル 


I キャンセル！ 


:? 再通信を行なラ宛先を指定し、 OK I を巧す 

J •指定された宛先の再通信びセットされます。 

-未通信となった全ての再通信をセツトする場合は、 

をファイル J を巧します。 
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通信モ約の巧認と消去 


受信データ強制出力 


システム登録の「066代行出力」を「なし」にしているとさは、巧手び送信した原稿サイズに適応する記 
録紙びセツトされていないと、受信した原稿はプ U ントされないでメモ U — に保をします。 

巧の操作をすると、メモ U —に保をされている原稿を強制的にプ U ントすることびでさます。 


メモリーに受信データび残つているとさ 

r 受信データび残っています」び点滅します。 





觀 ランプ点打状態で 

• 消灯しているとさは、巧して点灯させる 

モード設定 I 通信ず約の確認と消'モ ] を巧ず 


麗譜雜 1 繼ぃ 


ま本たイマ-通言[描なセレ。トモ-卜 J 養認鷄にストプリント 


〔 

通信予約の 5 较 S 

S 

( 時間-宛先をま f 


[ 

逊言予約の消去 

I 

( 撤通信予約レホ。-卜 f 


r 

未赫先再通信 


( 受信テ''-夕烟飾 I 此力 I 

( 

手動フバル転送 

I 




受信 データの 強制出力 ] を押ず 



r はい1 ホ抽す 

• 受信データを強制出力します。 
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通信モ約の確認と消去 


手動ファイル串ち送 


代行受信をしているけれどトナー無しや装置エラーに X-X X 表示など）でプ U ントできないときなどに、 
受信した内容を別のファクスに転送してプ U ントすることびできます。 


ランプ点なげ態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 



モード設定 I 通信で約の確認と消ま I を巧ず 


聽温觀、 


を本 


-斌言!たレクトモ-ド ii 穀 i 則リストプリ 


( 通信予約の確 IS \ 

( 時間.宛先をま1 


( 通信予約の;'肖ち \ 

( 揽通宿予約け。-卜 S 


I 未觀先再通信 i 

( 受信テ。-夕の強制出力1 


手動フパルお送 




手動ファイル転送 _] を押ず 


聽臟てく i 数測 


わい 、I 3 I fc !な1 IJ J * J や I らホ f (プをを 


&野営業所 


W 営業所 


— ,广 E - IW *" 

〕於暗工場 


〕〔 


X 


—. 广 E-MAil 

i r 営業本部 

〕〔 

X 
X 



: J 宛先を指定しまず。 




を巧ず 

• 宛先にダイヤルし、受信データの転送を始めます。 
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ルー テイング 


ルーテ イングの設定 


一般回線のファクスから受信した文書を、 LAN 上のパソコンまたはインターネットファクスにメール送信 
することびでさます。 

また、別の一般回線のファクスにファクス送信することもできます。 


参システム登録の、「152 SUB ルーティング」、「153数字のルーティング」、「175発番号ルーティング」、 
「176ダイヤルインルーティング」のいずれかご利用できる項目を「あり」に設定します。 


「152 SUB ルーテイング」 ： 


「153数字 ID ルーテイング」 


[154 J レーテイング時 From 」 


「155ルーティング時出力」 
「175発番号ルーティング」 


「176ダイヤルインルーテイング」： 


F コード通信（サブアドレス通信）を利用できる G 3 ファクスから F 
コードのサブアドレスを使用してルーティングする場合に r あり」に 
設定します。 

送信側 G 3 ファクスか日 F コー ドのヴブアドレスで本機に登録されてい 
る宛先を指定してルーティングすることび巧能です。（"*■240ページ） 
F コー ド通信を利用でさないファクスか日、ルーティングさせる場合に 
「あり」に設定します。 

送信側ファクスから送日れてくる数字ので本機に登録されている宛先 
にルーティングすることび巧能です。（防 '240 ぺージ） 

ルーティングにより、 LAN ヘメールを送るときの From 欄の内容を選 
びます。 

指示局： 

発信者の数字 ID をルーティングするメールの 「 From 」 欄に表示します。 
中継局： 

ルーティングする中継局のメールアドレスを、ルーティングするメー 
ルの 「 From 」欄に表示します。 

受信した原稿をすべて本機でプ U ントするか、ルーティング操作び機 
能しなかつた場合のみプ U ントするかどラかを選択します。 

発信ち番号通知（ナンバーディスプレイ）によるルーティングをする 
場合に「あり」に設定します。送信側 G 3 ファクスか日送られる発信ち 
番号で、本機に登録されている発信ち番号の宛先にルーティングする 
ことびできます。（発信ち番号通知（ナンバーディスプレイ）を契約時 
は、必ず「あり」に設定してください。「なし」のままですと、ファク 
ス受信でさません。） 

モデムダイヤルインサービスをご利用されている場合に、「あり」に設 
定します。送信側 G 3 ファクスか日送日れるダイヤルイン番号で、本機 
に登録されている宛先にルーティングすることびでさます。 


(あ、知日が • 「発番号ル-ティング」または「ダイヤルインルーティング」を「あり」にした場合は、 

- 節電モードを「シャツトダウン」に設定してち、「シャツトダウン」状態になりません。 

• 発信を番号通知-ダイヤルインサービスはあ日かじめ NTT との契約び必要です。 

本サービスの詳細につさましては NTT にお問い合わせください。 

• NCC 回線をご利巧の場合は、 NCC 各社でサービス内容び異なります。発信ち番号通知 
ダイヤルインサービスの詳細につきましてはご契約の NCC にお問い合わせください。 
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ルーテ イング 




フアンクシヨン t • fm ^- 

®0 を J 甲す 


機能項目を選がしてください 


[ 

共通機能醜 I 

( だ-機能設を 

」 


L 

フ賴诵巌定 \ 

( プ M 機能設定 

I 


一機能言焼 




ファクス /E メール 機能設定] [ 04 キー オペ レーター 専用 ] を押ず 


n スト！'そ指ちして〈ださい 







キーオペレーターパスワードの入力後 n OK I を巧ず 


田 

01 

主 


I キャンセル j 


機能載トト'. 

乃ク VEH 腦能 

項目を選巧してください 


I 00自局情報のを録 


I 01システムの難を- 


し02中吗 


反の潑ま 




04 
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ルーテ イング 



01 システムの登録 ] 田田を巧して、 [ 152 SUB ルーテ イング ] を表示さ 

せて巧ず、または番号を入力して Q を押ず 


システムの登録 

0がを押してください 
SU 团け イング. 


1〔ぁリ 




〕〔 



；；f OK ；| 

〕〔 


0 ふ 
01 

f — -i 


〕〔 

1 

互 

: i 托ャンセル^ 


r ぁり I を撰び OK I を 

巧し、続いて 

153 数字 ID ルーテイング J 巧 

表示させて巧ず 


vTjkO^M 

0 かを押してください 
i 数字 I 口けが 

胶 HH ( ぁリ I 



(. 1 (. 1 

リ 


{ 0 K ：| 

(. 1 (. J 

〇少 

01 



(. 1 (. 1 



[キャンセル! 

(. 1 (. J 




r ぁり I を選び I OK I を 
押し、続いて 

175 発を号ルーティング J 巧 

表示させて巧ず 



く;欠ページへつづく > 
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ルーテ イング 




個線1」または個線2」を押ず 

-増設通信ユニットを設定されている場合は、回線毎に発番号ルーティングの設定びでさます。手順 

8, 9を繰り返して設定します。 _, 

-回線毎の発番号ルーティングの設定び完了しましたら、间線ボタンを漂巧しないげ熊で r OK I を 
巧し、手順8へ進みます。 


システムの難ま 

0かを押してください 
発香号ル-テインク'’ 


f なし 

■■(ぁり 1 




〕 ( _1 


:: fQ..KI 

f . J [. 1 

0 ふ 
01 


( 

コ ( 11 

Ti 

\ 片ヤンセル！ 

( 

_n 1 





発番号ルーティングの回線毎の設定後、回線ボタンを選択しない状態で 
旅 1を巧し、続いて い 7 日ダィたルィンル-ティング I を表示させて押ず 


システムの難ま 

0 K 卜を巧してください 
グイヤルインル-ティング 


〔回線1 I [ 回線2 j 




r 回線1」または「回線2」を巧ず 

-増設通信 ユニッ トを設定されている場合は、回線毎にダイヤルインルーティングの設定びでさます。 

手順8, 9を繰り返して設定します。 _, 

-回線毎のダイヤルインルーティングの設定び完了しましたら、间線ボタンを湧がしないげ熊で r OK I を 
巧し、手順10へ進みます。 


システムの難ま 

0かを押してください 
グイヤルインル-ティング 


〔あり 


ず 

咬 


每 


0K 


キヤンセノレ j 
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ルーテ イング 



7/^ダイヤルインルーティングの回線毎の設定後、 回線ボタンを選択 
J いしないげ熊で「 0K I を巧ず 



11 


登録したい番号 （1-50) を巧ず 



12 

13 


ダイヤルイン番号（最大20柄）を入力し、 

-ダイヤルインには数字のみ入力でさます。 

-続けてダイヤルイン番号の登録びでさます。 

登録を完了ずる場合は@を押ず 

-待機状態に戻ります。 


なを巧ず 
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通信管理レポート送信 


通信管理レポート送信の設定 


通信管理レポートを指定した E メールアドレスにメール送信することびでさます。 
♦システム登録の、「157管理レポート送信」を設定します。 



フアンクシヨン t + m ^- 

团〇を种す 


機能項目を强只してください 


[ 共通機能設定 ； 

( 

]ピ-機能設定 I 


[ 乃ク VEH 離能言姑 f 

r 

フ•的機能設定 j 


スが-機能設定 



ファクス /E メール 機能設定]^ 04 キー オペ レーター 専用 ] を巧ず 


'か-巧指定してください 



( 穴な宇 I ( 拽字 / 記号 g ( イ ) (►! I 巧ぶ 1 


Q 

W 

E 

R 

T 

Y U 

I 

回 

回 



A 

s | 

- 

D 

F 

G H 

• 

J 

. 

K L 


@ 

之 

X 

C 

V 

B N 

M 

1 i 
■ -! 

n 

( スぺ 一 7* j [ 0 K ) (丰 ヤン セル ) 



キーオペレーターパスワードの入力お I QK ~[ を巧ず 


機能-醜トド 
フ奶 / BH 麟能 
項目を選択してください 


100自局情報の登録 


101システムの領 


I 02中継情報の登録 


03 


田 

f 


I キャンセ Jk ] 


04 
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通信管理レポート送信 




01システムの登録 I W W を巧して、 15 7管理レポート送信 I を表示させ 

スタート 

て巧ず、または番号を入力してを押ず 


システムの MU 

0がを押してください 

管理体-階信 n 

ira : ^ 

■巧り I 



( 

~1 f J 



[ ……… 0 .K ………'1 

( 

コ f . J 

0 ふ 
01 



f 

—H 1 

香 


[キャンセル！ 

( 

n 1 1 





をのを選び1を押ず 


管理你-卜送信 
宛先を强尺し 
OK 片を巧してください 


P ぁ 1か f さ I た f な I は I * I や r ろ/わ r おがみ 

1'±|猶數月 1.端き胡 r 営&部- 

I 大阪営^^ I 1[ 



/ C 宛先を指定して、 OK I を巧ず 

U ■アドレス帳で指定します。 



@を巧ず 

-待機状態に戻ります。 


(あ'知日が • 通信管理レポートは200通信に達した時に自動送信されます。 

• 設定を途中でやめるとさは、を巧してください。 

♦設定項目の一覧は、247ページを参照してください。 

♦システム登録「013通信管理レポート」び「あり」のとき有効となります。（「013通信 
管理レポート」び「なし」でも「157管理レポート送信」を「あり」に設定はできます 
び、メール送信されません。 ） 自端末にプ U ントする場合は「なし」に、メール送信し 
たい場合は「あり」に設定します。 
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送達確認返送 


送達確認返送の設定 


メールを受信したときは、送信元に受信確認メールを自動的に返送することびできます。 

送達確認の返送は、送信元の機種び限定されます。詳しくは、サービス実施会社にご相談ください。 

♦システム登録の、「150送達確認返送」を設定します。 

「なし」受信確認メールを返送しません。 

「あり」メールを受信したときに受信確認メールを返送します。 



フアンクシヨン t 

图〇を押ず 


機能項目を選択してください 


共通機能言焼 


フ禱-虐能離 

脈機能設定 


北。-機能設定 


プリパ機能設定 



ファクス / E メール機能設定]^ 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 


- A ストトそ指定してくださし、 H 

IH ( ス义す M なお i 巧 ミ LsJLfcJ ( * 巧! 



巨 

[ 

W 

3 G 

巨 

〇[ 

広 

3[ 

I 巳 
司〔 

] 巳 
习〔 

] 区 

3[ 

S 

] 巨 

3 

P 

L 

臣 

Z 

区 

I 巨 

I 巨 

]巨 

] 区 

I 臣 

] 巨 


||^ f スイ-ス I [ 0 K Sf キャンセル I 



キーオペレーターパスワードの入力お n OK I を t 田ず 


田 

01 

え 


I キャンセ jg 


機能-離トト.. 

リク VBH 臟 
項目を選択してくださし、 


100自局情報のを録 


I 01システムの 


I 02中継情報の登録 




04 
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送達確認返送 




01 システムの登録 J WPil 巧}甲して、I 150 送達確認返送 巧表示さ " tj ： 
て押ず、または番号を入力してを押ず 


0 がを押してください 

脚 ■■■] [ぁり I 



[ . 1 ( .J 

^¥\ 


[ ……… 0.K ………'1 

[ . 1 (.J 

0 ふ 
01 



[ . 1 f. 1 

每 


("キャンセル！ 

(.J (. 1 





ILI を選び、を巧ず 



@を巧ず 

-待機状態に戻ります。 


(ぁ'知が） • 設定を途中でやめるとさは、®を巧してください。 

♦設定項目の一覧は、247ページを参照してください。 

• PC か日送信したメールを受信したときは、送信元に受信確認メールを送信することは 
でさません。 
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メモリー拓送 


メモリーお送の設定 


一般回線用ファクスか b の受信原稿と、 LAN 経由で受信した電子メールを転送でさます。 
また宛先としては 、 E メールアドレスか電話番号のどち日かび登録できます。 




フアンクシヨン t + m ^- 

囲0を种す 


機能項目を遇}尺してください 



r 共通機能關 1 r が-機能設定 
[ 加か艦目誠 }[ 増機能言挽 
[ ~ス树-機能設定 \ 





ファクス / E メール機能設定]^ 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 


I 鱗離してくだか 


f 穴な3 

巨 

DC 

I 区 

拽字/記 

空 

区 

1巳 

] 巳 

C 

1臣 

3 日 

I 

日 〔 
1巨 

巧巧1 

P 

1 

[ 

3 

习〔 

3[ 

司〔 

习[ 

3 

— r 
J 

3 

L 

I @ 

I 巨 

] 区 

)区 

1亡 

] 区 

1巴 

M 

1巨 

n 

I スぺース I ( 0 K I ( 丰ヤンたル I 
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メモリー起送 



キーオペレーターパスワードの入力お r 0 K 1 を巧ず 


機能誠トト'. 

乃ク; l / EH 艘能 

項目を鹽只してください 


I 00自局簡贼登録 


I 01ンステムの盛を 


I 02中継情報の登録 


{W 


困 

i 


悼ャンセ心 


护 


01 システムの登録 を i 申して、 054 メモリー転送 I を表さだ： 

て巧ず、または番号を入力してを巧ず 


項目を選択し 

OK 卜を押してください 

刷-転送 


なし 


〔あり 


ず 

0ふ 


4 


0K 


ヤンセル! 


を選び^ ^ 1を巧ず 


刷揣 
宛先を選択し 
OK 卜を押してくださ L 



く次ページへつづく> 
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メモ u —起送 




宛先を指定し、 0 K I を巧ず 


項目を選巧し 
0かを押してください 
編-卜の蹤 


(回織 

J ( LAN 


W 指定なし 

■ 



I ( 



J 


( 

If 



r QK 1 


0" ヤンセル I 


着信ポートの指定をし、 0 K I を巧ず 

-着信ポートの指定をおこなった場合は、指定のポートで受信したものを転送します。 
「指定無し」の場合は受信したちの全てを転送します。 


項目を選択し 
0かを押してください 
畑-転送時間帯の指定 


なし 


〔あり 


ず 

0ふ 


每 


0K 


ヤンセル I 


メモリー転送時間帯の指定をし、 0 K I を巧ず 

-「あり」を指定したときは、開始時刻と終了時刻を入力します。 


項目を選択し 
0かを押してください 
自端末出力の指定 


〔あり 


ず 

咬 


每 


0K 


ヤンセル I 
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メモリー起送 



P 自端末出力の指定をし、 0 K I を巧ず 


ストップ 

y り®を巧ず 


〔ぉ知りお • メモ U —転送の設定を途中でやめるときは、を巧してください。 

• 手動受信した原稿は転送せずにプ U ントします。 



CiMI 13 •黑3觀がリ-びいつぱいになつた場合は、メモリ-に受信できたぺ-ジ 


♦転送先び話し中などでつなび日なかったとさは、通信結果レポートと受信した原稿を 
プ I 」ントします。 

♦ メモ U —容量び約98%じ(上のとさは、呼出音を鳴 b すだけで受信でさません。イン 
ターネットから受信の場合、呼出音は鳴りません。 


V J 
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メモ u —起送 


メモリー転送の解除 



フアンクシヨン t • fm ^- 

®0 を J 甲す 


機能項目を攫がしてください 


[ 共通機能言挽 ； 

( 北'-機能設定 I 


[ カク; VB - 爆能離 f 

[ プが機能-設定 ! 


脈機能設定 



ファクス /E メール 機能設定] [ 04 キー オペ レーター 専用 ] を押ず 


纖離品て〈だか 


( ス文す M 巧すパ巧 ミ LSJLfcJ( * 巧 ! 


巨 

[ 

W 

A : 

i 

] 区 

3[ 

I 亡 
司〔 

] 巳 
习〔 

] 巴 

3 

][ 

3 

〇 

K I 

P 

L 

I @ 

Z 

巨 

] 巨 

I 巨 

侶 

拉 

]应 

U 


f スぺース I [ 0 K If 丰ヤンセル I 


キーオペレーターパスワードの入力後 I OK ~[ を巧ず 


機能-醜トト’' 

フ奶 / EH 麟能 
項目を選がしてください 


100自局1■飾のを録 


101システムの重 


102中継情報の登録 


{W 


田 

01 

团 


04 


I キャンセ 
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メモリー起送 




01 システムの登録 IWW 巧}甲して、 054 メモリ-転送 I を表さだ: 

て押ず、または番号を入力してを押ず 


項目を選択し 
OK 卜を押してください 
炸卜串礎 


なし 


应 


會 

咬 


み 


0K 


ヤンセル! 



を□を選び^ ^ I を巧ず 



ストップ 

d ) を巧ず 


嘘知らサ^ • メモ U —転送の解除を途中でやめるときは、@を巧してください。 
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LAN 中継同報 


LAN 中継同報について 


LAN 中継同報機能を持ったインターネットファクスとネットワークを組むことにより、 LAN 経由で送信し 
た電子メールを、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信することびでさます。 



じ(下に LAN 中継同報の流れを説明します。 

① LAN 中継機能を持ったインターネットファクスに、電子メール （ TIFF あ式のファイルを添付することび 
でさます）で、 LAN 中継同報を指示します。 

あ日かじめ、 LAN 中継指示を登録したアドレス帳（》^23已ページ）を使用すると、簡単に LAN 中継同 
報の指示びでさます。 （"^1 己]ページ） 

③管理ち用の PC に、 LAN 中継同報指示されたことを電子メールで通知します。巨8ページ） 

③ LAN 中継指示された電子メールを、一般回線に接続されたファクスへ順;欠同報します。 

受信した電子メールは、1枚目にメールヘッダ及びメール本文、2枚目じ(降に添付ファイルを出力します。 
④③のファクスに引き続き、④のファクスに転送します。 

⑥ LAN 中継同報び終了した5、通信結果を LAN 中継同報を指示したインターネットファクス（または PC ) 
へ送達通知メール知168ぺージ）で返送します。（送達通知メールには送信原稿び TIFF ファイルで添 
付されます） 


f わ、年 • 本機には、 LAN 経由の中継同報を指おする機能と、 LAN 中継指示を受けて一般回線に 
^ 接続されたファクスに送信する機能びあります。 LAN 中継同報の指示については]己] 

ぺ一义]己7ぺ一义 LAN 中継同報指示の為の登録については233〜239ぺージ 
を参照してください。また LAN 中継同報指示受付の為の登録については]日3、233 
〜239ページを参照してください。 

♦-般回線に接続されたファクスか日、本機に LAN 中継同報を指おすることはできません。 

• LAN に接続されたインターネットファクスや PC を宛先として、 LAN 経由で LAN 中継 
同報を指示することはでさません。 

• 本機び LAN 中継指示を一度に受け付ける宛先数は、最大20力所です。20力所を越え 
る LAN 中継指示び受け付け日れた場合は分割されて処理されます。その場合の中継結 
果レポートは分割された処理ごとに返送されます。 

• POP サーバーに接続してご利巧されている場合には、 LAN 中継指おを受け付けて一般 
回線に接続されたファクスに送信する機能はご利巧になることはできません。 

• 一度に大量の G 3 中継指示をする場合は、全体のシステムと G 3 Fax 宛先数-速度など 
を考慮する必要びあります。 SMTP サーバの Queue 制限により、大量に中継指示して 
ち SMTP サーバーから複数回に分けて送信されることびあります。また中継局び先に 
受付けた通信予約を完了しない状態で継続して中継指示をしてち、処理不可能の応答を 
SMTP サーバーへ返送することびあります。このような場合には、 SMTP サーパ'-また 
は中継局での処理に必要な時間を考慮した上でシステムを運巧してください。 







































LAN 中継同ま民 


LAN 中継同報指示 


^[ LAN 中継同報送信をずる前に ] i = 

♦システム登録の「140 LAN 中継送信指示」、「142 LAN 中継機能」および「143 LAN 中継結果返送」を設 
定しておいて<ださい。（昭 '247 ページ） 




ランプ点な状態で 

-消巧しているとさは、巧して点打させる 

原稿をセツトずる 


モード設定 J I ポーリング/特殊通信 ] を巧ず 




特巧通信 LAN 中継同報指示 ] を押ず 


ください 


画基囲包ぶ)'口 

USE 

わ T fl 、 I 3夏 fc 1わ1 a 1ま）や f 早/わ f わ巧み（巧ぶラよ 


を野営業所 


t 阪営業所 


]〔巧陪工場 


X 


X 

X 



〕〔 


く次ページへつづく> 
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LAN 中継同き民 




中継局を指定し Q を押ず 

•ァドレス帳で中継局を指定します。 

• 宛先は]宛先のみ指定でさます。 


黨畫!定してく邀 r 


瞧囲度互 


わ[わ 、I 3 I fc 1な1。 ) や|6/わ IT mfA (プ耳ぶ号 


を野営業所 


广 E-mail _ 

を阪営業所 


—.' E-twail 

〕神宮工場 


X 


X 

X 


— .r E-CHAil 

i r 営業本部 

〕〔 


DC 



c 宛先を指定しを巧ず 

J •ァドレス帳で宛先を指定します。 

-宛先は複数指定でさます。 

-宛先（中継局）に中継送信び開始されます。 


化'知日が ♦手順 4 で指定する中継局は、中継局に登録されている中継用パスワードを含んだ、 E 

メールアドレスを指定します。 

• LAN 中継同報の結果は送達通知メールで返送されてさます。己8ページ） 

• LAN に接続されたインターネットフアクスや PC を宛先として、 LAN 経由で LAN 中継 
同報を指示することはでさません。 
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LAN 中継同ま民 


LAN 中継機能の設定 


♦システム登録の「142 LAN 中継機能」、「143 LAN 中継結果返送」を登録します。 
「142 LAN 中継機能」 : LAN 経由で中継通信を行う機能を設定します。 

「143 LAN 中継結果返送」： LAN 中継通信の結果レポート返送の設定をします。 



フアンクシ3ン t J . m -^ 

fflO を押す 


機能]男目を還がしてください 



[ 共通機能設を }[ 北•-機能設定 
〔巧 wy -纖能設を ；I 7 M 機能設定 
[ ~ス WHi 能醜 } 





ファクス /E メール機能設定]^ 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 


/、’ストト’を指定してくださし、 

11111 ( スです Ms 巧 Vi 巧 ミ LsJ 山 （ * 巧! 


1 1 

1区 

3 

] 巨 
习〔 

広 

3[ 

) 巳 
司〔 

] 巳 
习〔 

] 巴 

3 

][ 

3[ 

) 巨 

3 

P 

L 

1居 

1巨 

位 

]巨 

) 巨 

]巨 

] 巴 

位 

位 


IIIH [ スイ-ス 1 f 0 K !f キャンたル! 


キーオペレーターパスワードの入力後 I OK ~[ を巧ず 


機能誠トト'. 

乃ク V & H 腦能 

I 頁目を選択してください 


100自局情報のき録 


[01 佩ムの談ミ ' 


I 02中継情報の登録 


{W 


困 

01 

团 


I キャンセル] 


04 


く次ページへつづく> 
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LAN 中継同き民 




01システムの登録虫]因を巧して、142 LAN 中継機能 I を表示させ 

スタート 


て巧ず、または番号を入力してを巧ず 


システムの登録 

0かを押してください 
园中誦能 


I 四 

■1( あり 1 



( 

1 f J 

3 

:: f. ……… 0K ………1 

( 

1 ( 1 

0 ふ 
01 


( 

1 f 1 

み 

:;[キャンセル]! 

[ 

11 1 





L あり J を選び L OK] を巧し、続けて 广似 LAN 中継結果返送I を 

巧ず 



f ： 返送条件を選びを巧ず 

U . LAN 中継結果の返送び不要の時は ^ Ul を巧します。 

-全ての LAN 中継通信の結果を返送する時は I 全通信 j を巧します。 
-未通信の LAN 中継結果だけを返送する時は I 異甫時 を巧します。 



(ぁ'知日が ♦設定を途中でやめるとさは、を巧してください。 

• 設定項目の一覧は、247ページを参照してください。 

• POP サーバーに接続してご利用されている場合は、 LAN 中継指示を受け付けて一般回 
線に接続されたファクスに送信する機能はご利用になることはできません。 
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LAN 中継同ま民 


LAN 中継送信指示の設定 


参システム登録の「140 LAN 中継送信指示」を r あり I に設定します。 

"1 '. 'なし i : LAN 中継送信指示することはできません。 

‘‘2 : ぁ0 r : LAN 経由の中継送信指示のみ巧能になります（一般回線に接続されている中継局に、中 
継指示することはできません)。 



言ろ W を巧ず 


機能]男目を還がしてください 



r 共通機能設定 1 r が-機能設を ] 
[ フ7クス/ら4«能設定 } [ 7リパ機ち目-設定 } 
[ ~ス树-機能言挽 } 




ファクス / E メール機能設定] [ 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 



キーオペレーターパスワードの入力お r OK 1 を巧ず 


機能誠トト 
乃ク X / DH 臘能 
項目を ii 択してください 


100自局懦民の登録 


1 01システムの^^ 


102中継情報の登録 




田 

埋 


悼ャンセル j 


护 


くなぺージへつづく> 
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LAN 中継同き民 




01 システムの登録 I S 因を巧して、 [ 140 LAN 中継送信指示 ] を表示さ 

せて巧ず、または番号を入力して^を押ず 


システムの MU 

0かを押してください 
LAN 中画哥旨示 


I 四 

■1 ( あり 1 



( 

f J 

3 

:: [ ……… 0..K 1 

( 

1 ( 1 

0 ふ 
01 


[ 

_H 1 

'善 

::， [ キャンセル！ 

[ 

1 ( J 





お可を選び^ ^ I を巧ず 



g を巧ず 

-待機が態に戻ります。 


ストップ 

C ぁ'知日が ♦設定を途中でやめるとさは、信^を巧してください。 

• 設定項目の一覧は、247ページを参照してください。 
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LAN 中継同き民 


PC からの LAN 中継同報指示 


■ PC からの LAN 中継同報指示 

ネットワーク上の PC か日送信した電モメールを、 LAN 中継同報機能を持ったインターネットファクスを 
経由して、一般回線に接続された複数のファクスへ同報送信することびでさます。 

あ日かじめ、 LAN 中継機能を持ったインターネットファクスに、 「 LAN 中継機能の設赶批163ぺージ) 
と「中継局の自局情報登録」ページ）を登録しておいてください。 



継局のドメイン名」のあ式でファクスの電話番号を含めて指定します。中継局は、あ日かじめ登録されて 
し、る「中継許可用ドメイン名」と、中継を指示したインターネットファクスや PC の E メールアドレスを 
比較して一致した場合だけ、 LAN 中継同報を行います。（指示欄の E メールアドレスのちから順に、中継 
許可用ドメイン名の文字数分の比較を行います。） 

【 LAN 中継指示の例】 

[宛先情報] RELAY #0 W 0 334919191 @ panafax . pcc . co.jp (ホスト名 + ドメイン名） 

[指示機アドレス] Jiniibu @ pcc . panasonic . co.ip (中継許巧ドメイン名と比較） 

中継用パスワード ： RELAY 

宛先の電話番号： 0 W 0 334919191(最大52析で、〇〜9、#、 W 、 T び使用できます。） 

中継許巧用ドメイン名： panasonic . co.jp 

-中継用パスワードとファクスの電話番号の間には#を入れてください。 

-@のあとには DNS サーパ'-へ登録されたホスト名 （ panafax ) とドメイン名 （ pcc . co . jp ) を入れ 
てください。 

-電話番号中の W はポーズをあらわします。 

構内交換機等での発呼などで、必要な場合に挿入してください。 

-電話番号中に T を入れるとプッシュボタン信号に切り替えることびでさます。回転ダイヤル式回 
線で、プッシュホン信号に切り替える必要びあるとさ挿入してください。 

複数の宛先を指定するとさは、カンマし ） ※で区切って、1宛先ずつ「中継用パスワード#電話番号 
@ホスト名+ドメイン名」を複数回入力してください。（最大20宛先）（※メールソフトによってはセミコ 
□ン （ ： ） となります） 

【複数宛先の例】 

RELAY # 0 W 0 334919191 © panafax . pcc . co . jp , RELAY # 0 W 12345678@ panafax . pcc . co.jp 


c お願い） 


♦誤送信を防ぐために、宛先の電話番号を指定する時は、必ず巿外局番から指定してくだ 
さい。 

♦中継の宛先にはファクスへの電話番号だけを指定してください。 LAN に接続された宛 


先を一緒に指定すると、その宛先へも LAN 中継指示の宛先情報び送日れてしまいます。 
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LAN 中継同き民 


LAN 中継同報の通信結果 


• 送達通知メール 

LAN 中継同報通信の結果は、中継機から送達通知メールで返送されてさます。 


LAN 中継同報の 
宛況慣に 001 か日 
順に番号びつさ 
ます 


Confirmation from Internet F 冉 X - メッセ-ゾ 


フ?ィル(り漏集を） 表職 巧入のまががッ-ルの巧ぶ (M) ヘルパぶ 
み返情の热を貝へ剧言が^^がミを地）資ホ i r 巧 X ♦，♦，音运） 
かセー/)才巧:ン1 

差化人： fax@panafax.pcc.co.jp 送信日巧： 08/07/10 (木）午お 1:02 

巧先： user @ mgcs . co.Jp 

CC ： 

件さ i(J): Confirmation from Internet FAX 


綱 ****** - 須情括まレポート - 構 ******#*** 2008 年 07 月 10 日 ****** 〇リき 02 巧 ******** 


通信種則=や雄おさ 

受付を号 =001 

巧巧が巧電子電話帳巧手先 
N0. 

001 R-0K 0334919191 

'通信結果 - PanasMic 

1 M 0 K - J けソニック 


〇 

image.tiff 


ミな =07 月 1 日日 01 時 02 が完了 = 07 月 10 日 01 巧 02 み 

巧敍 巧情時間 
001/001 00:00:15 

#***#- 0334918191 - ホ **** 


送信した原稿び添付されます 


] 




• 管理ち宛 メール 

中継徽ホ、 LAN 中継同報の指示を受け付けると、登録されている管理を（心 233 ぺージ）へ、電子メー 
ルで通知します。 


FAX Relay LOG (user@mgcs.co.jp -> 033491 9191)- メッセ 



ファイルの漏集を）ま示が巧入①まなり）ツ - ルの巧巧く凶） U フ化 ) 


J[pv 適言お）がを具へ返情 ( じ V がミ送城昼1|巧 X ♦- ♦，汤 


かた一 /' 1 オフろ 3 ン 1 

差化人： fax@panafax.pcc.co.jp 掛言日巧： OB/O 7 / 1 0 ( ホ）午前 1:02 

を : ifaxaamin@mgcs.cojp 


CC ： 


件る ( ぶ： FAX Relay LOG ん ser@mgcs.co.jp -> 03349191 91) 

FAX Relay LOG ' 送信側インターネット FAX 

Sender ： user6mgcs.co.jp (または PC ) の _ ルアドレス 


Receiver ： 


0334919191 



受信側ファクスの電話番号 
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LAN 中継同き民 


PC か6インターネットファクス経由でファクスへ送信ずる 


Outlook ® 等の電子メールアプ U ケーシヨンを使って、 TIFF - FX 形式のファイルを添付すれば、複数の宛先の 
ファクスへ中継送信することびでさます。 

この機能をご利用になるには、事前に本機のパラメータ ー( 自局情報の中継パスワード）を正しく設定し 
ておく必要びあります。 

同時に DNS サーバーへホスト名登録と、適切な SMTP セキュ U ティ設置をしていただく必要びあります。 
DNS サーバーへの登録と、セキュ U ティー設定については、お客様のネットワークを管理しているシステ 
ム管理ちへお問合わせください。 

PC から中継送信する場合、電子メールアプ U ケーシヨンの宛先 （ To ) に相当するフィールドにはなのよう 
に入力します。 

例：シンガポールの中継局か日、シンガポール内のファクスへ送信する場合 

relay - pswd # 6512345678 © sinaapore . panasonic . co.sg 


relay-pswd :中継用パスワード（本機の自局情報登録の内容と合致させる） 

#6512345678 :ファクスの番号 

#と@の間は直接番号の他、ワンタッチボタン、短縮ボタン等の情報を入力することもできます。 

PBX などを利用して内線から外線へ発信する際にポーズび必要な場合は、ノ\イフン’’-’’をファクス番号の部 
分に入力してください。 

@のあとには DNS サーバーへ登録されたホスト名とドメイン名び入ります。 

中継送信び完了すると、中継結果を通信ジャーナルとして PC へ返送します。 

これにより、中継結果を確認することびできます。 

TIFF 〕ンノ（一夕一は、インターネットファクスび受信巧能な TIFF ファイル形式へ変換するアプ U ケーシヨ 
ンです。 

Microsoft ®- Word 、 Excel ® などで作成されたファイルを、中継機能を使ってファクスへ送信される場合には、 
あ日かじめ TIFF コンバーターを使って TIFF 形式のファイルへ変換した後に送信してください。 

そのまま *. doc 、*. xls あ式のファイルを添付して送信することはできません。 

変換する時の解像度は、通常200 dpi を選択してください。 

400 dpi は、あ日かじめ受信相手側び400 dpi 処理能力を保有していることびわかっている時に使用します。 

MAPI 対応メール連携プ□グラムは、 TIFF ファイルへ変換後、 MAPI を使って電子メールアプ U ケーシヨン 
を自動的に起動するアドインプ□グラムです。 

MAN に対応した電モメールアプ U ケーシヨンと連動することにより、 Microsoft ®、 Excel ® 等のアプ U ケー 
シヨンから印刷を行なラ感覚で、インターネットファクスへ送信することびできます。 

TIFF コンバータ並びに MAPI アプリケーションは、じ(下の URL か日ダウン□-ドすることびできます。 

http://panason に . co.Jp/pcc/ 
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■ J スト • レポー ト 


リスト•レポートのプリント 


レポートのプリン 


■通信管理レポートのプリント 

送信および受信の結果をレポートにしてプ U ントします。 

7^^ランプ点打げ態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 




モード設定 j 。」 ストプリント ] を巧ず 


通信管理レポート ] を巧ず 


項目を强 R してください 


ま本[タイマ-话倍 I をなる f ] じレクトモ-叫靡子;替 pJ ストプむ卜 1 


yi A ffl rA ぶ 

を Tl ^ 33333〔ァドレス情} 


I 通信管理レホ’-卜? I 7ドレス帳リスト 


グ %- r グイ巾ルリスト 
システム登録リスト 


フ"ログラムリスト 
自局情報リスト 



項目を選択してください 



{ リスい。リント ) 

{ 0 K ………一 I 



f 迸言のみ \ 


{ 全通信 \ 

[ 丰 f ンセ J レ! 





U ストプ U ント ] を巧ず 

•200通信分の結果をレポートにしてプ U ントします。 


9 / r 送信のみ ] を巧ず 

ju 送信分のみの通信管理レポートを表おします。 
- ♦ iw をキ甲してページをめくります。 


OK ] を巧すと手順2の画面へ戻ります。 
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リスト•レポートのプリント 



3c 


を通信 I を巧ず 

. 通信管理レポートを表示します。 

-の田を巧してページをめくります。 


0 K ] を巧すと手順2の画面へ戻ります。 


(あ、知日が • システム登録の「013通信管理レポート」（"*■243ページ）の設定を行ラと、200通信 

- 分ごとにレポートを自動出力することびできます。 

• 通信管理レポートのプ U ントを途中でやめるときは、を巧します。 
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リスト•レポートのプリント 



■通信受付レポートのプリント 

メモ U —通信を受け付けるたびに、受付内容を表すレポートをプ U ントでさます。 

システム登録の「014通信受付レポート」（《^243ページ）を「あり」に設定する必要びあります。 
• プ U ントした通信受付レポートに送信を指定した原稿を付加します。 


01頁 

- DP -8032 001 . 0000 

通信受付レポート 


東京本社 


受付香号 

受付日時 巧信種別 

処理状況 

08年07ち10日11時26分 

指定時刻 パスワード 

013 

07-1011:26 送 信 

宛先 （日01力听 

直接 =( 回線 1)0334919191 

時刻指定中 

17:00 






OPENING 



NEW LINES OF COMMUNICATION . 
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リスト•レポートのプリント 



■通信結果レポートのプ U ント 

通信するたびに、通信結果の内容を表すレポートをプ U ントすることびでさます。 

• お買い上げ時の設定では、結果レポートは未通信になったとさだけプ U ントされます。 

♦システム登録の「012通信結まレポート」 (^243 ぺージ）の設定により、通信結まレポートのプリン 
卜方法を選択することびでさます。 

• メモ U —送信時はプ U ントした通信結果レポートに、送信を指定した原稿を付加します。 
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リスト•レポートのプリント 


リストのプリン 


■アドレス帳のプリント 

アドレス帳、グループダイヤル、プ□グラムの内容を U ストにしてプ U ントします。 


ファクス /E メール 


ランプ点な状態で 

消灯しているとさは、巧して点灯させる 


モード設定 j 。」 ストプリント ] を巧ず 


巧目を遇が:してください 


||]基巧应 a 

に ■■ W —— IDt * 可しアドレス傅訂 


を本 


イマ-逝言/寫备 yf たレクトモ-ド jf 遣！!去習 ST リストプリント 


I ~通信管理レホ’-卜 ~\ 〔 

I グル-フ‘グイヤルリスト 


アト‘レス帳リスト 


システム登録リスト 


フ。ログ ラムリスト 

自局情報リスト 



2a 


アドレス帳リスト I を巧ず 

■アドレス帳リストのプ U ントを開始します。 


2b 


グループダイヤルリスト J を J 甲ず 

. グループダイヤルI」ストのプI」ントを開始します。 



プ□グラムリスト ] を巧ず 

• プ□グラムI」ストのプI」ントを開始します。 


〔おを b も • U ストのプ U ントを途中でやめるときは、@を巧します。 
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リスト•レポートのプリント 


P 松吓電おプログラム化下 マルチコピー通信 優先設定 

巧！)-/グイレクト 
時刻指定 
セレクト通信 
定臟タイト通信 
ワンタイム 巧か通信 
読み取り泉度 
义字サイス 
ハー フトーン 
巧スタンプ 
部致 





U -つ-つ 
しモししししつつしり〇 
な夕ななななふふなあ一 
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リスト•レポートのプリント 



■システム登録リストのプリント 

システム登録で設定した内容を U ストにしてプリントします。 


ランプ点な状態で 

•消灯しているとさは、巧して点灯させる 



モード設定 I リストプリント ] を巧ず 




システム登録リスト I 巧^甲ず 

• システム登録に設定されている内容びプ U ントされます。 



〔おを b も • システム登録リストのプ U ントを途中でやめるときは、@を巧します。 
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リスト•レポートのプリント 



■自局情報リストのプリント 

自局情報に設定した内容をリストにしてプ U ントします。 


ランプ点な状態で 

• 消灯しているとさは、巧して点灯させる 



モード設定 I U ストプリント ] を巧ず 




自局情報リスト I を巧ず 

-自局情報に設定されている内容びプ U ントされます。 



ストップ 

达知らサ^ • 自局情報 U ストのプ U ントを途中でやめるときは、瓜を巧します。 
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_ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- _ 舌-- 
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インターネツトに接続ずるための事前準備 



本機をネットワークに接続される前に、この章をご覧いただくことにより各機能についてのご理解び一層 
深まります。 

本機は、 10 BASE - T /100 BASE-TX イーサネット LAN (□- カルエ U アネットワーク）へ接続されると iU 下 
のよラな事びでさます。 

• ドキュメント情報をインターネット電モメールで送信 
• インターネット電子メールを自動的に受信し印刷する 

• ファクスちしくは電子メールで受信したちのを、自動的にあらかじめ設定した E メールアドレスちしく 
は通常のファクスへ転送（メモ U - 転送に関する]已4ページを参照） 

• G 3 ファクスか日受信したちのを、自動的に ITU - T のサブアドレスを使って、発信者の指定した E メール 
アドレスちしくはファクスへルーテイングする（ルーテイングに関する]4已ぺージを参照） 

• ファクスか日受信したちのを、自動的にファクスの発信元のを使って、発信ちの指定した E メールアド 
レスもしくはファクスへルーテイングする（ルーテイングに関する]4已ページを参照） 
♦インターネット電子メールを通常のファクス送信としてファクスへ中継（中継送信に関する ] 巨0ぺ一 
ジを参照） 

ここに記載した機能をご利用になるには、本機をネットワークへ正しく設定する必要びあります。現在の 
ネットワーク設定値については、お客様のネットワーク管理をへお問い合わせ願います。 

この章の] 87ぺージに添付されている事前設定調査表をコピーの上 、 MAC (Media Access Cont の I ) アド 
レスを記入した後に、表にある残りの項目を埋めていたださますよラネットワーク管理者へご依頼願いま 

す。本機の MAC アドレスは、共通機能設定印刷 （7 占" 5""^ L 共通機能設定 I L09 キーオペレーター専用 I 

00 共通機能設定印刷 I 開始_! 0 K I ) の順に巧す）に印刷されます。 

本機は、 SMTP 転送ちしくは POP クライアントによる受信のいづれかび設定できます。また設定により、 
ご利用になれる機能びしソ下の表の通り異なります。 


機能 

SMTP 転送 

POP クライアント 

ドキュメント情報をインターネット電子メールで 
送信 

0 

0 

インターネット電テールの自動受信と印刷 

0 

0 

インターネット電テールの手動受信と印刷 

X 

0 

受信したファクスをしくは電子メールの自動転送 

0 

0 

ファクスの自動振り分け転送（ルーティング） 

0 

0 

インターネット電子ールからファクスへの中継 

0 

X 


(ぁ'知が） • SMTP 転送機能をご利用になるには、本機の E メールアドレスにお客様のドメインとホ 

スト名を含まなければなりません。ホスト名はお客様のネットワークの DNS(Domain 
Name System ) サーバーへ登録されていなければなりません。 

• 自動的に SMTP 転送もしくは POP 受信を実行します。 POP クライアントとしての設定 
時には、手動操作による受信びできます。 

♦本機び受信、印刷、転送、中継可能な電子メールは、テキスト本文と TIFF - F 形式画像 
の添付ファイルのみです。 































インターネットに接続するための事前準備 



■ SMTP 転送としての設定 

本機を SMTP 転送設定でご利用頂くには、なのようなネットワークパラメーターの設定び必要です。 


• DNS サーノ（一の IP アドレス ( DNS び利用できない場合は、次ぺージのお知日せを参照） 

♦本機の IP アドレス 

♦本機のサブネットマスク 

参 SMTP メ ールサーパ'—名ちしくは IP アドレス 

• デフオルトルーターの IP アドレス 

• 本機の E メールアドレス（巧ページのおミ日日せを参照） 

• ホスト名 

電子メール送信例（本機〜 PC へ送信） 


ifaxuser 目 faxOl.Panasonic.com 







SMTPO1.Panasonic.com 
(SMTP Mail Server) 


-C 


(Router) 






popuserOO1 目 Panasonic.com 




POP02.p 且 nasonic.com 
(POP Server) 
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インターネットに接続するための事前準備 



(あ、知日が • SMTP 転送機能をご利用になるには、本機の E メールアドレスにお客様のドメインとホ 

^- J スト名を含まなければなりません。ホスト名はお客様のネットワークの DNS(Domain 

Name System ) サーバーへ登録されていなければなりません。 

♦登録は「〇〇〇@ホスト名.ドメイン名」の形式で行います。 

巧り： ifaxuser @ ifax 01 . panasonic.com 

• お買い上げ時の設定では、 DNS サーノ（一の IP アドレスと SMTP サーノ（一名び必要で 
す。 DNS サーパ'-びご利用になれない場合は、ミ 共通機能設定 1 

09 キーオペレーター専用 J 27 DNS サーパーアドレス i を「なし」へ変更してくだ 
さい。その後 SMTP サーノ（一の IP アドレスを入力することびできるよラになります。 
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インターネットに接続するための事前準備 



■ POP クライアントとしての設定 

本機を POP クライアントとして利用いただくには、次のようなネットワークパラメーターの設定び必要で 
す。 


• DNS サーノ（一の IP アドレス (DNS び利用できない場合は、次ぺージのお知日せを参照） 
♦本機の IP アドレス 

♦本機のヴブネットマスク 

• SMTP メールサーパー名もしくは IP アドレス 
• デフオルトルーターの IP アドレス 

• POP サーバー名ちしくは IP アドレス 

• POP ユーヴーアカウント名 

• POP パスワード 

• 本機の E メールアドレス（巧ページのおミ日日せを参照） 

電子メール送信例（本機〜 PC へ送信） 


SMTP01.Panasonic.com 
(SMTP Mail Server) 


D 


□ 


POP02.Panasonic.com 
(POP Server) 



電子メール受信例 （ PC 〜本機で受信） 


popuser 002 自 Panasonic.com 







SMTPOl.Panasonic.com 
(SMTP Mail Server) 


リ 


{Router) 




Git_ 

1111111111111111 


リ 


可 


popuserOOl 目 Panasonic.com 


111111 III! 


POP02.Panasonic.com 
(POP Server) 
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インターネットに接続するための事前準備 



(あ、知日が ♦ E メールアドレス形式は、通常の E メールアドレスと同じです。 

- 登録は 「 POP ユーヴー名@ドメイン名」のあ式で行います。 

例： popuser 002@ panasonic.com 

• お買い上げ時の設定では、 DNS サーノ（一の IP アドレスと SMTP サーノ（一名び必要で 
す。 DNS サーパ'-びご利用になれない場合は、(ミ3^ L 共通機能設定 J 

09 キーオペレーター専用 J 27 DNS サーパーアドレス i を「なし」へ変更してくだ 
さい。その後 SMTP サーバーの IP アドレスを入力することびでさるよラになります。 
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インターネツトに接続するための事前準備 


事前設定調査表 


LAN 経由で全体のシステムび正しく動作するために、確定情報と追加パラメーターを設定しなければなり 
ません。ネットワーク管理をから必要な情報を得た上で LAN へ接続してください。 



自局情報リスト 

(I) TCP/IP IP アドレス： 

に） TCP / IP サフネットマスク： 

(3) TCP / IP ゲートウェイアドレス： 

(4) DNS ヴーバ ー1 IP アドレス： 

(5) DNS ヴーバ ー2 IP アドレス: 

脚自局メールアドレス； 

(7) メールヴーパ'-名： 「もしくは「メールヴーバ_ IP アドレス： 

肋 SMTP 認証名： 

(9) SMTP 認証パスワード: 

(10) POP ヴーパー名： I をしくは | P 0 P サーバー IP アドレス： 

(II) POP ユーヴー名： 

(12) POP パスワード： 

(13) ホスト名； 

(14) デフォルトサブジェクト: 

(15) セレクトドメイン （01 〜 10) : 

(16) U モートパスワード: 

(17) 管理者メールアドレス: 

(18) デフォルトドメイン： 

(19) ( LAN ) 中継用パスワード （01 〜 05) : 

(20) 中継許可ドメイン名 （01 〜 10) : 

(21) コ S ュニティーネーム1: 

に 2) コ云ュニ了ィーネーム2 : 

に 3) デバイスネーム: 

(24) □ケーシヨン： 


(あ、知日が ♦上の U ストの （1) 〜（5)、（13)、 （21) 〜 （24) の登録は共通機能設定の r キーオペ 

- レーター専巧」 の中で登録します。基本編取扱説明書（共通機能： キー オペ レー 

ター専用）を参照ください） 
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インターネットに接続するための事前準備 



■記載内容説明 

(1) TCP/IP IP アドレス： 

(2) TCP / IP ヴブネットマスク： 

(3) TCP / IP ゲートウェイアドレス： 

(4) DNS サーバ ー IP 1 アドレス： 

(5) DNS サーバ ー IP 2 アドレス： 

(6) 自局メールアドレス： 

(7) メールサーバー名ちしくは 
メールサーバー IP アドレス： 


インターネットプ □ トコルアドレス 
サブネットマスク番号 
デフオルトルーターの IP アドレス 
DNS サーバー1の IP アドレス 
DNS サーバー 2の IP アドレス 
60巧まで 

メールサーバー 名 （60 巧まで）、 メールサーバーの IP アドレス 


脚 SMTP 認証名： 

(9) SMTP 認証パスワード： 

(10) POP サーバー名ちしくは 
POP サーバー IP アドレス： 

(11) POP ューヴー名： 

(12) POP パスワード： 

(13) ホスト名： 

(14) デフォルトサブジェクト： 

(15) セレクトドメイン （01 〜 10) : 

(16) I 」モートパスワード： 


(17) 管理者メールアドレス： 


SMTP メールサーバーの IP アドレス 
本機に割り当てられたパスワード（最大30文字まで） 

POP サーノ（一名 （60 巧まで）、 POP サーノ（一の IP アドレス 

40衍まで 
30巧まで 
60巧まで 

件名 （ Subjec りの部分に自動挿入される内容 （20 文きまで） 
ドメイン U ストに表示するドメイン名 （30 巧まで） 
電子メールを使った U モート操作によるインターネットパラ 
メーター、宛先登録、通信管理レポートの取得に関するパスワー 
ド （10 巧） 

LAN 中継送信状況モニターと通信費用管理として利用 
(60 衍まで） 


(18) デフォルトドメイン： E メールアドレス省略時の付加ドメイン名 （50 巧まで） 

例： mgcs . co.jp (@は自動で付加されます） 

(19) LAN 中継用パスワード （01 〜喊丄 AN 中継送信時の中継許可用パスワード （10 文きまで） 

(20) 中継許可ドメイン名 （01 〜 10) :中継許可ドメイン （30 析まで） 

(21,22) コミュニティーネーム1,2 : ネットワーク.デバイス.□ケーターび使用するコミュニティー 

名です （32 文字まで） 

(23) デバイスネーム： ネットワーク-デバイス-□ケーターび使用するデバイス名です 

(32 文字まで） 

(24) □ケーション： ネットワーク.デバイス.□ケーターび使用するデバイスロケー 

シヨンです （32 文字まで） 


(あ、知日が ♦り）〜 （11) はネットワーク管理ちか日提供される情報です。 

• お買い上げ時の状態では、 SMTP と POP サーバーを IP アドレスで指定することびでさ 
ません。 （ ドメインあ式のアドレス指定のみ巧能です） 

• DNS サーバーびご利用になれない場合は、 共通機能設定 1 

09 キーオペレーター専用 I い7 DNS サーパーアドレス I を「なし」に変更してくださ 
し、 SMTP と POP サーバーの IP アドレスを入力できるよラになります。 

• Mac ァドレスは、フろンョン 共通機能設定 I L 09 キーオペレーター専用 I 

00 共通機能設定印刷 I を巧して印刷されます。 


























インターネット通信について 


インターネットフ 


原稿をインターネットファクスから相手先の PC 、 あるいはインターネットファクスへ送信する機能です。 
原稿は、メールの TIFF 形式または PDF (《）の添付ファイルとして相手先の PC に送信されます。イン 
ターネットファクスからの簡単操作で相手先の E メールアドレスへ送信でさます。 

PC 側のメールソフトび MIME あ式に対応していない場合は、 TIFF あ式もしくは PDF の添付ファイルを使用 
でさないため相手先へ正しく届さません。 

メールのメッセージはまず SMTP メールサーバーに送られ、その後、メールサーバーか日インターネット 
へと送られます。 


インターネット通信の基本機能 


■インターネットメール受信 （^67 ぺージ） 

PC からインターネットファクスに送日れてきた電子メールを自動プ U ントする機能です。ただし、イン 
夕ーネットファクスびサポートしている TIFF あ式じ(外の添付ファイルび送日れてきた場合は、エラーメッ 
セージをプ I 」ントし、プ I 」ントでさなかったことを知らせます。 



インターネット 

ファクス 


〔おミ日らサ 《 PDF お式の添付ファイルは、 PC へ原稿を送信するとさのみご利用になれます。 
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インターネツト通信について 



■ルーテイング（防14已ぺージ） 

一般回線のファクスか日受信した文書を、 LAN に接続した PC または、インターネットファクスにメール 
送信することびできます。 

また、別の一般回線のファクスにファクス送信することもできます。 

送信機の G 3 ファクスび F コード通信指示機能びご利用できるファクスの場合、登録したサブアドレスを 
指示することで通信毎に宛先を選択して送信することびでさます。 

F コード通信に対応していないファクスの場合は、宛先を選択することはできませんび、数字 ID を登録して 
おくことで送信機毎に個別の宛先に送信することびでさます。 

ご利用できるファクスに関して、ご不明な場合は、サービス実施会社にお問い合わせください。 



■メモリー転送己4ぺージ） 

インターネットファクスのメモリーに受信した電子ールやファクスを、あらかじめ設定した一つの宛先 
(ファクスや PC ) へ転送する機能です。 
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インターネツト通信について 



■ LAN 中継同報60ぺージ） 

LAN に接続したインターネットファクスや PC か日送信した電子メールを丄 AN 中継同報機能を持ったイン 
ターネットファクスを経由して、一般回線に接続された複数のファクスへ LAN 同報送信することびできま 
す。電子メールには、 TIFF 形式のファイルを添付することびできます。 

各種アプ U ケーシヨンのデータファイルを TIFF - F あ式のファイルに変換するには、ソフトウェア (TIFF 
変換プ□グラムおよび MAPI メール U ンキング）を下記のホームページか日ダウン□ー ドするか、または 
付属 CD - ROM から PC にインス I ルする必要びあります。 

TIFF コンバーターインストールの方法や操作方法については、ダウン□ー ドしたホームページを参照して 
ください。己8ページ） 

ホームぺージ http :// panasonic . co . jp / pcc / 



PC 


ファクス 










































インターネツト通信について 



■インターネットファクス送達確認通知 ( MDN ) 

インターネットファクスか日の送信の到達を確認できます。ただし、受信者の側に送達（開掛確認通知 
( MDN ) の機能び備わっていなければなりません。 

インターネットファクスか日の送達確認通知要巧 I こ応答できるメールアプ U ケーシヨンには、 

Eudora ® や Outlook Express などびあります。 MDN についての詳細は、各メールアプ U ケーシヨン付 
属のヘルプやユーヴーガイドを参照してください。 



ファクス 


夕詔懈谈稱城な"」風\ 

PC 

Eudora ®. Outlook 
Express なと 


インターネットフアクス通信 




Express など 


矢印について： 

> :送信ちからの MDN 要巧 

——^ :受信ちからの MDN 応答(通信能力通知付) 
-:受信ちからの MDN 応答 
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インターネット通信について 


ダイレクト SMTP (ダイレクトインターネット FAX 送信) 


インターネットのメールは SMTP メールサーパーび SMTP(Simple Mail Transfer Protocol ) によりや 
りとりしています。 

ダイレクト SMTP は 、 SMTP メールサーバーを通さずに直接インターネットフアクス間で文書交換する 
システムです。このシステムを働かせるには IP アドレスび常に一定に保たれている必要びあります （ IP ア 
ドレスについてはネットワーク管理ちにお問い合わせください）。本機のドメイン名などの情報び DNS 
サーバーに適切に登録されていなければなりません。 

通常企業などのイントラネットでは、メールとホームページ閲覧しか許可されていません。これはフアイ 
アウォールの負担をシステム管理をび嫌ラからです。 

こういった場合、ダイレクト SMTP びミ舌躍します。お使いになるときは、システム登録の「172ダイレ 
クト I FAX 送信」を「あり」にしてください。248ぺージ） 


LAN 



( T お知らた ) • フ品ン。 共通機能設定] 09 キーオペレーター専用 I 

27 DNS サーパーアドレス I を「なし」にしたときは、 E メールアドレス指定の際は 


「@」じ(降を IP アドレスで指定しないと送信できません。 
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インターネット通信について 


DHCP(Dynamic Host Configuration Protocol) 


DHCP といラのは、インターネットファクスとクライアントの PC に IP アドレスを自動的に割り当てる 
ためのプロトコルです。インターネットファクスは DHCP を使ラとネットワークに接続する毎に自動的に 
固有の IP アドレスを取得でき、ネットワーク管理ちの IP アドレス管理の手間び省けるよラになります。 
ネットワークに□グオンしたインターネットファクスに巧して DHCP サーバーびマスタ ー U ストか日選ん 
だ IP アドレスを割り当てます。 

本機においてじ(下のオプションを可能にするには、 DHCP は使わずに、ネットワーク管理ちによって設定 
済の IP アドレスおよび環境設定を使ラ必要びあります。 

SMTP 受信 
LAN 中継送信 

ダイレクト SMTP ( ダイレクト IFAX 送信） 


SMTP 認証 


世巧規模の電モ的なインフラストラクチャーとしてインターネットび登場してじ(来、通信機器市場は飛躍 
的に伸びています。しかし、インターネットのセキユ U ティーを高める技術は、まだ確固としたちのび出 
ていません。この理由はいくつかあります。 

1. インターネットメールはマルチホップ（雑多なプ□トコル、雑多なデバイス）の構造体であり、通信路 
をベースとしたセキユ U ティーは一般的に実現び困難。 

2. インターネットファクスの標準規格び推奨する独占的な技術はない。 

システムの改善と健全化の標準的なソ U ユーシヨンとして今提供されているのは、暗号技術ベースの認証 
システムです。この認証技術は SASL (Simple Authentication and Security Layer ) のような認証機 
構に統合されています。 

インターネットのサービスプ□バイダー（侶 P ) は、多くび何らかの認証方式を採巧しています。 

本機び提供する認証オプシヨンは L ソ下の通りです。 

1 . SMTP 認証拡張サービス （SMTP AUTH ) —接続時にユーヴー名とノ（スワードによる認証び行われる 
ため、特定ユーヴー LU 外の送信や中継を防止でさる方法。 

2. APOP 認証サービス （ APOP ) — 電子メールの送受信に使われるパスワードを暗号化する方法。 

3. POP befo 旧 SMTP — 送信前に指定した POP 3 サーバーにあ日かじめアクセスさせることにより、 
SMTP ヴーノ（一の使用許可を与える方法。 






インターネット通信について 


インターネット通信におけるま意点 


LAN システムとの接続による通信は、基本的に電子メールと同様で、一般回線用のファクスによる通信と 
は異なります。 

インターネット通信をする上で、ミ主意しなければならないことについて説明します。 

■正常に送信されましたか？ 

-インターネット通信は LAN 経由でのメールサーバーとの通信となり、直接相手との通信はでさません。 
したびって、何日かの原因で送信でさなかった場合だけ、メールサーバーからエラーメールび返送され 
ます。（》*63ページ「エラーメール」） 

. 相手先の場所、インターネットなどの回線のミ畳み具合、 LAN システムの構成にちよりますび、 エラー メー 
ルび返送されるまで長い時間びかかることびあります。 

(通常は20〜30分ぐらいと思われます。） 

• エラーメールび何らかの原因で返送されて来ない場合ちあります。重要な書類、累急を要する書類、ま 
たそれに準じる書類を送信される場合には、送信後に必ず電話で確認願います。 

またインターネット経由の場合には秘匿性びほいので、重要な書類は、一般回線のご利用をお勧めしま 
す。 

-送信する相手のメールシステムび MIME に対応していない場合、原稿を相手先に正しく送信することび 
でさません。また、巧手のメールサーバーによってはエラーメールび返送されない場合びあります。 

-原稿枚数びをい場合やイメージデータ量び多いと、送信でさない場合びあります。 

■ LAN 経由での電話はできません 

-電話は一般回線で使用でさます。（外部電話機使用時） 

- LAN 経由の通信中でち、一般回線を使用したファクス通信はできます。 

■読取モードの文字サイズ 

-読取モードの文字サイズは、 PC への送信を考慮して、お買い上げ時の設定を『ルさい』にしてあります。 
この設定は、使用する原稿に合わせて変更することちでさます。 

■インターネットメール受信 

-本纖ホ、 PC か日の電モメールを受信しますび、受信したデータの内、英数字、ひ日びな、カタカナと第 
1、 2水準の漢字び記録巧能です。ただし、第2水準のま字は本機ディスプレイで表示できません。0」ス 
卜への印刷は巧能です） 

-受信したフォントや文字の大ささは変更できません。 

-受信データを全角文字で約60巧、約77行を1ページで出力します。 
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登録♦設定 


自局登録 


■自局登録のしかた 



フアンクシヨン^ +01-^ 

囲〇を种す 


機能ち目を强尺してください 



r 共通機能辭 1 r ] ピ-機能誠 ] 
[ 乃か的峨能醜] [ 増機能誠 } 
[ ~ス树-機能設定 } 




ファクス /E メール 機能設定]^ 04 キー オペ レーター 専用 ] を押ず 


鱗離してくだか ；| 

1国 （ス文す）（留す/記号ミ （ィ！ （HI を巧1 


■ 巨 

1区 

侶 

) 区 

1巳 

] 亡 

匹 

I 

1 巨 

P 

1 

1 [ 

]〔 

3[ 

Ll [ 

司〔 

习〔 


~ r 

J 

3〔 

L 


■ 居 

1巨 

広 

区 

1巨 

広 

) 巴 

M 

1 臣 

U 

1 

f スイ-ス 1 f 0 K !f キャンセル1 



キーオペレーターパスワードの入力お n QK Iが田す 


田 

01 

す 


I キャンセ jg 


機能-醜トト. 

ファ妨 /EH 鳴離 
項目を强 R してください 


100自局情報の登録 


101システムの識 


I 02中継す請 K の登録 




104 


A foo 自局情報の登録 ] 田团を巧して、設定ずる項目を表示し、キーを巧ず 

^ -「自局登録の種類」枯198、 ] 99ぺージ）を参照して、設定値を選択します。 
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登録•設定 



C 詩を値を入力し . r OK I をかず 

J . 「文字入力のしかた」（"^ 249ページ）を参照して入力してください。 
-続けて各項目の設定びでさます。 



ストッブ 

d ) を巧ず 


达知らせ^ • 自局情報の登録を途中でやめるときは、®を巧します。 
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登録•設定 



■自局登録の種類（電話回線用） 

自局登録では、次の項目び登録でさます。 



登録項目 

内容 

01 

発信元情報 

原稿を送信するとさ、原稿の先端につける会社名や部署名などの情報を登録しま 
す。 

02 

文字 ID (カナ） 

巧手のディスプレイに表示させる会社名などの情報を登録します。 

03 

回線1数字 ID 

外線を使って通信したとを、巧手のディスプレイに表示させる電話番号などの情 
報を登録します。 

04 

定時刻タイマー 

タイマー通信を指定するとをの時刻を登録します。 

05 

定期便タイマー 

定期便タイマー通信を指定するとをの指定時刻 （1 〜 5) を登録します。 

06 

F コードサブアドレス 

ヴブアドレス通信をするとをに使ラヴブアドレス番号を登録します。 

07 

F コードパスワード 

ヴブアドレス通信をするとをに使ラパスワードを登録します。 

08 

回線2数字 ID 

増設の G 3 増設ユニットをお使いのとさ設定します。 

11 

に DN 基本番号 

CH 2 に増設の G 4 通信ユニットを装着時に、巧手のディスプレイに表示させる電話 
番号などの情報を登録します。 

12 

ISDN ダイヤルイン 

CH 2 に増設の G 4 通信ユニットを装着時に、巧手のディスプレイに表示させるダイ 
ヤルイン番号などの情報を登録します。 

13 

旧 DN 数字 ID 

CH 2 に増設の G 4 通信ユニットを装着時に、巧手のディスプレイに表示させる電話 
番号などの情報を登録します。 

14 

ISDN 文字 ID (英字） 

CH 2 に増設の G 4 通信ユニットを装着時に、巧手のディスプレイに表示させる会社 
名などの情報を登録します。 


※〇8〜14はオプションの G 3 増設 ユニッ ト / G 4 通信 ユニッ トをお使いのときに設定します。 
























登録•設定 



■自局登録の種類（インターネット用) 



登録項目 

内容 

15 

自局メールアドレス 

60巧まで 

16 

メールサーバー名 

木 ールヴーバー名 （601 行まで） 

17 

メールサーバー IP アドレス 

メールサーバーの IP アドレス 

18 

SMTP 認証名 

SMTP メールヴーバーの IP アドレス 

19 

SMTP 認証パスワード 

30文字まで 

20 

POP サーバー名 

POP ヴーパー名 （60 巧まで） 

21 

POP ヴーバー IP アドレス 

POP サーバーの IP アドレス 

22 

POP ユーヴー名 

40ホ行まで 

23 

POP パスワード 

30巧まで 

24 

デフオルトサブジェクト 

件名 ( Subject ) の部分に自動挿入される内容 （20 文宇まで） 

25〜34 

セレクトドメイン01〜10 

セレクトドメインキーに表おするドメイン名 （30 巧まで） 

36 

U モートパスワード 

電モメールを使った U モート操作によるインターネットパラメー 
ター、宛先登録、通信管理レポートの取得に関するパスワード （10 
文字まで） 

37 

管理ちメールアドレス 

中継送信状況モニターと通信費巧管理として利用 （60 巧まで） 

38 

デフオルトドメイン 

E メールアドレス省略時の付加ド少イン名 （50 巧まで)。 

例： panasonic.com (@は自動で付加されます） 

40〜44 

( LAN ) 中継巧パスワード01〜05 

中継送信時の中継許可用パスワード （10 文字まで） 

45〜54 

中継許可ドメイン名01〜10 

中継許可ドメイン （30 巧まで） 
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登録•設定 


ドレス帳の登録 


■アドレス帳操作フ □- 

E メールァドレスや電話番号をァドレス帳に登録して、簡単な操作で相手にダイヤルすることびでをます。登 
録は最大200件できます。（オプションの八ードディスクユニット （ DA - HDSl ) を装着した場合は、1000件 
まで登録でをます） 

E メールアドレスを登録するとき（防 ■ 202ぺージ） 
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登録•設定 



ダイヤル番号を登録するとさ （"^207 ページ) 



201 






























































































登録•設定 



■E メールアドレスを登録する 

宛先のアドレスをアドレス帳に登録して、簡単な操作で相手に送信することびでさます。 
また、アドレス帳に「中継情報」などの特殊通信機能を登録することびできます。 
♦特殊通信機能について、詳しくは、サービス実施会社へご相談ください。 



フアンクシヨン t + ni^H 

囲0 を种す 


機能項目を選がしてください 



r 共通機能言姑 ] r 北。-機能號 

〔 7了ク; VEHU 幾能^ } I プ機能言を^ 
[ ~~脈機能設定 } 





f ファクス /E メール機能設定 I I 00アドレス帳登録 1 02アドレス帳登録 (インターネット）」を 

巧ず 




宛先のアドレス（最大60衍）を入れ OK 1 を巧ず 



202 








































































































































































































































































































登録•設定 




宛先名（最大20文字）を入れ OK ] をかず 

• 宛先の名前を入れます。 ("^249 ページ） 

•例：憎業回り」 



C ボタン名称（最大10文字）を入れ OK 1 を巧ず 

J -ボタン名称には、手順4で指定した宛先名び表示されます。変更び必要な場合には、 
入れ直します。 

-ボタン名称はタッチパネルディスプレイに表おする名称となります。 



農懲ま力(浦) 


[巧語； [ i 宇/記^ I 区]-ド i 山山 

虹□广 


@ 


]凹回山凹 [ 


I おを巧目 t お巧 


巧巧 S [EFB モード I 

I 

〇 


J 

K 

L 

M 

U 

n 

f OK 1 ( 丰ヤン t ル i 



/： 検索文字（最大10文字）を入れ OK ] を巧ず 

U - タッチパネル上で、ボタン名称を分類表示する為のフ U ガナを入れます。 

-宛先名の最初の文字び50音順で入っている場合は検索文字び自動的に表示されます。 

表示されない場合は検索文字を入力します。 

-検索文字に英字-記号を指定した場合は、「あ」行に登録されます。 



く次ページへつづく> 
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登録•設定 



7お好みへの登録を選択ずる 

/ . システム登録の「152 SU 日ルーテイング」「153数き ID ルーテイング」 (^247 ぺージ）の 

設定び「なし」の場合は、手順10へ進みます。 


某 S だ徽さぃ 


r QK I 


0^ヤン七ノレ j 




サブアドレス（最大20巧）を入れ OK I を巧ず 

-システム登録の「152 SUB ルーテイング」批247ぺージ）の設定び「あり」の場合 
登録でさます。 

•例： [1234567 面の」 


終攀さぃ 


r OK 


をャンセル) 
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登録•設定 



0 数字 ID (最大20柄）を入れ OK ] をがず 

y .数字 ID の登録はシステム登録の「153数き の ルーテイング」(«-247ぺージ）の 
設定び「あり」の場合、登録でさます。 

•例：「1234567 LOK I 」 


アドレス帳登録（インタ-ネット） 

発香号グイヤルを登録してください 


r OK 


ヤン七ル j 



10 


発番号ダイヤル（最大20巧）を入れ r OK i をかず 


システム登録の「175発番号ルーティング」 （"^248 ページ）の設定び「あり」の 
場合、登録でさます。 



11 


ダイヤルイン番号を選択し OK ] をがず 



く次ページへつづく> 


205 











































































登録•設定 



J 2 送信時 A 3 一 B 4 縮ル®設定をし 


0 K I を押ず 



f 400dpi 

I [ 600dpi I 



r 能力なし 

i ( I 


K——OK … j 

( 

〕 ( .1 

〇少 

01 


( 

... J ( .1 

务 

;; ("キャンセル） 

( 

1 ( .1 




13 


相手能力 (400 dpi /600 dpi ) の設をを指をし、 ok I を巧ず 

-相手機の能力に合わせて設定します。 

-システム登録の「172ダイレクト IFAX 送信」扣248ぺージ）の設定び「なし」の 
場合は、手順15へ進みます。 


アドレス帳の変更 

グイレクト IFAX 送信の登録を 

しますか 



1/1 ダイレクト IFAX 送信の設定をし、 0 K I を巧ず 

i イ ■. システム登録の「172ダイレクト IFAX 送信」知248ぺージ）の設定び「あり」の 
場合登録でさます。 

-続けてアドレス帳の登録びでさます。手順3か b の操作をしてください。 


7 C を巧ず 

^ J . 待機状態に戻ります。 


(あ '知が、•アドレス帳の登録を途中でやめるときは、@を巧します。 

•他機種に 400 dpi /600 dpi で送信した場合、正常に通信できないことびあります。また、 
複数宛先を行った場合、 400 dpi /600 dpi の登録び r 能力なし」で設定されている宛先び 
含まれていると、同報する全ての送信は 400 dpi /600 dpi で送信されません。 
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登録•設定 



■ダイヤル番号を登録する 

宛先のダイヤル番号をアドレス帳に登録して、簡単な操作で相手にダイヤルすることびでさます。 
また、アドレス帳に「中継情報」などの特殊通信機能を登録することびできます。 

♦特殊通信機能について、詳しくは、サービス実施会社へご相談ください。 



る W を押ず 


機能]頁目を還がしてください 



r 共通機能設定 1 r が-機能設ミ 
[ カク VBi 職能設定 }[ けィ機能設定 
[ ~ス能言强 } 





ファクス / E メール機能設定 _|1 00アドレス帳登録1101アドレス帳登録（電話). ] を押ず 


アドレス*證録顧舌） 

ダ佈レを登録してください 

回線！ 


r 0K ] 


0 F ヤン七ル j 



9宛先の電話番号を入れる 

^ - 間違えた場合はを巧して訂正したい数字のち側までカーソルを移動し、 

@を巧して入れ直します。 

-電話番号は最大52巧まで登録でさます。 

-オプションの通信ユニット已8ページ）をお使いの場合は、宛先の電話番号を 
ダイヤル後、を巧すことでファクスするとさに使用する回線を設定でさます。 


く次ページへつづく> 
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登録•設定 




OK I を押ず 


アドレス帳登録属話) 



破名称入力 


(巧語 

S I な宇/記ち i ( 区コ—ド 

3 凶因 

(设 

j 

トド I 


Q 

W 

E 

R 

下 

Y 

U 

I 

〇 

P 



A 

S 

D 

F 

G 

H 

J 

K 

L 




Z 

父 

C 

V 

巨 

N 

M 

•J 



I お巧巧 j( 巧}角 \ 

( 

ス * 

:-ス 

j 

( 

OK 

11 丰ャンたル！ 



C 宛先名を入れる 

J •宛先の名前を入れます。的24目ぺージ) 

-名前は最大20文字まで登録でさます。 



な< [を押ず 


アド例!題録履話) 
ボタ店称入力 
営業 



7 ボタンち祈、を入れ 、 r OK i をかず 

/ -ボタン名称には、手順5で指定した宛先名び表示されます。変更び必要な場合には、 

入れ直します。 

-ボタン名称は最大10文字まで登録できます。 

-ボタン名称はタッチパネルディスプレイに表示する名称となります。 


アドレス講ま（霸舌) 
觀文字入力 

卫 



み語.；悼を!巧ミ厂区〕-ドミ LdJ (VjIaiE I [ Ea - E-Kj 


Q 

W 

A 

E 

S 

R 

D 

lJ 

Y 

U 

H 

I 

J 

O 

K 

P 

L 

@ 

Z 

父 

c 

V 

B 

N 

M 

U 



無効巧奇〔変巧 ^ 〔 スぺース J I 0 K )|丰ヤン t ル^ 
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登録•設定 



Q 検索文字（最大 1 0文字）を入れ、 ^ を巧ず 

0 -タッチパネル上で、ボタン名称を分類表示するためのフ U ガナを入れます。 

-宛先名の最初の文字び50音順で入っている場合は検索文字び自動的に表示されます。 
50音 LU 外の文字を登録している場合は検索文字を入力します。 


讚か 



0 お好みへの登録を選択ずる 

ブ . システム登録の「152 SUB ルーテイング」「153数字のルーテイング」 （^*■247 ぺージ) 
の設定び「なし」の場合は手順12へ進みます。 


ください 


r OK 


ヤンセル j 



く次ページへつづく> 
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登録•設定 



10 


サブアドレス（最大20柄）を入れ OK I を巧ず 

•システム登録の「152 SUB ルーテイング」（》^247ぺージ）の設定び「あり」の 
場合登録でさます。 


•例 ：I 12 3 4 5 6 7 f OK jj 


アドレス 臟ま （ 電話） 

数字 D を登録してください 


r OK 


をャン七ル) 



11 


数字の（最大 20 柄）を入れ OK 1 をがず 

. 数字のの登録はシステム登録の「153数きのルーテイング」（《=^247ページ）の 
設定び「あり」の場合、登録でさます。 


•例：「12 3 4 5 6 7 [ OK J 


アドレス帳登録（電話） 

発番号グイヤルを登録してください 


r OK I 


ヤン七ル j 



72 


発番号ダイヤル（最大20柄）を入れ r OK 1 を抽ず 

-システム登録の「175発番号ルーティング」柄248ぺージ）の設定び r あり」の 
場合、登録できます。 
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登録•設定 



13 


ダイヤルイン番号を選択し 0 K I を巧ず 

-システム登録の「176ダイヤルインルーティング」（《^248ページ）の設定び 
「あり」の場合、登録でさます。 


アドレス帳登録傳話） 

け行宛先を登録してください 


r 上野営類 


力、 ( 3 J たて U いよ (S J ゃ&日 fA 

-.^E-mail — 


X 輔宜城 


C 大阪営飄 


X 


X 



7//代巧宛先を登録ずる 

i づ ■ ■ システム登録の「107代行宛先通信」（防24已ぺージ）の設定び「あり」の場合 
登録でさます。 


15 


続けて特殊通信機能の登録びできまず（防212ぺージ） 

-特殊通信機能の登録をしない場合は^ I を巧してくださし、続けてァドレス帳 
の登録びでさます。手順3か b の操作をしてください。 


S ! 纔か 




登録を完下ずる場合は ^ fTH 

-待機状態に戻ります。 



を押ず 


嘘 知らサ^ •ァ ドレス帳の登録を途中でやめるときは、®を巧します。 

♦ダイヤル回線の場合は （* 八!ン）を巧すとプッシュホン信号に切り替わります。表 
示は「/」として登録されます。 

• 国際ダイヤル通話をご利用の場合は、サービス実施会社へご相談ください。 

♦ NCC 回線をご利用の場合は、 NCC 回線のアクセス番号のあとに、 g を2回巧して 

約7秒たってか5、残りのダイヤル番号を入れてください。 

♦検索文字を已〇音じ(外で登録したとさは、「あ」行に登録されます。 

• 一般電話の電話番号を誤って登録すると、自動再ダイヤルにより相手の方を何度ち呼び 
出し、大変ご迷惑をおかけすることになりますのでごミ主意ください。 
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登録•設定 



■特殊通信機能の登録（中継情報登録) 


/ アドレス帳登録の手順13までの操作をずる 

1 (防207 ぺージ） 




00 中継情報の登録1 を t 田ず 

ユーヴー管理用パスワード（暗証番号）び登録されていないとさは手順 3 の画面へ 
進みます。 


中継,簡民の登録 
項目を選択してください 

: 

[ 中^« \ 



{ 中纖似か \ 

夺 


f OK 1 

{ 1 




[. ミ 

ぶ 



( 1 

各 


[キャンセルが 





:? 中継機の種類を選び、 OK 1 ホ抽す 

- 中継機 I :宛先び中継親局のとさに選びます。 

-宛先び中継親局を経由した相手のとさに選びます。 

例： 中継機 L ソ外 I を選択したとさ 


中継情報の識中を瞧外) 
中ま臟號幡号を 
登録してください 
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登録•設定 



//中継機識別番号に柄）を指定し、を押ず 

^ - 2析の識別番号を指定します。 

-手順3でを選択した場合、手順7へ進みます。 

-間違えたときは 」 0 K I を巧す前に@を巧して、指定し直します。 


中を幽幫反の難冲継徽がわ 
中継親局からの ダイか庶 ちを 
}定してください 

[短補 

_ J L . 曲線 . 1 



f 離 

~1 f 1 

^¥\ 


[ ………' .0 ..K ………1 

f 

」 [.J 

0 ふ 
01 



I 

f 1 

善 


(■キャンセル！ 

I 

—H 1 




C 中継親局か5のダイヤル方法を選び 、 r OK お 巧す 

J • L 短縮1:中継親局に登録されている短縮番号を使ってダイヤルします。 • •■- 
手順6へ進みます。 

- 内線 I :中継局の内線を使って、本機のアドレス帳に登録されている中継指示の内 
線番号へダイヤルします。••- •手順6へ進みます。 

- 直接 I :中継親局を使って、本機のアドレス帳に登録されている番号をダイヤルし 
ます。••- •手順8へ進みます。 


^中継親局か5ダイヤルずる番号を指定ずる 

U •手順5で^!]を選んだ樹ホ、中継親局に登録されている短縮番号を指定します。 

-手順5で I 内線 I を選んだ時は、中継親局か日ダイヤルする内線番号を指定します。 



0K I ホ抽す 

- 2な中継機識別番号を指定しないとさは I 0 K I を巧して、アドレス帳登録の手順13 

へ戻ります。 （《■ 2]] ページ） 



く;タページへつづく > 
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登録•設定 




2次中継機識別番号に做を指定し、を巧ず 

-間違えたときは、@を巧して、指定し直します。 

•アドレス帳登録の手順13へ戻ります。杉21 ] ぺージ） 


r あ、知が）♦システム登録の「104アドレス帳ダイヤル情報」び「なし」になっているときは、中継 
^- ' 情報を登録することびできません。 
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登録•設定 



■特殊通信機能の登録（マルチコピー通信部数の指定) 


/ アドレス帳登録の手順13までの操作をずる 

1 (防 207ぺージ） 


固 

01 

固 


OK 


I キャンセル j 


S ! 嚮さぃ 


100中$1輸民の登録 


101で闲ピ端儲降もり指定 ' 


102 m リント離かな旨定 


01マルチコピー通信部数の指定 j を J 甲ず 


マが北端簡徽の指定 
数値を入力し 
OK 卜を押してください 



マルチコピー通信部数(最大99部)を指定し、 

-相手先機の出力部数を指定でさます。 

-間違えたときは、を巧して、指定し直します。 

-アドレス帳登録の手順13へ戻ります。柄21 ] ぺージ） 


で K 1を巧ず 


C ぁ'知が、 • システム登録の「104アドレス帳ダイヤル情制び「なし」になっているときは、マル 

チコピー通信部数を登録することびでさません。 
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登録•設定 



■特殊通信機能の登録（マルチプリント部数の指定) 


/ アドレス帳登録の手順13までの操作をずる 

1 (防 207ぺージ） 




02マルチプリント部数の指定]巧 J 甲ず 


W7 リント音職の指定 
数値を入力し 
0かを押してください 



D マルチプリント部数（最大99部）を指定し、を巧ず 

J - 登録した相手か日ファクスを受信したとき、あ日かじめ部数撮大99漸を設定し 

ておくと、指定した部数を自動的にプ I 」ントでさます。 

-間違えたときは、を巧して、指定し直します。 

•アドレス帳登録の手順13へ戻ります。知21 ] ぺージ） 


(あ、知日が •システム登録の「104アドレス帳ダイヤル情報」び「なし」になっているときは、マル 

- チプ U ント部数を登録することびできません。 

♦マルチプ U ント部数の指定において、部数プ U ントをするためには、システム登録の 
「101マルチプ U ント部数」を「アドレス帳」に設定する必要びあります。 
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登録•設定 



■アドレス帳の消去 

アドレス帳を消去します。 



フアンクシ3ン t + ni -3 d - 

囲〇を种す 


機能]臭目を選択してください 



r 共通機能設を 1 r が-機能設定 ] 
〔加化《能設ま }[ パパ機能設を J 
[ ~ス 《■- 機能設定 } 




ファクス /E メール機能設定] [00 アドレス帳登録 J [04 アドレス帳の消去 j を押ず 


アドレ綱肖去 
触を還尺し 
0 K 卜を巧してください 


■ぁい、い] [ fc |6 ji 王 I まい (かゎ1ぉ押み 
I . 地営飘 _ j f 铺 i 宮 Hi _ r 営^ 

r ‘大 i ! 贏 ]{ I 


I 



I 



消去ずるアドレス帳を選ぶ 


OK I ホ巧す 

r 宛先消去しますか」のメッセージび表示されます。 


宛先消'去しますか 
±1糟數巧 
0312345678 



く次ページへつづく> 
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登録•設定 


ill ■ill ■ill ■ill ■ill ■ill ■ill ■ill ' ill ■ill ■ill ■ill ■ill ■*-"•* *~* *~* *~* 

|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-i~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|~|-|-|»'Ui t'iPi H H i"i 一一 - >l~ 



はい I を巧ず 

-選択したアドレス帳び消去されます。 


〔ぉ知 b せ y ♦ア ドレス帳の消去を途中でやめるとさは、@を巧してください。 
















登録•設定 


プ□グラム登録 


■グループダイヤルの登録 

アドレス帳に、複数の宛先を登録して、グループダイヤルとしてお使いになれます。 

♦グループダイヤルには、登録済みのアドレス帳を指定します。あらかじめ、アドレス帳の登録をしてお 
いてください。 （《■ 202、207ページ） 



フアンクシヨン^ +01-^ 

囲〇を种す 


機齡號トド 



機能項目を選択してくださし、 


r 共通機能設定 

[ 加?か纖能設を 

[ ~スが機能醜 



が-機能説 
プ w 機能設を 




ファクス / E メール機能設定 I 02 プ□グラムダイヤルの登録 i 01グループダイヤルの登録 J 巧 

押ず 



むけダイ柳の登録 
巧先名な'入力 


を語 S I 熟宇/記号3 I 区コード ._} [►) I f ■を巧 I [Ki 巧扇 モ-ド j 


Q 

W 


R I T 

丫 

U 

I 

〇 

P 


A 

S [ 

) F 

G 

H 

J 

K 

L 

@ 

Z 

X 


B 

N 

M 

U 

r\ 


[ 穿.効お I [ ^ 


スぺース ) 


i I キャンたル麵 



:?宛先名称（最大20文字）を入れ、_ OK I を巧ず 

J .例： r 関東 G |_ OK ]」 



く次ページへつづく> 
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登録•設定 



// ボタン名称（最大10文字）を入れ、 ^ を巧ず 

H " -ボタン名称には、手順3で指定した宛先名び表示されます。変更び必要な場合には 
入れ直します。 

-ボタン名称はタッチパネルディスプレイに表示する名称となります。 




グループダイヤルに登録ずるアドレス帳を指定ずる 

クリアー 

-間違えたとさは@を巧してください。 




OK I ホ抽す 

• グループダイヤルび登録されます。 





达知らが • グループダイヤルの登録は、プ□グラムダイヤルを含めて最大12件まで指定できます。 
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登録•設定 



■グループダイヤルの変更 

グループダイヤルに登録されている内容を変更します。 



フアンクシ 3 ン t +ni-3d- 

囲〇を种す 


機貪誠计 


機能項目を選択してください 


r 共通機能設定 1 r が-機能設定 ] 
〔加化！®能設ま } [ " W 機能設を J 
[ ~ス 《■- 機能設定 } 




ファクス /E メール機能設お I I 02プ□グラムダイヤルの登録 j 03グループダイヤルの変更 _ j を 

押ず 



ゎ f 打、も31た: I む ] tt f まもや （6/ ゎ I お？!? A 


〔グループ A )1 グループ B ||ポーリング 


〔タイ'^―迸 5 Jl 


9 変更ずるグループダイヤルを選ぶ 




OK I ホ巧す 

ここか日先は「グループダイヤルの登録」 （®^2]9 ページ）の手順3からの操作を 
行います。 


ク>プダ仰の変更 
ク>了 A 



r み語 S [恐宇/記号ミ「区コ-ド I 山山 I 活巧！ モ—ド j 



Q 

W 

E 

K I T 

Y 

U 

I 

〇 

P 



A 

S 

D 

F 

G 

H 

J 

K 

L 



@ 

Z 

X 

C 

V 

巨 

N 

M 

U 

□ 

お変巧 I ( 巧が！ 5 

I 


スぺース 

I 

( 

0 K 

I I 丰ャン t ル 貴 
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登録•設定 



■プ□グラムダイヤルの登録 

プログラムダイヤルに、宛先とポー U ング受信などの各種通信操作を登録しておくと、複雑な機能ちキー 
を]回巧すだけで指定でさます。 

♦プ□グラムダイヤルには、登録済みのアドレス帳を指定します。あ日かじめ、アドレス帳の登録をして 
おいてください。（"*207ページ） 



フアンクシヨン ^ +01-^ 

固〇を种ず 


機能ち目を遇}尺してください 



r 共通機能設を 1 r 北.-機能醜 ] 

[ 乃幽峨能醜 } [ y ' M 機能醜 } 

[ ~脈機能設を } 




ファクス / E メール機能設足 I I 02プ□グラムダイヤルの登録 j 02プ□グラムダイヤルの登録 I を 

押ず 


プ□グラが仰の登 

觀名称入力 



を語ミ〔熟字/記号ミ I 区：!-ド j 〔ィ J [►] 〔巧ぶ J モ-ド I 



Q 

W 

E 

R 

T 

Y 

U 

1 

O 

P 



A 

s 

D 

F 

G 

H 

J 

K 

L 



@ 


C 

V 

B 

N 

M 

U 

r'~i 

( おを快1 ( 巧巧 i 

( 

スぺース 

) 

( 

OK 

1 [キャンたル 1 


D プ□グラム名称（最大20文字）を入れ 、^_ OK I を押ず 

J .例：タイマー通信 


ブ□ダラが’イザ！の登録 
ボタぶ巧入力 
タイマ- it 信 


み語 i [i を i 巧 M 区]-ド i 岛山 r iB I [I 


Q 

W 

E 

R 1 T 

丫 

U 

I 

O 

P 


A 

S 

D F 

G 

H 

J 

K 

L 

@ 

Z 

X 

回区 

B 

N 

M 

U 

□ 


I お索な I G を巧 


スぺース 1 


^ I キャン它ル 8 
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登録•設定 




ボタン名称（最大10文字）を入れ、 ^ を巧ず 



C 通信操作を登録ずる 

J -各通信操作に従い登録します。 

タイマー通信（陪 ■ 84〜89ページ） 

特殊通信 90-103 ページ） 

ポ ー I 」ング通信80〜83ページ） 

/ C 続けてプ□グラムダイヤルの登録びできまず。手順3か5の操 
U 作を繰り返しまず。 

^を巧ず 



r あ、知日が • プ□グラムダイヤルの登録を途中でやめるときは、信^を巧します。 

^- ' ♦プ□グラムダイヤルの登録は、グループダイヤルを含めて最大12個まで指定できま 


す。 
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登録•設定 



■プ□グラムの削除 

登録したグループダイヤル、プ□グラムダイヤルを削除します。 



フアンクシヨン t + ni^H 

囲〇を种す 


ms 


目を選巧してください 


乃ク X / BH 離能醜 

ス树-機能設定 


共通機能設定 を I 北’-機能 IS ；! 


プ的機能詰ま 



ファクス / E メール機能設ち I I 02プ□グラムダイヤルの登録 j 04プ□グラム/グループ①消去 j 巧 

巧ず 


了 □ダラ の消'去 麵 

濃深!謗 1 

■ M か 1さ1た1 な 1 は 1 まい！ かゎい巧み（巧;だ今/1 

誦 


m 

1 ‘グル_プみ J 1 グル_プ6 ji ポーリング i 


f タィマー 言 1 if ] 

ぶ 



01 

互 

1 

[ I j [ . j 


f ;r r j 


9 削除ずるプ□グラムを指をし 、 r OK I を巧ず 




雨:广1を巧ず 


プ□グラムび消去されます。 


g を巧ず 
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登録•設定 



■中継情報の登録 

中継通信をするために必要な情報を登録します。 



フアンクシ3ン t + ni -3 d - 

囲〇を种す 


機能]臭目を選択してください 



r 共通機能設定 1 r が-機能設定 ] 
〔加化！®能設ま } [ " W 機能設を J 
[ ~ス 《■- 機能設定 } 




ファクス /E メール機能設定] [ 04 キーオペレーター専用 ] を巧ず 


柳-ドを指ましてください 


r ホス T 1 




つ 丰ーオペレー々ーパスワードの入力;を OK II 02 中継情報の登録 I を 

J 巧ず 


難！臟〈だか 

[00 自局簡 g リスト邮 Ij 1 

田 

0 ふ 
02 

を 



f01 回線1電話を号の登をま 1 


( 0 K 1 

1—02 回繳你-唯き先の登録 I 



[のネ7トワ嘶の-ドの醫 1 1 


[キャンセル！ 

[04 自局中継!觸幡号の登録 1 





必要な情報を巧し、登録ずる（防22目ぺージ) 



^を押ず 

-必要な情報の登録び終了したとさ巧します。 
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登録•設定 



■中継情報の登録の種類 

中継情報では、なの各項目び登録でさます。 



登録項目 

内容 

01 

回線1電話番号 

回線1の電話番号を登録します。 

02 

回線1レポート返送先 

回線1で中継通信したとを、結まレポートを送る宛先を登録します。 

03 

ネットワークパスワード 

中継ネットワーク内で使ラパスワードを登録します。 

04 

自局中継識別ま号 

本機の識別番号を登録します。 

07 

中継機巧先 

中継親局の電話番号を登録します。 

08 

自ユーヴー D 

自局のユーヴーI□を登録します。 

09 

回線2電話番号 

CH2 に増設の G3 通信ユニットを装着時の、本機の外線番号を登録します 

10 

回線2レポート返送先 

CH2 に増設の G3 通信ユニットを装着時の、中継通信したとを、結まレポート 
を送る宛先を登録します。 

15 

ISDN 電話番号 

CH2 に増設の G4 通信ユニットを装着時の、本機の外線番号を登録します。 

16 

ISDN レポート返送先 

CH2 に増設の G4 通信ユニットを装着時の、中継通信したとを、結果レポートを 
送る宛先を登録します。 


※〇9 〜 16はオプションの G3 増設 ユニッ ト /G4 通信 ユニッ トをお使いのときに設定します。 
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登録•設定 


ユーザー別管理登録 


ユーヴー別管理とは、3巧のユーヴー No . と8がの利用ち制限暗証番号を登録し、無許可のユーヴーび装 
置を操作でさないよラにする機能です。基本編取扱説明書（共通機能：キーオペレーター専用の「部門 
カウンター管理」）で設定する部門毎の暗証番号を使います） 

♦ユーヴー別管理は L ソ下の手順でご利用でさます。 

1. ユーヴー別管理の設定（防' 228ページ） 

2. ユーヴー別管理時のファクスの使い方230ページ） 

• 通信中のときは、ユーヴー別管理の登録はできません。 

• ユーヴー別管理を使用するには、サービスマンによる設定び必要です。詳しくはサービス実施会社にご 
相談ください。 
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登録•設定 



■ユーザー別管理の設定 



苗ろ W を押ず 


機能項目を ii 巧してください 




共通機能設定 \ 

乃ゥ; VtH 牆能言姑 } 

脈機能醜 } 


[ 

が-機能誠 f 


r 

プが機能詰ま f 





ファクス /E メール 機能設定] [ 04 キー オペ レーター 専用 ] を巧ず 



纖離品て〈微、 



r スタず11«宇巧ちミ W Ctj I f ま S j 



スぺース I 〔 0 K jl 丰卞ン它ル< 


キーオペレーターパスワードの入力後を押ず 


田 

咬 

01 

す 


I キャンセ 


機能-醜トド 
フ佩/口-繼能 
項目を選がしてください 


100自局情報の登録 


I 01•ぶテムの議ま 


102中継! ' M の登録 


04 
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登録•設定 




01 システムの登録 ] 田田を巧して、 [ 108 ユーザー別管理 ] を表示さ 

せ、 I 1 日 8 ュ-ザ-別管理 I を巧ず、もしくは番号を入力して 
を巧ず 


奶ムの登 
0かを押してください 
ユ-ザ'-別管理 


〔あり 


會 

咬 


X 


ヤンセル I 



ぁりに OK I を巧ず 

• ユーヴー別管理の設定びセツトされます。 



(ぁ、知日が • ユーヴー別管理の設定を途中でやめるときは、^を巧します。 

♦ユーヴー別管理の設定を「なし」にしたいときは、手順5で^ Ul を巧します。 
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登録•設定 



■ユーザー別管理をしているとさファクスを使う 

ユーヴー別管理の機能をお使いになりたし化きは、システム登録の「108ユーヴー別管逊枯24已ぺージ）を 
「あり」にします。画面には「暗証番号を入力してください」と表示されます。 


ランプ点な状態で 

•消'巧しているとさは、巧して点打させる 





暗証番号 （8 做を入力し r OK 惊巧ず 

• ユーヴー別管理で指定されている暗証番号を入力します。 

-間違えたとさは、@を巧して、入力し直します。 


通信などの操作をずる 

-通信などの操作び終わると、ユーヴー別管理設定中の画面に戻ります。 


9月10日伙 )15:00 脱 
通信ができます 
原稿がわ卜されています 
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登録•設定 



■ユーザー別レポートの設定 

ユーヴー別管理をしているとさ、ユーヴー No. で区分けされた部署ごとにユーヴー別管理レポートを一定 
の周期で自動出力させることびでさます。 



フアンクシヨン t 

囲〇を种す 


機能]臭目を還巧してください 



r 共通機能-設ま 1 

[ 州； VB - 磯艦淀 ] 

[ ~射-機能設定 } 


[ だ-機能設定 } 

〔 7 IM 機能醜 } 




ファクス / E メール機能設定]^ 04キーオペレーター専用 ] を押ず 


林 H ‘を指定して〈ださし、 


( 六な宇1(数宇/記号^ (► 11 m ig j 

,：；；■：：;；；： 

巨 

1 区 

) 巨 

広 

1巳 

Y U 

I 

1巨 

P 

[ 

]〔 

习〔 

3 

司〔 

G H 

- 

J 

3 

L 

1 @ 

1 巨 

) 巨 

] 巨 

1区 

B N 

M 

1臣 

U 

f スぺース 1 f 0 K ! f キャンセル 1 


キーオペレーターパスワードの入力お r QK 1ホ巧す 


機能誠トト’ 

乃ク; 1/ EH 臟能 

項目を選がしてください 


1.00自局槪民の登録 


I 01ンステムの^^ 


102中継情報のを録 


庐 


田 

〇> 

遇 


悼ャンセ心 


护 


くなぺージへつづく> 
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登録•設定 




01 システムの登録 I WW&tP して、109 ユーザー別レポート I を表さ 
せて、109 ュ-ザ-別レポ-卜 I を巧ず、または番号を入力して 


スタート 

を巧ず 


システムの證を 

OK キ-を押してください 
ユ-ザ-丹 M - 卜 


なし 


曰時指定 J 


〔曜曰指定 


J 


i 

Xj 

0ふ 


4 


OK 


キャンセル圃 


5 曜日指定 i または r 曰時指定 I を巧し OK I を巧ず 

-「曜日指定」または「曰時指定」の周期びセットされます。 

例：旧時指赶 




を押して日付と時刻を指定しを押ず 

•例： r 毎月1日12時00分」の場合 

を巧す 

• 時刻は 24 時間制で入れます。 



ク U アー 

-間違えたときは、を巧して、指定し直します。 



d ) を押ず 


(ぁ'知日が • ユーヴー別レポートの設定を途中でやめるときは、 r 。 を巧します。 

♦ユーヴー別レポートの設定を「なし」にしたいときは、手順 4 で I なし J を巧します。 
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登録•設定 


LAN 中継同報の登録 


■中継局の自局情報の登録 

LAN 経由で受け付けた電子メールを、一般回線へ中継通信するのに必要な中継局の情報を登録します。 

あ日かじめ、システム登録の「142 LAN 中継機能」を「あり」に設定しておいてください。如247ぺージ) 
♦中継用パスワード（受信した電子メールび LAN 中継同報指おであることを判定するために使用します。 
67ページ）） 

• 管理ち用メールアドレス （ LAN 中継同報の指示を受け付けたことを電モメールで管理者に通知するため 
に使用します。（陪 '1 己8ページ)） 

• 中継許可ドメイン名 （ LAN 中継同報の受け付けを許可するインターネットフアクスや PC のドメイン名 
を登録します。 （ ts ' l 己7ページ)） 



フアンクシヨン t j . rT ]_ i _ 

fflO を押す 


機能 I 頁目を還がしてください 



r 共通機能設定 1 r が-機能-誠 
[ 州能説 } [ 7 W 機能設定 
[ ~敵機能言强 \ 





ファクス /E メール機能設定] [ 04 キーオペレーター専用 ] を巧し、キーオペレーター 

パスワードを入力ずる 


激目 離して〈だか 


( ス X ず！ Iss お記号ミ 1 イ M ►ミ1 f ま巧！ 

圓 

1 

巨 

1区 

]巨 

広 

1巳 

] 巳 

] 巴 

I 

1巨 

P 

[ 

]〔 

习〔 

3[ 

司〔 

习〔 

3 

- 

J 

3 

L 

1 @ 

1巨 

应 

] 巨 

1巨 

侶 

位 

M 

1臣 

!—i 

f スぺース 1 f 0 K S f 丰ャン t ル 1 



00 自局情報の登録 ] を巧ず 



項目を還巧してください 


foo 自局槪 E リスト E 禍 IJ 

し01就訪購 E の離 


](2 


〔—をし I 


「02文字1幽の説ま 

「03回線1数字 TO 難 

砂定時刻タイマ "0 離 


21^ 

11 

国 


I キャンセル j 


くなぺージへつづく> 
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登録•設定 




田田を巧して、 [ 37 管理ちメールアドレス ] を表示させて 
L 37 管理ちメールアドレス ] を巧ず 


アドレスを^してください 


I 大义ぞ a [js す / 記号 ^ 


Gu 山 C 

- i/ -&/- 


な巧 


Q W E 

E R - 

r Y 1 

J I 

〇 P 

aLl 

D F 

G H 

J K 

L 

@ Z > 

: C 、 

/巨 t 

s| M 

i} j—i 

■ ••J MB 


j I ホャン t ル J 


C 管理者メールァドレス（最大60巧）を入れ OK 巧 巧ず 

J •最大60文字の英数字を入力でさます。 

例： ri < annnsha@panason に . com I OK ]」 


f I 40 中継用パスワード 01 ] を押し、中継用パスワード（最大10文字) 
U を入れ ^ OK [ を巧ず 

-最大10文字の英数字を入力でさます。 

-複数の増設通信 ユニッ トをお使いのとさ、通信モード/回線を登録でさます。 

•例 ： rRELAY r ^ i ^」 



必要な中継用パスワード（最大5件）を同様に登録ずる 


0 45 中継許可ドメインち01 ] を押し、中継許可ドメイン名（最大30 

0 文字）を入れ、 ^ 5[ rn を 
巧ず 

-最大30文字の英数字を入力でさます。 

•例： 「 panasonic.com I OK |J 

0 必要な中継許可ドメイン名（最大10件）を 
ブ同様に登録ずる 

7り資を巧ず 

A J 待機が態に戻ります。 


C 33 知! 5 ♦ 自局情報の登録を途中でやめるときは、(。を巧します。 

♦中継用パスワードは、外部からの不正利用を防ぐため、慎重な管理を行ってください。 
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登録•設定 



■アドレス帳の登録/ LAN 中継登録 

アドレス帳に、「宛先の電話番号」と共に中継局を登録しておくと、原稿をセットして中継局を登録した宛 


先を指定し、^を巧すだけで LAN 中継同報の指定びでさます。 ("=^161 ページ） 

中継情報を登録したい時は、あ日かじめシステム登録の「104アドレス帳ダイヤル情報」を「あり」に 
「140 LAN 中継送信指示」を「あり」に設定しておいてください。知24已、247ぺージ） 




ダイヤル番号登録の手順13までの操作をずる 
(防 207ぺージ） 



00中継情報の登録 ] を押ず 


! 熬だか 1 

[中》 1 



{^wmm 1 

で 


f ox 1 

f 固中継 1 

01 



f.J 

A 


[ キャンセル 

1 1 

[. 1 


_ 


く次ページへつづく> 
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登録•設定 




LAN 中継 ] を巧し、を押ず 


レ W 中願の登録 
破を觀只し 
0 K 卜を押してください 


，おい、13い I な]は^ま I や(かわ I お巧み 


〔上野営顏 


つ广 E ." み I -^广[."•り一 

T 補宮胡 r 営！^3! 


广 E . W か I - 

[大阪営！新 





LAN 中継局の E メールアドレスび登録されているアドレス帳 
を指定し、^^^を巧ず 



レ \N 中継の登録 

送信時 A3 ク MU ルしますか 



いい义 




送信時の A 3 原稿を巳4に縮ルずるか、しないかを指定し、 
0 K I を巧ず 

-相手機の能力に合わせて設定します。 （ PS ' SO ページ） 


1J\N 中継の^ま 

ネ目手能力 (400dpi/ 600 dpi) を 

登録してください 
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登録•設定 


相手能力 （400dpi/600dpi ) の画質設定を指定し、を 
押ず 

-相手機の能力に合わせて設定します。 



で K I を巧ず 


続けてアドレス帳の登録びでさます。手順1か日の操作をしてください。 


をを巧ず 

-待機状態に戻ります。 


編 


(あ、知日が •ァ ドレス帳の登録を途中でやめるときは、@を巧します。 

♦手順4で指定するアドレス帳には中継局に登録されている中継巧パスワードび登録さ 
れている E メールアドレスび含まれていなければなりません。 （• s ' SSS ページ） 

• 他機種に 400 dpi /600 pdi で送信した場合、正常に通信できないことびあります。 

また、複数宛先を行なった場合、400 dpi / 600 pdi の登録び「しない」で設定されている 
宛先び含まれていると、同報するすべての送信は 400 dpi /600 pdi で送信されません。 
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登録•設定 



■中継局の登録 

アドレス帳に、 r 宛先の電話番号」と共に中継局を登録しておくと、アドレス帳で宛先を指定した後、 


を巧すだけで中継同報の指示びでさます。 

• 同報機能を持った中継局を、アドレス帳に登録します。 
• 中継局は E メールアドレスび登録された宛先のみです。 




フアンクシヨン^ J . m -^ 

固0を种す 


機能項目を還}尺してください 



r 共通機能記を 1 r 北'-機能設定 ] 
し对 Wi 峨艦挽 ~\ ( プ时機能醜~~ } 
[ ~脈機能-醜 } 




r ファクス /E メール機能設足 I I 00アドレス帳登録1102アドレス帳(インターネット ）1 巧 

巧ず 




宛先の E メールアドレス（最大60巧）を入れ' ^ 5[ rn を 
巧ず 

•例： 「 RELAY @ panafax . pcc . co.jp 垣回」 

-中継局に琶録されている中継用パスワードを含む E メールアドレスを琶録します。 

クリアー 

-間違えた場合は、 W または Ld を巧してカーソルを移動させてで消してか 
ら、入れ直します。 
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登録•設定 



続けて、 E メールアドレス登録の手順4か5①操作をずる 
(防203ぺージ） 


録 

編 
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登録•設定 


ルーテ イングの登録 


ルーティング通信で転送する相手先の宛先、数字 ID およびサブアドレスをアドレス帳に登録します。 
ファクス通信時の送信側か日送られてさたサブアドレスまたは数字のび一致した場合に、一致したアドレ 
ス帳の宛先に転送します。あらかじめシステム登録の「152 SUB ルーティング」、「153数字のルーティン 
グ」を「あり」に設定しておいてください。（防247ぺージ） 

■アドレス帳の登録/ルーティングの登録 

7 E メールアドレス登録の手順8, 9、ダイヤル番号登録の手順 
i 10,11の操作で登録を行う（防204〜20已、210ぺージ） 


r わ、ミ化が • 数字のによるル-ティングを行なラときは、送信側のファクスに登録されている数字 

^一" -^ ID と同一内容の数字を、アドレス帳の転送用相手数字 ID に登録してください。ただし、 

スペース、「+」など数字じ(外は削除して比較します。 


240 







登録•設定 


システムの登録 


■システム登録のしかた 



フアンクシヨン J . m -^ 

囲〇を押す 


機能]臭目を還がしてください 



r 共通機能設を 1 r だ-機能設を ] 
〔对 vy - 慮能設を } 〔 7. M 機能設定 } 
[ ~齡機能誠 } 




ファクス /E メール機能設定] [ 04キーオペレーター専用 ] を巧ず 


纖離! して〈脚、 


( ス义ず11数お記号ミ 1イ M 1を巧 j 


巨 

1区 

] 巨 

] 区 

1巳 

Y U 

I 

1巨 

P 

[ 

3 

习〔 

3 

司〔 

G H 

- 

J 

3 

L 

1 @ 

1巨 

広 

] 巨 

1巨 

巨 N 

M 

1巨 

U 

f スイ-ス 1 f OK Sf 丰ャンセル 1 



キーオペレーターパスワードの入力後 L _ OK II 01 システムの登録1 を 
巧ず 


システムの^^ 

機能項目を還択してください 


fooo シ研澄録リス仰刷 


〔001原! [5]^; 炎 


1002文剖が 


小さい 


003画質テ•刘レト 


文字 


曼 

35 

了 


I キャンセル i 


I 004済スタンプ 


あり 


く次ぺージへつづく> 
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登録•設定 




田田を巧して設定ずる項目を表示させて押ず、または番号 
を入力して Q を押ず 

-「システム登録の種類」 （®'243 ページ）を参照して、設定値を選択します。 

•例:| 003 画質デフオルト I を誤巧した-場ろ。 


娜の 

0 がを押してください 

画貪 デフォルト 1 

1ぉ(文字写真） 



圓 f 写真 11 

: _ 1 

丑 

01 

み 

L .。 


\ 0 K :| 

1 1 


1 _ 1 


1 1 

1 〔 1 

; ) 1 

f キャンセル! 

1 





U _ L 

; .J 



C 謀を値を漂び . roK I ホ巧す 

J -続けて各項目の設定びでさます。 



ストッブ 

d ) を巧ず 


(3 S 知! ♦ システムの登録を途中でやめるときは、を巧します。 
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登録•設定 



■システム登録 


システム登録では、次の各項目び登録でさます。 
お買い上げ時は、下線の位置に設定されています。 


番号 

項 目 

設定値 

内 容 

001 

原稿濃淡 

1(うすく） 

4 (ふつう） 

7にく） 

通常使用する原稿の濃さに合わせます。 

002 

文字サイズ 

-ふつラ 

通常使用する原稿の文字の大きさに合わせます。 



-ルさい 




•細密 


003 

画質デフォルト 

.文字 
•交罕写真 
•写真 

通常使用する原稿に合わせます。 

004 

済スタンプ 

•なし 

ダイレクト送信時に済スタンプの設定状態を違びまず。 



•あり 


005 

送信メモ U - 優先 

•なし 

「なし」にすると、通常の操作でダイレクト送信となります。 



•あ0 


006 

ダイヤル切替 

-回線1 

お使いの電話回線に合わせて、ダイヤル種別を還びます。(才 



+ 

1 : PB 

2:1 Opps 

3 : 20 pps 

プシヨンの設置により設定は変わります） 

007 

発信元印字 

•なし 

相手用紙にプ U ントずる発信元の位置を設定します。「なし」 



-原稿が 

にすれば、発信元をプ U ントしません。 



* 原稿内 


009 

受信時刻印字 

•なし 

「あり」にすれば、受信した時刻を用紙にプ U ントします。 



•あり 


012 

通信結果レポート 

. ダイレクト 
結果レポート 
-メモ U —結果 
レポート 

通信結果レポートをプ1」ントするときの条件を設定しまず。 



] :なし 

2 :モ通信 

3 :全通信 


013 

通信管理レポート 

•なし 

通信管理レポートのプ1」ントち法を設定します。「なし」に 



•あり 

したとさはノ くネル操作でレポートをプ U ントします。 

014 

通信受付レポート 

•なし 

メモ1」一送信を受け付けたとき、受付枚数や宛先などをレ 



•あ0 

ポートにしてプ1」ントします。 

017 

受信モード 

•手動 

-ファクス専用 

ファクスの受信のしかたを還びます。 

021 

着信呼出回数 

日回〜日回 

ファクスび着信するまでに鳴る呼出音の回数を設定します。 

026 

ポー U ング用暗証ま 

4巧のパスワード 

ポー1」ング通信をするとさに使ラ4巧のパスワード（暗証 


号の登録 


番号）でず。 

027 

ポー U ング送信なを 

•なし 

「あり」にすると、ポー1」ング送信したあと、原稿をメモ U - 



•あり 

から消ましません。 

028 

メモ U - 済スタンプ 

•なし 

「なし」にすると、メモ U - 送信のときに、原稿をメモ U - 



•あり 

に蓄積した時点で済スタンプを巧しません。 

031 

未通信ファイル保を 

•なし 

未通信になったファイルをメモ U - に保ちし、再通信を指定 



•あり 

することびでさます。 

043 

パスワード送信 

4柄のパスワード 

送信パスワードを使って、相手とパスワード通信するとき、 



+ 

4巧のパスワードを登録し、「あり」または「なし」を選び 



1:なし 

ます。（防] 〇已ぺージ） 



2 :あり 



く;欠ぺージへつづく > P 4 ク 






































登録•設定 



番号 

項 目 

設定値 

内 容 

044 

パスワード受信 

4巧のパスワード 
+ 

1:なし 

2 :あり 

受信パスワードを使って、相手とパスワード通信するとき、 

4巧のパスワードを登録し、「あり」または「なし」を選び 
ます。（防] 08ぺージ） 

045 

セレクト送信 

•なし 

•あり 

「あり」にすると、ダイヤル番号び登録されている相手にし 
かファクスを送信しません。 

046 

セレクト受信 

•なし 

•あり 

「あり」にすると、ダイヤルま号び登録されている相手のファ 
クスしか受信しません。 

047 

U モート受信 

•なし 

•あり 

「あり」にすると、接続した外部電話機から、ファクスを U 
モート受信でさます。 

051 

遠隔診断 

•なし 

•あり 

遠隔操作などにより各種の診断を行ラ機能です。 

054 

メモ U - 転送 

•なし 

•あり 

「あり」にすると、受信した原稿を、すべて指定した宛先へ 
転送できます。メモ U —転送する宛先、メモ U —転送を有効 
とする着信回線、転送時間帯、受信した原稿の本機でのプ U 
ント指定をセットできまず。 

066 

代行出力 

•なし 

-些 

「あり」にしていると、受信中に適正サイズの用紙び無くな 
ると、ほかのカセットにセットされている用紙を使ってプ U 
ントします。（防 4] ページ） 

067 

受信2イン]/両面 
機能 

•なし 
• 2イン] 

* 両面 

A 5 または B 5 サイズの原稿を2枚受信したとさ、 A 4 または B 4 
サイズの用紙1枚にまとめてプ U ントします。 

または、 A 4 サイズの原稿を2枚受信したとき、 A 4 サイズの 
用紙の両面にプ U ントします。 

071 

親切受信 

•なし 

•あり 

相手び自動送信のファクス（ポ ー• •ポー••音）の場合、 
外部電話機の受話器をおろすと自動的に受信に切り替わり 
ます。 

078 

回転送信 

•なし 

-逆 

A 4 原稿を （>□) のち向にセットし、送信すると 

90°回転して（卜 □) 送ります。 

082 

クイックメモ U - 送 
信 

•なし 

-破 

クイックメモ U - 送信を設定しまず。「あり」にすると、 
ADF から1ページ目の原稿をメモ U - に読み込んだ時点 
で送信を開始する機能です。（複数宛先の場合は、クイック 
メモ U —送信となりません。） 

083 

回転ソート 

•なし 

•あり 

A 4 a 原稿の複数ページの受信で、 A 4 用紙ヘプ1」ントする 
ときは、1部プ U ントずる毎に A 4 縦、 A 4 横と交互にプ U ン 
卜しまず。（この場合は、用紙の設定で A 4 縦、横の両用紙 
をカセットに設定する必要びありまず） 

086 

呼出音量 

•なし 
-音量ル 
-音量中 

* 曰ま X 

呼出音量の設定をします。 

087 

モニター音量 

0： ( OFF ) 〜4〜7: ( ガ 

[モニター]を押したときに聞こえるスピーカー音の設定を 
しまず。 

088 

通信モード/回線 

-自動還択 

使用回線の初期値を設定します。複数の G 3/ G 4 通信ユニッ 
卜をお使いのとき設定できます。「自動還択」は複数の G 3 
通信ユニットをお使いのとさ有効になります。 

089 

レポート排紙□指定 

-インナ ー 1 
-インナー2 
. アウタ 

プ U ントするレポートの排紙□の設定をします。（オプショ 
ンの設置により設定は変わりまず。） 

099 

メモ U - 容量 

(3 MB ) 

オプションの「メモ U —カード」の取り付け状態を確認しま 
ず。（メモ U - 力ードは、取り付け時に自動認識しまずので 
設定はありません。） 

(オプションの設置により設定は変わります。） 
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番号 

項 目 

設定値 

内 容 

101 

マルチプ U ント部数 

•なし 

•留信 

•アドレス帳 

マ )レチプ U ント部数を指定します。 

「全受信」を指定した場合は、受信した全てをマルチプリン 
卜しまず。 

「アドレス帳」を指定した場合は、受信相手の数字 I □とア 
ドレス帳に登録している電話番号の下4巧を比較し、一致 
した場合のみマルチプ I 」ントします。 

103 

発呼宛先表示 

•宛先を 
-ダイヤル 

通信時、ディスプレイに表示する宛先種類の設定をします。 

104 

アドレス帳ダイヤル 
情報 

•なし 

•あり 

アドレス帳の侃□情報を設定します。 

105 

メモ U —フル時動作 

•中止 

•実行 

クイックメモ U —送信び「なし」の場合の、メモ U —フル時 
の動作を設定しまず。メモ U - フ J レを知日せるメッセージで 
動作選択を求める画面び表示されます。約 1 分間何もしない 
と、この設定に従い動作します。 

106 

原稿詰まり時動作 

•中止 

•実行 

原稿詰まり時の動作を設定します。 

107 

代行宛先通信 

•なし 
•あ 0 

アドレス帳発呼にて相手び話し中のとき、代行宛先に送信ず 
るかの設定をします。 

108 

ユーヴー別管理 

•なし 
•あ 0 

ユーヴー別管理をするかの設定をします。 

109 

ユーヴー別レポート 

•なし 
-曜日指定 
. 日瞬酷 

(曰/週）ユーザー別管理レポートの出力条件を設定しま 
す。 

110 

G4F 網発信元印字 

•なし 
-原稿が 
* 原稿巧 

G4 F 網通信時の発信元印字位置を設定します。 

111 

G4 U モート印字 

•なし 

•あり 

G4 時、受信側び発信元印字をするかの設定します。 

112 

G4 送信発信元印字 

•なし 
-原稿が 
■ 原稿内 

G4 時、送信側び発信元印字位置を設定します。 

113 

国際旧 DN 

•なし 
•あ 0 

海外と ISDN を使って;否が通信をするとさ「あり」にします。 

115 

G4 発信をま号通知 

•なし 

-^ 

INS 64 通信時、相手ディスプレイに電話番号を表示させる 
かの設定をします。 

117 

複数宛先指定 

-なし優先 
-あり優先 
•機能なし 

送信時の複数宛先指定の設定をします。 

118 

自動ファクス切替 

•なし 
. 4 巧〜 

.目巧〜 

■而 

コピーモード時に電話番号入力を検巧して自動的にファク 
スモードに切り替えまず。入力する柄数で切り替える設定を 
します。 

123 

U ルート機能 

•なし 
•あ 0 

IP 電話を使っての送信機能を使うときに「あり」にします。 

124 

プレフィクス機能 

•なし 

•あり 

電話番号に、付与する番号を登録します。また、登録した番 
号を付与してダイヤルずるときは「あり」にします。付与す 
るま号を指定したあと、設定を行いまず。 

125 

宛先確認 

•なし 

•あり 

誤送信防止のため、「あり」に設定した場合は、[宛先確認] 
ボタンを押して宛先を確認しないと相手先に送信をできな 
くする機能です。 


《 ]] 0〜]]已はオプションの G 4 通信 ユニッ トをお使いのときに設定します。（防258ぺージ) 


く次ページへつづく> 
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登録•設定 



番号 

項 目 

設定値 

内 容 

134 

宛先名敬称付加 

•なし 

-破 

宛先名に敬称をつけるかどラかを設定しまず。 

「あり」に設定すると、受信側で印刷される文書の発信元情 
報の宛先に、敬称 （00 様）び付きまず。 

-この機能は、 G 3 ファクスとインターネットファクスに有 
効です。 

135 

迷惑ファクス防止 

ダイレクトメールなどのファクス/迷惑ファクスを防止する機能です。 

00数字 I □拒否 

-しない 
•ずる 

「03のま号登録」で登録した数字のの相手からの受信を拒 
否するかどうかを設定します。「孤数字 I □拒否」を「する」 
に設定したときに有効。 

01 ID なし時受信 

-しない 

-超 

数字のを送出しない相手から着信した場合に、受信するか 
どうかを設定します。「00数字 I □拒否」を「する」に設定 
したとさに有効。 

02 ID 受信時刻印字 

-しない 
•する 

相手機の数字 I □を受信時刻とともに受信文書に記載するか 
どうかを設定します。 

03 ID 番号登録 
(01-30) 

— 

「00数字の拒否」で拒否したい数字のを登録します。30 
件まで登録でさます。 

136 

直接ダイヤル制限 

•なし 

•あり 

宛先入力時の直接ダイヤル機能のち効/無効を設定します。 
「あり」に設定すると、直接ダイヤルによる宛先の指定、キー 
ボード画面でのメールアドレスの入力はでさません(手動送 
信を含む)。「あり」に設定した場合、「再ダイヤル」は使用 
でさません 

137 

直接ダイヤル再入力 

•なし 

•あり 

直接ダイヤル L よる宛先指定時、キーボード画面でのメール 
アドレス入力時、再ダイヤル時、および宛先確認で、宛先を 
入力ずる時に、宛先の再入力画面を表おするかどラかを設定 
しまず。 

「あり」に設定すると、モニターキーによる発呼はできませ 
ん。 

「136直接ダイヤル制限機能」び「あり」に設定されている 
場合、本機能で「あり」を設定してち、直接ダイヤル制限機 
能び優先されます。 
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■システム登録一覧表 

お買い上げ時は、下線の位置に設定されています。 


番号 

項 目 

設定値 

内 容 

140 

LAN 中継送信指示 

•なし 
•あ D 

「あり」にすると、 LAN 経由の中継送信の指示を行います。 

141 

LAN 縮ル送信 

•なし 
•あ 0 

「あり」にすると、 LAN 経由にて送信するとをに A 4 サイズに縮 
ルされて送信します。 

142 

LAN 中継機能 

•なし 
•あ 0 

「なし」にすると、 LAN 中継動作を行いません。 

143 

LAN 中継結果返送 

•なし 
.全通信 
•異常時 

LAN 中継の結果を指示元に返をするとさの条件を選びます。 

145 

FROM 選択機能 

•なし 
•あ 0 

発信元やメールの From 欄の内容を選べるよラにするとをに、「あ 
り」にします。24個のユーヴー名称（最大20文字）と E メー 
ルアドレス（最大60巧）を登録でをます。 

146 

POP 取得間隔 

日〜を〜6日 分 

POP ヴーバー へ木 ールの到着の確認をする間隔を設定します。 

147 

POP 自動受信 

•なし 
•あ 0 

「なし」にすると、 POP 取得時、自動受信しません。 

148 

POP 受信後削徐 

•なし 
•あ D 

「なし」にすると、 POP 受信後メール削除しません。 

149 

POP エラー 時削除 

•なし 
■あ D 

「あり」にすると、 POP サーバーに受信できないメールび来たと 
をにこのメールを削除します。 

150 

送達確認返送 

•なし 
•あ 0 

LAN 受信時の結果を送信元に返送するとさ設定します。 

151 

>^—1 レへツダー表示 

•なし 

•全て 

•編集 

ールを受信したときにプリントするヘッダーの内容を設定し 
ます。 

152 

SUB ルーティング 

•なし 
•あ 0 

サブアドレスによるルーティングを行うときに「あり」にします。 

153 

数字 ID ルーティング 

•なし 
•あ 0 

数字 ID によるルーティングを行うときに「あり」にします。 

154 

ルーテ ィング時 

FROM 

-中継局 
■おお局 

ルーティングにより、 LAN ヘメールを送るときの From 欄の内容 
を選びます。 

155 

ルーティング時出力 

•異常時 
.全通信 

ルーティング時に、受信した原稿を自局でプ1」ントする設定を選 
びます。 

157 

管理レポート送信 

•なし 
•あ D 

「あり」にすると、管理レポートを登録された宛先へ送信します。 

158 

ールリモート登録 

•なし 
•あ D 

-ルによる PC か 5 アドレス帳登録を行うとき「あり」にしま 
す。 

160 

ドメイン名設定 

•なし 
•あ 0 

直接ダイヤルで送るとを、ドメイン名を入れて送信するとさ「あ 
り」にします。 

162 

下 IFF ビユーア ー URL 

•なし 
-曰本文 
•英+曰 

メールのメッセージ中に URL アドレスを入れるとさに言語の設 
定します。 


く次ページへつづく> 
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登録•設定 


—3 


番号 

項 目 

設定値 

内 容 

163 

ルーティングへッ 

•なし 

ルーティング時に、ルート局のヘッダー情報を付けるとさに「あ 


ダー 

•あ D 

り」にします。 

170 

SMTP 認証 

•なし 

SMTP 認証び必要かどうかを選択します。設定を「あり」にした 


(»^お知5せ） 

•あ D 

場合、ユーヴー名とパスワードを入力でをます。 

171 

SMTP 時 POP 確認 

•なし 

POP での SMTP 認証び化要かどうかを選択します。（ネットワー 



•あ D 

ク管理者にご相談ください） 

172 

ダイレクト IFAX 送信 

•なし 

アドレス帳への登録時、インターネット通信時にダイレクト 



•あ D 

IFAX 送信を行なラかどラかを選択でをます。 

173 

送達確認要ホ 

•なし 

インターネットファクスで送信するとさに、送達確認要ホ 



•あ D 

( MDN ) をするかどうかのデフォルト設定を選択できます。送達 
確認要ホの設定はセレクトモードで送信毎に設定び巧能です。送 
達確認び宛先側から返信されると、通信管理レポートに通信結果 
を記録します。 

174 

AP 0 P 認証 

•なし 

APOP による認証を行なうかどうかを選択します。（この設定は 



•あ D 

サーバーに依をするをのです。ネットワーク管理者にご相談くだ 
さい） 

175 

発番号ルーティング 

•なし 

発信ち番号によるルーティングをする場合に「あり」に設定しま 



•あ D 

す。送信側ファクスか b 送られてくる発信者番号で本機に登録さ 
れている宛先にルーティングすることび巧能です。 

(発信者番号通知（ナンバーディスプレイ）を契約時は、必ず「あ 
り」に設定してください。「なし」のままですと、ファクス受信 
でさません。） 

176 

ダイヤルイン 

•なし 

モデムダイヤルインヴービスをご利用されている場合に「あり」 


ルーティング 

■あ D 

に設定します。モデムダイヤルインサービスで登録されている電 
話番号で、本機に登録されている宛先にルーティングすることび 
巧能です。 

177 

送信ファイルタイプ 

-TIFF 

インターネット FAX 送信時に送信するファイルタイプの設定を 



- PDF 

します。 

(設定はインターネット FAX 送信時に適時切り替えることびで 
さます） 

お知らせ： PDF ファイルは PC へ送信するとさのみご利用にな 
れます。 


(ち、知日が • SMTP サーパ'-または POP サーバーび機能をサポートする場合、「あり」を選択できま 

す。 
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登録•設定 


文字入力 


■文字入力のしかた 

〈かな-漢字入力用画面〉 


①②③® ⑥® ⑦ 



No . 

ボタン名 

はた 5 さ 

① 

熟語 

地名や部署などの熟語を 
一覧より選択し入力するとさ 

⑤ 

数字/記号 

数字や八イフンなどを 
一覧より選択し入力するとさ 

③ 

区コード 

区コードー覧表を別途参照し 
文字を入力するとさ 

④ 

カーソル 

移動 

カーソル （） を左ちに移動 
させるとさ 

⑥ 

後退 

入力文字を削除するとさ 
-カーソルの前の文字び削除 
される。 

⑥ 

入カモード 

入カモードを変更するとさ 
-かな漢ーカナ^英大^英ルの 
順に切り換わる。 

-かな漢：かな/漢字入力 
カナ：全角カタカナ入力 


〈英字入力用画面〉 



No . 

ボタン名 

はた 5 さ 

⑦ 

文字 

文字を入力するとさ 

⑨ 

大文字 

半角英大文字を入力するとさ 

⑨ 

無変換 

漢字変換しないでひらびなを 
入力するとさ 

⑩ 

変換 

入力した文字を漢字変換し 
入力するとさ 

-変換一覧より漢字を遇択す 
る。 

⑩ 

スペース 

スペースを入力するとさ 

⑩ 

キャンセル 

文字入力をキャンセルすると 
さ 

⑩ 

0 K 

文字入力を登録するとさ 
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その他 


こんなとをには 



用紙を補給 

基本編取扱説明書（コピーびでさないとさ/異常と思われるとさ）を参照ください。 

紙づま〇の処置 

基本編取扱説明書（コピーびでさないとさ/異常と思われるとさ）を参照ください。 


252 



こんなとをには 


故障かな？と思った 


故障かな？と思ったときは、巧の項目をチェックしてくださし、。 


こんなとさは 

原因 

対応 

参照ぺージ 

原稿び送り込まれな 
い 

ADF カバーび閉まっていない 

ADF カバーを閉めて < ださい 


A 5 サイズより小さい原稿を ADF に 
セットしている 

原稿台ガラスにセツトしてください 


原稿扫觸めに送り込 
まれる 

原稿ガイドを合わせていない 

原稿ガイドを合わせてか5、原稿をセツ 
卜してください 


アラーム音び鳴り、 
「紙づまりを取り除 
いてください J 71 J 
び表おされる 

-送信する原稿び長すぎる 
-原稿びつまっている 

■ 原稿の長さを2000 mm し U 下にしてから、 
を信してください（画質び「細密」 
「巳 00 dpi 」 の設定の場合は、 ’’ A 3 サイ 
ズ"し U 下で送信してください） 

■ つまった原稿を取り除いてください 


送信でをない 

セレクト送信をセットしている 

セレクト送信を解除してください 

112 

パスワード送信をセットしている 

パスワード送信を解除してください 

106 

受信でをない 

iz レクト受信を t ットしている 

セレクト受信を解除してください 

114 

パスワード受信をセットしている 

パスワード受信を解除してください 

108 

迷惑ファクス防止機能びセットされ 
ている 

「135迷惑ファクス防止」設定を確認して 
<ださい 

44 

246 

呼出音び鳴りっぱな 
しで、受信でをない 

ファクスび「手動受信」にセットされ 
ている 

■ 外部電話機の受話器を取り、スタートボ 
タンを巧して<ださい 
■ 受信モードを 「 FAX 専用」にセツトする 

40 

243 

メモ U —びいっぱいになっている 

メモ I 」一に保ちされている原稿をプ U ン 
卜して<ださい 

13己 

電源び" 0" (切）になっている 

電源を T ’ （入）にしてください 

— 

受信した原稿びプ U 
ントされない 

用紙びな<なっている 

用紙を補充してください 


メモリー受信をセットしている 

メモ U —受信を解除してください 

13己 

巧紙びつまっている 

エラーコードを確認して、つまった用紙 
を取り除いて<ださい 

— 

モリー送信でさな 
い 

メモ U —びいっぱいになっている 

メモ U —に空さびでをてから、送信して 
ください 

— 

ダイレクト送信してください 

28 

予約している通信び、50通信になって 
いる 

予約している通信び終ってか5、通信し 
て < ださい 

— 

ダイレクト送信してください 

28 

U モート受信でさな 
い 

システム登録の「047 U モート受信」 
び「なし」になっている 

「047 U モート受信」を「あり」にしてく 
ださい 

244 

外部電話機から電話をかけてしぶ 

外部電話機か5電話をかけた場合は 、 U 
モート受信はでをません 

— 

タイマー通信や、 
ポー U ング通信など 
の通信をセットでを 
ない 

予約している通信び、50通信になって 
いる 

予約している通信び終ってか5、通信し 
て < ださい 

— 

予約している通信を取り消してから、通 
信してください 

140 

セレクト通信でをな 
い 

巧手のダイヤル番号を、本機に登録し 
ていない 

巧手のダイヤ J レ番号を登録してください 

207 

巧手の ID 番号に、電話番号び登録さ 
れていない 

巧手に、 ID 番号には電話番号を登録する 
よラに伝えてください 

— 

ポーリング通信でき 
ない 

ポー U ング通信用のパスワードび一 
致しない 

巧手に確認して、通信し直してください 

80 

パスワード通信でき 
ない 

パスワード通信用のパスワードび一 
致しない 

巧手に確認して、通信し直してください 

104 


くるぺージへつつて> 
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こんなとをには 


こんなとをは 

原因 

対応 

参照ぺージ 

受信またはコピーし 
たとを、白紙びプ1」 
ントされる 

原稿の裏表を逆にしてセットしてい 
る 

■ 原稿の裏表を確認してからセットし直 
して<ださい 

-受信の場合は相手側に確認してください 

17 

受信またはコピーし 
たとを、黒い筋や点 
びプ1」ントされる 

プ□セスユニットの異常 

サービス実施会社にご連絡 < ださい 

— 

■ 読取部び巧れている 
■ 巧手側の読取部び巧れている 

■ 読取部を清掃してください 
■ 巧手側に読取部の清掃をお願いして< 
ださい 


受信またはコピーし 
たとを、部分的に欠 
けていたり、記録び 
薄くなる 

■ 用紙び湿気を含んでいる 
■ 用紙に折り目やシワびある 

新しい包装の用紙と交換して < ださい 

— 

プ□セスユニットの異常 

ヴービス実施会社にご連絡ください 

— 

を信またはコピーし 
たとを、両端びプ U 
ントされない 

有効読取画面の外にで字び書かれて 
いる 

文字は、有効読取画面の中に書いて<だ 
さい 

17 


♦ 《《は基本編取扱説明書を参照ください。 


チェック&コール 


万一、本機び故障した場合には、本機び自動的に当社指定のサービス実施会社に障書状況を連絡する機能 
です。詳しくはサービス実施会社へご相談ください。 


达知らせ、 ♦じ(上の項目をチェックしても復旧しない場合は、サービス実施会社にご相談ください。 
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こんなとをには 


主な エラーコード 


通信でさなかったとさなどに、通信管理レポ ー トに エラーコー ドび表示されます。 エラーコー ドび表示さ 
れたときは、なの表に従って処置してください。他の エラーコードは、 基本編取扱説明書を参照してくだ 
さい。 


エラーコード 

原因 

処置 

参照ぺージ 

0212〜〇402、 

0404、 

0407〜0410、 

0416〜0456、 

0459〜0571 

回線異常または巧手機異常 

相手に確認して、ちラー度通信して < ださ 
い 


0403 

ポー I 」ング受信時、巧手機にポー U ング送 
信の機能びない 

ポー U ング受信でをません 

— 

0406 

パスワード通信時、相手機とのパスワード 
び一致しない 

巧手に確認して、通信し直してください 

104 

セレクト通信時、巧手機から送られる D 
番号び、本機のダイヤル番号に登録されて 
いない 

巧手に確認して、通信し直してください 

112 

0411、 0414、 
0415 

ポー I 」ング通信時、巧手機とのノてスワード 
び一致しない 

巧手に確認して、通信し直してください 

80 

巧手機の異常 

0427 

巧手か 5 ポーリング受信されたとを、本機 
にポーリング送信びセットされていない 

ポー U ング送信をセットしてください 

80 

0457 

中継通信時、巧手機に機能びない 

中継通信はでさません 

— 

0580 

マルチコピー通信時、巧手機にマルチコ 
ピー通信の能力びない 

マルチコピー通信でをません。 

100 

0712 

E メールアドレスの誤り 

登録された E メールアドレスを確認して 
ください。 SMTP サーバーの IP アドレス 
をネットワーク管理者にお問い合わせく 
ださい。 


0714 

LAN に□グオンでをない 

10 BASE - T /100 BASE-TX ケーブルの接続 
を確認してください。ネットワーク管理者 
にお問い合わせください。 


0715 

TCP / IP 接続のタイムアウト 

インターネットファクスのパラメーター 
設定値を確認してください。 IP アドレス、 
ルーター IP アドレスの初期値、 SMTP サー 
バー IP ア ドレスを確認してください。 


0716 

指定した SMTP サーバーに□グインでを 
ない 

SMTP サーバー IP アドレス設定値を確認 
してください。ネットワーク管理者にお問 
い合わせください。 


0717 

SMTP プ〇トコル伝送び不完全 。 SMTP 
サーバーの八ードディスクび一杯の可能 
性あり 

SMTP サーバーに障書びあります。ネット 
ワーク管理者にお問い合わせください。 


0719 

LAN で受信したデータ形式び受信側に巧 
応していない 

対応するファイル添付形式で再送してを 
5 ラよラに送信側に連絡してくださし、 
TIFF - F あ式を確認してください。 


0720 

POP サーバーと接続できない ( POP サー 

バ ー IP アドレスの誤り）。 POP ヴーバ ー 

のダウン 

POP サーバーの IP アドレスをお認してく 

ださい。ネットワーク管理者にお問い合わ 
せください。 



く次ページへつづく> 
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こんなとをには 


エラーコード 

原因 

処置 

参照ページ 

0719 

LAN 経由で受信したデータ形式び受信側 
に対応していない。 

け下に示ずよラな、巧応ずるファイ J レ添付 
お式で再送してをらラよラに送信側に連 
絡してください。 

* TIFF - F あ式。 

* 用紙のサイズに合った画像データ。 


0721 

POP サーバーに接続でさない（ユーヴー 
名またはバスワードのエラー)。 

POP ユーヴー名とパスワード、または 

APOP 設定値を確認してください。ネット 

ワーク管理者にお問い合わせください。 


0722 

DHCP サーバーからのネットワークパラ 

メーター(例： IP アドレス、サブネット 

マスク、デフオルトのゲートウェイ IP ア 

ドレス）の取得に失敗。 

1 . LAN ケーブルの接続を確認してくださ 

し)。 

2. ネットワーク菅理ちに問い合わせて、 
お手元のネットワークで DHCP び使用 

でさるか確認してください。 


0725 

- DNS サーバー接続の タイムアウト 
- DNS サーバーの ダウン 

DNS サーバー IP アドレスを確認してくだ 
さい。ネットワーク管理者にご連絡くださ 
い。 


0726 

DNS ヴーパ'—からエラー応答を受信 

POP サーバー 名を確認してください。 
SMTP ヴ ーバー 名を確認してください。 

— 

0728 

送信したデータ ( PDF ) あ式び受信側に巧 
応していない。 

( PDF お式での送信は、インターネット 
FAX から PC への送信時のみご利用になれ 
ます） 

送信ファイルフォーマット（またはシステ 
ム登録 N0.177) を 「 TIFF 」 に設定して送 
信してください。 

20 
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0729 

SMTP ヴーノ く一との接続時に認証 （SMTP 
AUTHENTICATION ) に失敗 

SMTP AUTHENT ユーヴー名とパスワー 

ドをお認してください。ネットワーク管理 
者にお問い合わせください。 


0731 

LAN 中継受信時に管理領域びいっぱい 

現在の通信び終了後、 LAN 中継指示を再 
送するよラに送信先に連絡してください。 

— 

0870 

送信する原稿をメモ U — に記憶している 
とさにメモリーオーバーフローび発生 

1. ダイレクト送信してください。 

2. オプションのメモ U - 力ードを装着 

して < ださい。 

28 

2已8 


オプションの G 4 通信 ユニッ ト利用時のをなエラーコード 


エラーコード 

原因 

処置 

参照ページ 

0901、1901 

に DN 回線に正しく接続されていない 

ISDN 回線接続を確認し、ちラー度操作し 
て < ださい 

— 

0902、1902 

0908、1908 

本商品側で通信中に回線び抜けた 

ISDN 回線接続を確認し、ちラー度操作し 
て < ださい 

— 

0926、 1926 

巧手先から応答びないため、通信でさない 

下記のお認後、をラー度操作して<ださい 

1. 回線は正しく切断されているか 

2. 相手先の電話番号は正しいか（相手先 
びファクスでない可能性をあります） 

3. 巧手巧のファクスび通信でさる状態に 
なつているか 


0970、1970 

に DN 回線から通信を拒否された 

旧 DN の回線契約をお語し、契約に合った 
使いちで操作してください 

— 

1416 

巧手先び通信を中止した 

相手先に確認して、もラー度送信してくだ 
さい 

— 
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こんなとをには 


エラーコード 

原因 

処置 

参照ページ 

1432 

ポー U ング受信時、相手先にポー U ング機 
能がない 

ポー U ング受信でをません 


ポーリング受信時、巧手先びポー U ング送 
信をセツトしていない 

相手先にポー U ング送信をセツトしても 
らつて<ださい 

1437 

パスワード通信時、相手機とのパスワード 
が一致しない。 

相手機に確認して、通信し直してくださ 

い。 

104 

セレクト通信時、巧手機から送られてくる 
ID ま号び、本機のダイヤルま号に登録さ 
れていない。 

相手機に確認して、通信し直してくださ 
い。 

112 

1440 

マルチコピー通信時、巧手機にマルチコ 
ピー通信の能力びない。 

マルチコピー通信でさません。 

100 


化、知日が ♦上記じ(外のエラーコードび表おされた場合は、ちラー度通信してみてください。 

- ' ♦処置をしてもエラーコードび表おされる場合は、サービス実施会社にご相談ください。 


257 














必要なとをにお読みくだをし、 



■オプション 


品 名 

品 番 

メモ U — 力ード 4 MB 

UE - 410047 -AZ 

8 MB 

UE - 410048 -AZ 

G 3 増設ユニット 


( DP - 8032 V /8025 V /8032 VA / 8025 VA 用） 

DA - FG 332 

G 4 通信ユニット 


( DP - 8032 V /8025 V /8032 VA / 8025 VA 用） 

DA - FG 342 

FAX 欄ユニット 

DA - FG 350 


■消耗品 


品 名 

品 番 

済スタンプ 

UG -4105 

I 」チウム電池 

CR 2032 


■メモリー容量と保存でさる枚数 


取り付けた増設メモリー 

通信用メモリー容量 

巧をできる枚数 

なし（お買い上げ時） 

3 MB 

約180枚 

4 MB 

7 MB 

約420枚 

8 MB 

11 MB 

約660枚 


♦保をでさる枚数は、 A 4 標準原稿 （ A 4 サイズ700字程度の原稿）を、文字サイズ「ふつ 
ラ」で読み取ったとさの枚数です。原稿によっては枚数は異なります。 

♦タイマー送信などの通信予約でメモ U —を使用している場合は、メモ U — に保をできる 
枚数び少なくなります。 


K 隅い^ • 他のオプション-消耗品については、それぞれの取扱説明書をご覧ください。 

ザハ J • 上記じ(外の増設メモ U —力ードを本装置へ使用すると故障の原因になりますので、絶対 
に使用しないでください。また、上記増設メモ U —カードを指定じ(外の装置へ使用して 
ち故障の原因になりますので、絶対に使巧しないでください。 
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が要なとまにお読み<ださい 


済スタンプの交換 


済マークび薄くなってさた日交換します。 

• 済スタンプは当社指定品をご使用ください。（品番 UG -4105) 





ADF 原稿台を上げ、排紙カバーを開ける 




使用済の済スタンプを取りがし、新しい 
済スタンプをセツトずる 



スタンプ台を本体に取り付け、カバーを 
確実に閉める 
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化要なとまにお読み < ださい 


停電のとき 


停電中はファクスのディスプレイは消えます。ファクスを送ったり受けたりすることはできません。 


停電になったとを 

ファクス送信中 

送信は中断されます。停電復旧後、ち5—度送信してください。 

ファクス受信中 

受信は中断されます。停電復旧後、相手のちにちラー度送信を巧頼してください。 

停電中 

ファクスを送る 

でさません。 

ファクスを受ける 

でさません。 

停電復旧後 

メモリーの内容 

メモ IJ 一に蓄積されている送信および受信データはな持されていまず。 

ファクスに登録/設定し 
た内容 

アドレス帳の登録内容、その他各種登録は、停電中ち消えることなくイ呆持されて 
います。 


化知日が ♦原稿を読み取り中に停電した場合は、読み取りは中断されます。停電復旧後、ちラー度 

- ' 読み取りをしてください。ファクス送信時、原稿読み取り後のメモ U —送信中に停電し 

た場合は、停電復旧後、直ちに再送信されます。 
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が要なとまにお読み<ださい 


主な仕様 


■ファクス部仕様 


消費電力 

最大： ].45 kW 

ス U - プモード時： 約] 8 W (除湿ヒーター OFF ) 

シャットダウンモード時：約3.已 W ( G 4 通信ユニット増設時を除く）（除湿ヒーター OFF ) 
送信時： 約8已 W (除湿ヒーター OFF ) 

受信時（最大）： ].4 已 kW 

適 巧 回線 

G 3 (ま 1): 電話回線、ファクシ云 U 通信網 t 網2種接続サービス)、 

G 4 ( ま 2) :総合デジタル通信網 

直流巧抗値 

1880 

通信可能機種 

G 3 (国際規格)、 G 4 

帯域圧縮ち式 

MH 、 MR 、 MMR、JBIG 

通信速度 

G 3 (ま 1) : 33600/31200/28800/26400/24000/21600/19200/16800/14400/ 

12000/ 9600/ 7200/ 4800/ 2400 bps 

G 4 ( ま 2) : 64 / 56 kbps 

走査線密度 

ファクスを走査： 8 dot / mm 、 16 dot / mm 、 600 dpi 

副走査： 15.4 line / mm (細密)、 7.7 line / mm (ルさい） 

3.85 line / mm (みつう）、 600 dpi 


♦(ま 1) 一般の電話回線での最高通信速度は28800 bps 程度です。 
•(ミ主 2) rG 4 通信ユニット」オプション追加時です。 

■インターネット部仕様 


インターネット FAX 

適巧回線 

10 BASE - T /100 BASE-TX Ethernet [ IEEE 802.3 u ] 

通信プ〇トコル 

TCP / IP ， SMTP , POP 3, MIME 

データお式 

TIFF [IETF RFC 3949 Profile S , F , J ]. PDF 

送信原稿サイズ 

A 3 〜 A 5 

有効読取り幅 

最大292 mm ( A 3) 

記録紙サイズ 

A 3, B 4, A 4, B 5, A 5 

出力可能文字 

J 旧第 1 .第 2 水準 

適合規格 

IETF RFC 3965, ITU-T T 37, ITU - TT .37 


化、知日が ♦認定番号は、本体背面に記載しております。 

- J • 上記 LU 外の仕様については、基本編取扱説明書を参照してください。 

• ス U —プモードとシャットダウンモードは、どち日かを切り替えて使用します。キーオ 
ペレーターにご相談ください。基本編取扱説明書（共通機能：キーオペレーター専 
用の「ス U —プ/シャットダウン選択」）を参照ください） 

• G 4 通信ユニット （DA - FG 342) を増設されている場合は、シャットダウンモード 
をご利用にな日れましてち消費電力はス I 」ープモード時と同等となります。 

• 製品改良のため、記載事項び一部変更になることびありますのでご了をください。 
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用語集 



lOBase - T /100 Base-TX 


ADF (自動原稿送り装置） 
BPS (Bits Per Second ) 


DTMF(Dual Tone Multi 
Frequency ) 

ECM (Error Correction Mode ) 
FROM 選択 

G 3 モード （Group 3) 


IP アドレス 

ISP (Internet Service 
Provider ) 

ITU-T 

ITU-T に. C . l . T . T .) 

ITU-T Image No.l 

LAN (Local Area Network ) 

LAN 中継パスワード 


LCD 

MAC アドレス 


MAPI (Messaging 
Application Program 
Interface ) 

MDN (Message Disposition 
Notifications ) 

MIME (Multipurpose Internet 
Mail Extension ) 

POP (Post Office Protocol ) 
PSTN (Public Switched 
Telephone Network ) 

SMTP (Simple Mail Transfer 
Protocol ) 


イーサーネット規格の一種でず。 

「10/100」はバンド幅び10/100 Mbps の意はで、このバンド幅は単ーチャン 
ネル.ベースバンドのべースとなっています。 「 T 」 は燃り （ Twisted ) 巧の意はで、 
この規格のケーブルは2巧の非シールド燃り線からなります。 

複数枚の原稿をセットして、1枚ずつ読取り部へ送る装置です。 

電話回線経由で送信されるデータ量の単位です。本機は常に最大伝送ま度で動作開 
始しますび、電話回線の状況や受信側機器の能力に応じて伝送速度を自動的に落と 
します。 

電話機のボタンのさ数字を表わす2つの周波数を組み合わせた信号でず。一般に、 
プッシュホン式ダイヤル呼出しを指します。 

G 3 ファクス通信を行なっているときに、通信エラーを訂正する機能です。 
あらかじめプ□グラム登録してある24の送信ち名 、 E メールアドレス、または電 
話ま号のラちの1つを送信前に逞択ずることびでさます。 

現在最も普及している、 G 3 規格に準拠したアナログ電話回線用のファクシ5 U 手 
順です。 

インターネット上に存在するコンピュータなどの住所にあたる数列です。 

インターネットへの接続サービスを提供する組織のことでず。 

国際電気通信連合電気通信標準化部門。国際電信電話諮問委員会（旧 C . C . I . T . T )。 
国際電信電話諮問委員会の略称。この機構は現在、ファクシ SU 互換性をな証する 
4グループの業界標準を巧進しています。 

送信速度と機器能力との比較を可能にする業界標準原稿のことです。 

オフィス、工場、大学などといった隣接エリアに限定された、データの統合および 
交換のためのコンピューターネットワークシステムです。 

LAN 中継通信を行ラ際に、パスワードとして用いる E メールアドレスです 。 LAN 
中継通信の宛先を表す E メールアドレスの、ユーヴー名（@の左側）の部分と比較 
して、一致した場合に LAN 中継通信を行います。 

本機の表示をずる液晶ディスプレイのことです。 

装置に割り当てられる八ードウエアアドレスで 、 MAC (メディア•アクセス-コン 
卜□ール）アドレスとをいいます。 

MAC アドレスは設定不可能で、コロン （ ： ） で区切られた日つの1己進数からな 
ります。 

例： 00 :00: c 0:34: fl : 巳0 

メッセージ送信のための Windows 標準インタフエースです。ワープ□-ソフトや 
表計算 ソフ トなどのメニューから、編集中の文書を直接電子メールで送信ずるよラ 
なことび可能です。 

メールび読まれたかどラかを確認する為に送信側から MDN 要ホを付加して送付し 
ます。 

インターネット上で、テキストデータ LU 外のマルチメディア情報を扱えるようにお 
張した、電子メールの通信手順です。 

メールサーバーにアクセスして自分宛のメールを取り出すための通信手順です。 
公衆電話交換ネットワークを指します。相互に接続された交換機と送信施設からな 
るネットワークです。 

インターネット上でメールを送受信ずるための主な通信プ〇トコルです。 
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用語集 


TCP/IP (Transmission 
Control Protocol/Internet 
Protocol ) 

TIFF ( Ta 吕呂 ed Image File 
Format ) 

TIFF イメージビューヮー 


宛先名 

イーサーネット 
イメージメモリー容量 
インターネット 


イントラネット 


エラーコード 

キーオペレーターパスワード 


クライアント 

グループ ダイヤル 

固定縮ルプリント 
最終宛先 
ヴーバー 


サブアドレス 
サブアドレスパスワード 
ヴブネットマスク 

自局登録 

システム登録リスト 
自動縮ルプ U ント 

自動受信 

受信側バスワード 


インターネットで使用されているプ〇トコルの最わ基本的な集合体（プロトコルス 
イート）であり、あるインターネット端ホと別の端末との間のデータ転送を可能に 
します。 

異機種間でのグラフィックデータの交換びできるよラデータの前のタグと呼ばれる 
部分を設け、データの記述あ式を記載したデータファイルです。本製品の TIFF ファ 
イルは、 MH ち式によりデータを圧縮しています。 

TIFF ファイルの中身を閲覧するための機能を持ったプ□グラムです。市販の TIFF 
ビューアーでは、本製品から送られた TIFF ファイルを表おできない場合びありま 
す。 

各ワンタッチ/短縮ダイヤル番号の登録名です。 

LAN 上のコンピューターおよび装置をネットワーク化する最を一般的な通信規格。 
ほとんどのずベてのタイプのコンピューターび対応しています。 

原稿のさページを記憶するために本機び利用できるメモリーの量を意味しまず。 
tU - T 勧告の Ima 目 e No . 1原稿を基に、読込み可能枚数を規定しています。 

相互に接続された、 TCP / IP プロトコルを使用するさまざまなネットワークの巨大 
な集合体。個々のネットワークは接続されて全世界をつなぐ巨大なインターネット 
をお成しまず。 

会社内部または組織内部にある非公開のネットワーク。イントラネットでは、公開 
されているインターネット上同じ種類のソフトウエアを使用しますび、その用途は 
内部的なをのに限定されます。 

通信エラー、トラブルなど発生時に表おするコードです。 

キーオペレーター（管理者）び本機の設定などを行ラためのパスワードで、8巧の 
数字、アルファベット、4種類の記号（@._スペース）の組み合わせで設定しま 
す。アルファベットの大文字、ル文字は区別されます。 

クライアント（端末）コンピューターの意味で、 LAN 上でデータベース巧用、グルー 
プ作業や通信を行ラとさに使用します。 

1つのプ□グラムボタンへ複数宛先を登録できます。1回の操作で順次同報送信び 
でさます。 

すべての着信原稿を一定の縮ル率（例： 7已％)でプリントします。 

LAN 中継通信時の最終送信宛先です。 

クライアント（端末）コンピューターに巧してデータ資源、通信接続、データ保存 
空間その他のサービスを提供ずる、ネットワークに接続されたコンピューターまた 
は 装置をさず。メール ヴーバーソフ トウ エアーは ネットワーククライアントび メー 
ルアカウントをなちしてメールの送受信を行なう ことを可能に しています。 

着信ファクスのルーティング、転送または中継を実行するための ITU - T 勧告です。 
ヴブアドレスに巧応ずる追加機密な護のための ITU - T 勧告です。 

ネットワーク ID で定義されたネットワークのサフセグメントを管理するためのマス 
クビット列です。 

自局登録をすることで、通信のときに巧手機に自局の情報を表示できます。たとえ 
ば、発信元、文字の、曰時などびありまず。 

本機のシステム登録の設定値を U ストにしてプリントでさます。 

標準サイズの普通紙にプ1」ントでをるよラに、受信した原稿を自動的に縮ルする方 
式。たとえば、 B 4 サイズの着信原稿を縮ルして A 4 サイズの用紙にプ U ントします。 
ファクスび自動的に原稿を受信します。 

原稿受信前に照合される4巧のパスワードのことです。 
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用語集 



手動受信 
巧期送信側端末局 
数字の 
済スタンプ 


正順プ1」ント 
セレクト受信 

送信側パスワード 
送信予約 
送達通知 


タイマー送信 
タイマーポーリング 
ダイレクト SMTP 

蓄積原稿 
中継アドレス 
中継局 


着信原稿を受信するのに使用をの操作び必要なモードです。 

LAN 中継通信時の発信局です。 

巧手のディスプレイに表示させる電話番号などの情報を登録しまず。 

送信び完了したページ、またはメモ U —へ読込まれたページに済スタンプび押され 
まず。済スタンプの ON 、 OFF は任意に切り替えできます。 

受信した原稿を送信した順序でプリントする機能です。 

ダイヤルに登録してある電話番号の下4巧を照合し、一致したファクスからのみ本 
機び受信する機能です。 

原稿送信時に照合される4巧の J くスワードのことです。 

本機び別の機能を実行しているとさに送信予約びでさまず。 

送信側インターネット FAX から受信側インターネット FAX へ出されるメッセージ 
で送達通巧 ( MDN ) 要ホのことです。受信側インターネット FAX は、メッセージ 
(メール）を読むと送達確認メッセージを返送します。 

指定時刻に原稿の送信びでをます。 

指定時刻にポーリング通信びでをます。 

インターネットファクス同±びメールサーバーを経由せずにファイアーウォール 
(イントラネット）内で互いに直接通信を行なラ機能でず。 

本機で読込み済でメモ U —に記憶されている原稿です。 

LAN 中継通信時に中継局を登録している3巧の短縮ダイヤルの番号です。 
中継局では、受信した原稿を指示された宛先へ、順次同報で転送ずることびでさま 
す。 


中継送信 

中継ネットワーク 
重複プリント 


直接ダイヤル 


通信管理レポート 


発信局から原稿を LAN 中継局へ送信すると、中継局はさらにその原稿を最終受信 
側端末局へ送信します。 

中継局経由で通信する機器のネットワークのことです。 

縮ルでさないくらい大をな原稿は、約10 mm 重ね合わせて2つのページに分割し 
て自動的に出力されます。 

電話番号または E メールアドレスをテンキーまたは夕字ボタンで入力して直接ダイ 
ヤルするち法でず。 

最新の通信結果を一覧にしてプ1」ントでをます。 


ほ電カモード 


指定時間経過後に定着器を OFF にして、待機モードよりち消費電力を巧えてエネル 
ギーを節約します。 


デフォルトルーター IP アドレスルーターのアドレスで、インターネット FAX との通信時に他のネットワークびど 

のルートをとったらよいか判断するとさに使用します。 

テンキー コント□ールパネルにある数字キーです。 

同報送信 プ□グラム登録された複数の宛先に同じ原稿を送信する機能。 

ドメイン名 インターネットに接続された個々のコンピュータを一意に識別する名称です。ドメ 

イン名は DNS ヴーバーによって IP アドレスから翻訳されます。これは、 IP アド 
レスび変更された場合でを、ユーヴーに親しみやすい（記憶されやすい）名称を保 
持することび目的でず。 


ネットワーク 2台！;(上のコンピューターを相互に接続して U ソースを共有すると、コンピュー 

夕ー ネッ トワークになります。さらに2つじ(上のコンピューターネットワークをつ 
なぐと、インターネットびお成されます。 


ネットワークアドレス アドレス帳に登録される4巧の固有アドレスま号で、中継ネットワーク上にある特 

定の端末局を識別するのに使います。 
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用語集 



濃度 送信する原稿に合わせて読取りの濃度を設定でさます。 

発信元 会社名または名前などを登録します。 

パナソニックスーパースムージン画質を向上ずる為のパナソニック独自の画像処理技術でず。 
グ 


八ーフトーン 
八ンドシェーキング 

ビューモードー通信管理 


黒と白の中間色（グレー）を階調で表現します。 

送信側と受信側び通信するため、実際にデータを転送する前に、双方の通信方法や 
条件、プ日トコルなどをあらかじめやり取りしておく手順のことです。 

通信管理レポートを出力することなく通信管理の簡単な内容を LCD ディスプレイ 
に表示することびでさます。 


ビューモードー通信予約ファイル通信予約レポートを出力することなく S 信予約ファイルの簡単な内容を LCD ディ 

スプレイに表示することびでさます。 

ファイル メモ1」一を使っての送受信を行なったとさ作成されます。たとえば、タイマー送信 

などびあります。 


フアン クシ ヨンキー 
符号化ち式 

プ U ント縮ルモード 
プ□グラムボタン 

プロトコル 


ヘッダー 


ホスト 


ホームページ 

ポーリング 

ポーリングパスワード 
7ルチ□ゴ 


各機能を使ラとさに押します。 

各種機器び使用ずるデータ圧縮ち式。本機は 、 Modified Huffman ( MH)、Modified 
Read ( MR)、Modified Modified Read ( MMR ) 符号化ち式を採用しています。 

本機にセットされた用紙に収まるよラに縮ルしてプリントするち法です。 

複雑な機能の操作をプ□グラムボタンに登録したり、複数の宛先を登録して、簡単 
なボタン操作で機能を使えまず。 

装置間通信のための標準または言語。業界には多くの種類のプロトコルび存在し、 
にやコンピューターを内蔵している製品はどれをある種のプ〇トコルを利用して 
います。インターネットでは、100を越える標準び巧同して TCP / IP プロトコル 
を校正し、インターネット通信を滑らかで信頼でをるものにしています。 

送信側ファクスび送信する、また受信側ファクスびさページの先頭にプ U ントする 
部分です。ヘッダーは、送信側ファクスの情報（曰時など）を提供します。 

ネットワーク上の他のコンピューターを集中管理するコンピューターです。ホスト 
はドメイン内で唯一のホスト名を持ちます。ホストは全ドメイン名 ( FQDN ) の最 
初（左端）の部分となります。 

例： 

本機の E メールアドレスび Fax 劇 axO 1 . Panasonic . com であるとすると 、 ffaxOlJ 
はホストに、 「 panasonic . com 」 はドメインにホ目当します。 

ブラウヴー起動時に最初に表示されるページ、あるいは会社、組織などのを要なウェ 
ブページ。 

別のファクスから原稿を取り出す機能です。 

登録された4巧の暗証番号で、ポー U ングび行なわれている原稿に対する機密保護 
を有効にするのに使います。 

あらかじめ設定してある2已個のロゴのうちの1つを送信前に選択することびでき 
ます。 


メモリー送信 
メモリー代行受信 
メモリー転送 
メールアドレス 


メール ゲートウェイ IP アドレス 


原稿をメモリーに読込んでから送信します。 

用紙またはトナーびな<なったとさに着信原稿をメモ U —に蓄積する機能です。 
指定した短縮ダイヤルの宛先へ、全ての着信ファクスを転送する機能です。 
メールでデータを送受信するためのアドレスです。ユーヴー名、サブドメイン名、 
ドメイン名で構成されていまず。 

メールサーバーのアドレス。 
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用語集 



メーリングリスト 


文字 ID 
文字サイズ 
文字ボタン 
モデム 

ルーター （ゲートウェイ） 


あるアドレスにメールを送り、自動的にメー U ングリストに登録されている複数の 
人に電子メールのコピーを送るための E メールアドレスです。 

巧手のディスプレイに表示させる会社名などの情報を登録します。 

送信する原稿の文字の大きさに合わせ、変更できます。 

ち種登録をするときに文字または記号を入力するためのボタン。 

本機から出された信号を電話回線経由で伝送でさる信号に変換する装置でず。 
複数の LAN 間の通信を可能にするネットワーク装置です。インターネットでは、そ 
れぞれの LAN のルーターび、インターネットを経由して転送すベをデータの経路 
を管理しています。 
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ITU-T Image No.1 



ITU-T Image No . l に準拠している標準原稿のサンプルです（じ(下のサンプルでは、縮尺び実際のちのと 
異なっています）。 


参 

THE SLEREXE COMPANY LIMITED 

SAPORS LAN 亡- BOOLE - DORSET . BH25 8ER 
TELEPHONE BOOLE (94513) 516 口 - TEL£X 123456 


Our Ref. 350/PJC/EAC 18th January,1972. 


Dr. P.N. Cundall, 
Mining Surveys Ltd., 
Holroyd Road, 
Reading, 

Berks. 


Dear Pete, 

Permit me to introduce you to the facility of facsimile 
transmission. 

In facsimile a photocell is caused Co perform a raster scan over 
the subject copy. The variations of print density on the document 
cause the photocell to generate an analogous electrical video signal. 
This signal is used to modulate a carrier, which is transmitted to a 
remote destination over a radio or cable communications link. 

At the remote terminal, demodulation reconstructs the video 
signal, which is used to modulate the density of print produced by a 
printing device. This device is scanning in a raster scan synchronised 
with that at the transmitting terminal. As a result, a facsimile 
copy of the subject document is produced. 

Probably you have uses for this facility in your organisation. 

Yours sincerely, 

fU. 

P.J. CROSS 

Group Leader - Facsimile Research 


Registered in England: No. 2030 

Registered Office : BO Vicai.B Lane, Ilford. Kneex. 
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便利メモ（おぼえのため、記入されると便利です) 
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品番 
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電話 ( ) - 
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電話 ( ) - 
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